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PROLOGUE







　これは夢だ。

　スカーヴィズは即そく座ざに自覚する。

　悔かい恨こんが見せる、在りし日の夢だ、と。

「せいっ！」

　金きん髪ぱつの少年が、同じ年とし頃ごろの子が振ふり下おろした木ぼつ剣けんを滑らせる。

　相手の攻こう撃げき、その力の進行方向に対して横に力を加えることで受け流したのだ。

　柳やなぎの技法、スカーヴィズが一〇年かけてようやっと編み出したこの技法を、この一五かそこらの少年はあっさり真ま似ねしてのけたのである。

　この年にして、なんとも驚おどろくべき才能だった。

　しかもこの少年、優すぐれていたのは武術だけではなかった。他者のありとあらゆるものをあっさりと自分の物に吸収することができたのだ。

　やがて若じやく年ねんながら、政治・軍事・神事、様々な分野で人並み外れた才能を発揮し始め、スカーヴィズがこの麒き麟りん児じに《狼おおかみ》の希望を見み出いだすようになるまで、そう時間はかからなかった。

　だから、自らの知る全すべての技術、知識を惜おしみなく叩たたき込んだ。

　この苦境にある《狼》を救うのはお前だ、と。

　だが今から思い返せば、もっとそんなことより、教えるべきものがあったのだ。

　なんでもできるからと色々教えるのではなく、もっともっとその土台となる基き礎そを叩き込むべきだった。

　なによりも、その心をこそ鍛きたえるべきであった。

　そうすれば、『今』とは違ちがう今もあったのかもしれない。







ACT 1







「おやめくださいお袋ふくろ殿どの！　御おん自みずからそのような！　そこらの者に命じてくださればいくらでも……」

　目の前の光景に、《狼おおかみ》の若頭かしらヨルゲンは目め眩まいとともに、悲鳴じみた声をあげた。

　ここはイアールンヴィズ。今やユグドラシル西部に覇はを唱えるまでに至った大国《狼》の族都である。

　その主の住まう宮きゆう殿でんの裏庭では、なんと主の唯ゆい一いつの妻になると目されている女性が、端はした女めのように鎌かまを片手に雑草を刈かっているのだ。

　心底から仰ぎよう天てんしたヨルゲンである。

「え？　でもあたしなんかが命じていいんですか？　皆みなさんそれぞれお仕事もあるでしょうし、それを邪じや魔まするのはちょっと……」

　当の本人は宗主パトリアークの妻という自覚がないらしく、なんとも慎つつましくも見けん当とう違ちがいなことを口にする。

「いえ、構わずご自由にお命じくださいませ」

「うーん、やっぱりそれよくないと思うんですよー。宗主の妻だからといって、勝手に他の人の仕事を邪魔してちゃいろいろ業務に支障も出るでしょうし、それにあたしがワガママに振る舞まえば、やがてはそれが勇ゆうくんの悪評にもつながると思うんです」

「っ！」

　先さき程ほど以上に驚きよう嘆たんして、思わず息を飲み込むヨルゲンである。

　宮きゆう殿でん内ないで大きな顔をし、当然のような顔をして人を使おうとする幹部の妻たちに聞かせてやりたい台詞せりふであった。

　宗主の妻という自覚がないなど、見当違いもはなはだしかったのはヨルゲンのほうだったわけだ。

「立派なお考えかと。では若頭かしらの権限で、何人か手の空いている者を見み繕つくろって、お貸ししましょう。それならどうですか？」

　若頭かしらは宗主不在の時には、宗主の代わりとして全権を担になう存在である。

　その名の下、正式に兵を貸かし与あたえるのだから、命令系統的にもまったく問題ない。

「えと、いいんでしょうか？」

　それでも美み月つきは受けていいものかと思案顔である。

　本当に慎ましいにもほどがあった。

　フッと小さく笑えみをこぼしてヨルゲンは言う。

「宗主の妻たる方のお顔が泥どろや汗あせにまみれていては、奇き異いに思う者もおりましょう。ひいては親おや父じ殿どのの威い厳げんにも関かかわりますから。ぜひ人を用いてくださいますようお願い致いたします」

　あえてこちらがお願いする形にすれば受けてくれるだろうと、経験豊かなヨルゲンらしい言い回しである。

「っ！　わかりました！　正直、女手一つじゃ間に合いそうになかったので助かります」

「いえいえ、こちらこそお聞き届けくださりありがとうございます。ところでいったい何を……」

　パンパン！

　パパパパパン!!

　ヨルゲンの言葉を遮さえぎって、突とつ如じよ、凄すさまじい轟ごう音おんが宮殿一帯に響ひびき渡わたった。

　未いまだやまびこのように音がこだまして残っている。それほどに凄すさまじい音だった。

　宮殿の一角からは、もうもうと黒い煙けむりが立ち上っている。

「い、いったい何事だっ!?」







　帝てい国こく暦れき二〇五年初夏、ケルムト川を挟はさみ、《角つの》軍三〇〇〇と《豹ひよう》軍一〇〇〇〇による戦いが勃ぼつ発ぱつした。

　しばしの睨にらみ合あいの後、先に動いたのは《豹》軍であった。

　宗主フヴェズルング自ら三〇〇〇の別働隊を率い、別ルートから渡と河か、《角》軍の側面へと襲おそいかかったのだ。

　この奇き襲しゆう自体は、《角》が事前に配備していた『荷車城塞ワゴンブルグ』により失敗するも、その程度で手をこまねくフヴェズルングではない。

　そのまま別働隊で族都フォールクヴァングを包囲、《角》軍の糧りよう道どうを遮しや断だん、兵ひよう糧ろう攻ぜめを仕し掛かけたのである。

　一方、供給を断たたれ、兵ひよう糧ろうの残りも少なくなってきた《角》軍は、いよいよ進退窮きわまりかけていた。

「……といったところでしょうか。申し訳ございません」

　現状の報告をし終え、《角》軍の総大将ハウグスポリは深々と頭を下げる。

　基本的に飄ひよう々ひようとして宗主であるリネーアにも皮肉げな態度を崩くずさぬ彼かれであるが、今は眉まゆにしわを寄せ、難しい顔である。

　なにせこの戦には、誇こ張ちよう抜ぬきに《角》の氏族の命運がかかっている。にもかかわらずのこのどう考えても打つ手なしの状じよう況きよう、重圧に押おし潰つぶされ、軽けい薄はくな仮面を被かぶる余よ裕ゆうなどとてもなかった。

「いや、破れかぶれにならずに、よく堪こらえてくれた。おかげでなんとか間に合った」

　言って対面に座すわる黒くろ髪かみの少年は、は～っと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

《狼》宗主、周す防おう勇ゆう斗と。

　弱じやつ冠かん一五歳さいという若さで宗主に就任するや、わずか二年で滅めつ亡ぼう間際だった《狼》を立て直し、ユグドラシル全土でも有数の大国へと導いた稀き代たいの英えい雄ゆうである。

　この二ヶ月というもの、その姿を見せず、死亡説さえ疑われていたが、こうして見る限り血色もよくピンピンしている。

　ハウグスポリの親である《角》の宗主リネーアも、さぞ喜ぶに違いない。

「とりあえず……ハウグスポリ、悪いがこの軍の指揮、俺おれに預けてもらえるか？」

　勇斗がジッとハウグスポリの目を見み据すえ、問うてくる。

　盃さかずきの上では、ハウグスポリは勇斗の妹分リネーアの子分であり、勇斗は彼にとって伯お父じに当たる。

　敬うべき目上であるのは確かだが、氏族も異なるいわば『別の家』の人間だ。

　あくまでハウグスポリが忠誠を誓ちかうのは《角》の宗主リネーアであり、その彼かの女じよから預けられた軍の指揮権を譲ゆずれなどという無む茶ちやな要求にまで従ういわれはない。

　ないのだが、

「わかりました」

　ハウグスポリはわずかの逡しゆん巡じゆんもなく、了りよう承しようする。

　氏族存亡の危機にあって、自らの沽こ券けんや対面に固こ執しつするほど、彼は愚おろかではなかった。

　なによりも、兵力的劣れつ勢せいを幾いく度どとなく覆くつがえしてきた稀代の名将の采さい配はいぶりを間近で見学できるまたとない機会である。

　戦場に生きる者として、これを逃のがす選せん択たく肢しはなかった。

「して、どうなさるおつもりで？」

「ん、そうだな。兵に言いい含ふくめておく必要もあるし……フェリシア」

「はい、お兄様。なんでしょう？」

　勇斗が傍かたわらに控ひかえる副官に声をかけると、彼女は恭うやうやしく返事してきた。

　数々の美女たちと浮うき名なを流し、《角》随ずい一いちの女たらしと自他ともに認めるハウグスポリが、思わず唾つばを飲み込むほど、肉感的にして色いろ香かの漂ただよう絶世の美女である。

　勇斗を見つめる視線には熱がこもっており、彼女の勇斗への想おもいの強さが一目でわかる。

「持ってきた荷物から、赤い棒がいくつも連なっている奴を持ってきてくれるか？」

「はい、ただいま！」

　小気味良い返事とともに、フェリシアがたたっと乗ってきた馬のほうへと駆かけていき、指定のものとともに戻もどってくる。

「どうぞ、お兄様」

「ん、サンキュ」

「♥」

　勇斗が軽く礼を述べると、フェリシアはそれはもう嬉うれしそうにはにかむ。

《狼》のフェリシアといえば、《無貌の従者スキールニル》のエインヘリアルであり、文武に長たけ、秘法セイズさえ操あやつる、《角》にもその名が轟とどろいていた才さい媛えんである。

　それがこんな小間使いめいた命令に、不満を抱いだくどころか嬉き々きとして従っている。この一事だけでも、勇斗の王としての資質の大きさがわかるというものだった。

「それは？」

「ああ、これは俺が故郷から持ってきた対《豹》用の秘密兵器だ。とりあえずこいつで向こう岸にいる《豹》の連中を……殲せん滅めつする」

「っ！」

　勇斗の静かだが断固とした口調に、ハウグスポリはゾクッと背筋を震ふるわせた。

　歯がカチカチと鳴りそうになるのを、食いしばってなんとか堪える。

（ぱっと見、貧弱そうな坊ぼうやなんだがなぁ）

　背は高いがひょろっとしていて、まったく強そうには見えない。ハウグスポリほどになると歩き方を見ただけで相手の戦せん闘とう能力をだいたい見み抜ぬけるのだが、どう贔ひい屓き目めに見ても素人しろうとに毛が生えた程度だ。

　だと言うのに、

（口の中が渇かわいて仕方ねえぜ。これが獅し子し王の貫かん禄ろくってやつか……っ！）

　目の前の自分より一回りは年下の少年が、恐おそろしくて仕方がない。

　直接敵意を向けられたわけでもなく、ちらっと牙きばを覗のぞかせた程度だというのに、周囲の温度が二～三度下がったような気がした。

　冬にリネーアのお供をして会った時よりも、明らかにまとう空気が重く鋭するどくなっている。

　つまり、未だ成長途と上じようということだ。まったく末すえ恐おそろしいにも程があった。







「報告します。向こう岸に陣じん取どっていた《角》軍が引き上げ始めました」

「そうかい。そろそろだと思っていたよ」

　物見の報告に、シギュンは薄うすく冷れい笑しようを浮かべる。

　シギュンは《豹》の現宗主フヴェズルングの妻であり、そしてかつては女ながらに宗主として《豹》の荒あらくれ者ものたちをまとめあげていた一代の女じよ傑けつである。

　フヴェズルングとの夫ふう婦ふ仲なかは、勇斗の天の国送そう還かんの一件以来、すっかり冷め切ってしまっていたが、その器量と人望は《豹》の中でも際きわ立だっており、現在、この《豹》本隊七〇〇〇の総指揮を任されていた。

「やっぱりそっちを選んだね」

　族都フォールクヴァングとの糧道を封ふう鎖さされた以上、このまま座していては《角》軍に待っているのは餓が死しのみである。

　彼らが食しよく糧りようを手に入れる道は大きく二つ、族都を囲む《豹》の別働隊を追い払はらい供給を復活させるか、近きん隣りんの村々から食糧を徴ちよう発はつするか、だ。

　後者ならば、陣じんを引き払うことなどせず、小部隊に徴発させようとするはずだ。全軍が動いたということは、前者の道を選せん択たくしたということだろう。

　宗主リネーアが民たみ思いだという情報は、シギュンの耳にも届いている。《角》の総大将もその意を汲くんだのだろう。

　実にこちらの思惑通りの行動である。

「よし、この機にあたいたちも一気に川を渡っちまうよ！」

　その長く艶あでやかな銀色の髪かみを揺ゆらしてシギュンは立ち上がると、きっぷ良く号令を下す。

　軍事行動において、渡河中というのは最も危険な状態である。

《角》軍が陣を引き払った今、損害を被ることなく《角》領へと乗り込むことができる。

　この機を逃す手はなかった。

　だが、彼女は想像だにしていなかった。

　その思考がまさしく、勇斗の思惑通りであったことを。







『あー、あー、こちらクリスティーナです。お父様、聞こえますか？』

「おう、感度良好。よく聞こえるぜ」

　耳に当てたトランシーバーから聞こえてくる娘むすめの声に、勇斗は満足気に答える。

　現代からユグドラシルに戻る際、持ち込んだものの一つである。

　もちろん電池は大量に買い込んであるし、電池に充じゆう電でんできるソーラー器具も購こう入にゆう済みだ。

　ちなみに海外製。日本国内での使用は、電波法に引っかかるので厳禁だが、勇斗が定めた《狼》の法にはそんなものは一いつ切さい明記されていない。おかげでかなりの長ちよう距きよ離り間で連れん絡らくを取り合うことが可能だった。

『《豹》軍、渡河を開始致しました』

「そっか、じゃ引き続き監かん視しを頼たのむ。四分の三ぐらい川を渡ったあたりでもう一度連れん絡らくをくれ」

『了りよう解かいです』

　ザザッという不快音の後、音声が途と切ぎれる。

「ははっ、便利すぎだな、こりゃ」

　トランシーバーを耳から外すや、勇斗は乾いた笑みを浮かべる。

　ユグドラシルの戦場において、部隊間の情報伝達は、伝令兵を走らせるか、銅ど鑼らや角笛を鳴らすのが一いつ般ぱん的てきである。

　伝令兵は詳しよう細さいな情報を運べるが、どうしても移動に時間がかかる。音の信号による情報伝達は、リアルタイム性はあるが、情報量が極きわめて限られるし、敵に筒つつ抜ぬけになる危険性がある。

　だが、このトランシーバーにより、詳細な情報を即座にはるか遠方の部隊に、そして秘ひ密みつ裏りに伝えることが可能となったわけだ。

　若いとはいえ、数あま多たの戦場をくぐり抜ぬけてきた勇斗である。このアドバンテージがもたらす恐ろしさに、自分で持ち込んでおきながら戦せん慄りつを覚えずにはいられなかった。

「ま、でも、上う手まく誘さそい出だせたようでなによりだ」

　ふーっと勇斗は安堵の吐息をつく。

　今日中に動いてくれなかったら、少々面めん倒どうだったのだ。

　勇斗の帰き還かん、及および《雷いかずち》軍の撤てつ退たいを知れば、当然、《豹》は警けい戒かいを強めるだろう。

　しかし、《豹》の最速の情報伝達手段は、騎き兵へいによる伝令である。

　駅伝制も設置していない以上、距きよ離り的てきに考えて、その報が《豹》軍に届くのは早くても明日といったところだ。

　つまり、この撤退が、追い詰つめられた《角》軍が、《豹》軍の想定通りに動いているように見えるのは、今日だけだったのである。

「あえて相手の思惑に乗ることで相手を思い通りに動かす。勉強になります」

　隣となりでは、ハウグスポリが感かん嘆たんの吐息を漏らしつつふむふむと頷うなずいている。

「基本通りにやってるだけだ」

　勇斗はじっとケルムト川の方向を見据えたまま返す。

　そう、勇斗にしてみれば、教科書に則のつとっただけである。特段、大それたことをしたという意識はない。

『利を以もつて之これを動かし、卒を以て之を待つ』

　孫子の一節である。

　訳するなら、利益をちらつかせて敵を誘い出し、待ち構えている部隊でこれを迎むかえ撃うつべし、といったところか。

　つまり、勇斗はあえて川辺から離はなれることで、《豹》にケルムトという大河を損害を出さずに渡河できる、逃にげる《角》軍の背後を取って追つい撃げきできる、という利益をチラつかせたわけだ。

「さて、後は……フェリシア、兵の配置は済んでいるな？」

「はい、お兄様のご指示通りに」

「しかし、本当にこの布ふ陣じんで大だい丈じよう夫ぶなのですか？　本隊の守りがあまりに心もとないといいますか……いえ、もちろん伯父貴を疑うつもりは毛頭ないのですが」

　ハウグスポリが、その眉み間けんにくっきりとしわをよせ厳しい表情で訊きいてくる。

　この戦には《角》の命運がかかっている。勇斗のことを信じてはいるのだが、それでも不安が消せないのは致し方ないことだろう。

「安心しろ。『算多きは勝ち、算少なきは勝たず』。俺は勝算のない戦はしない主義だ」

　きっぱりと言い切る。大した自信であった。

「ふふっ」

「ん？　なんだよフェリシア」

　突とつ然ぜん隣となりで笑みをこぼすフェリシアに、勇斗は訝いぶかしげに問う。

　フェリシアは小さく肩かたをすくめて、

「いえ、なんというか、この安心感、久しぶりだな、と」

「ああ、わかるぞ、フェリシア。この場に父上がおられるだけで、負ける気がしなくなる」

　ジークルーネがうんうんと同調したように頷く。

　我わが意を得たりとばかりにフェリシアも破顔する。

「そうそう！　ガシナでお兄様がいなくなられた時など、足元の地面が崩れ落ちるかのようにさえ感じたものですが……」

「うむ、今は相手がこちらの倍以上の騎き馬ば軍団だと言うのに、なんら脅きよう威いと感じん」

「おいおい、お前ら、気ぃ抜きすぎ。俺なんかそんな大したものじゃないんだから。油断禁物！」

　眉をひそめ難しい顔で、勇斗はピシッと二人をたしなめる。

　今まさに戦を仕掛けようかという時に、あまりに緊きん張ちよう感がなさすぎである。一いつ瞬しゆんの油断で命を落としかねないのが戦場だ。指揮官として、注意せずにはいられなかった。

　なんだかんだで二人とも歴戦の武人である。すぐに気を引き締しめなおしてくれるものとばかり勇斗は思っていたのだが、

「いえ、大したものじゃないなんて、そんな！　いつも申し上げている通り、お兄様は偉い大だいなお方です。この二ヶ月でこれまで以上にそれを痛感いたしました」

「父上の言葉を否定するのは心苦しいのですが、こればっかりはフェリシアの言うとおりです。あのステインソールを一ひと睨にらみで退けるなど、この地上で成し得られるのは父上ぐらいのものかと。わたしなど手も足も出なかったというのに」

　ジークルーネとフェリシアは、なにやら注意とは別のところに反応していた。

「ああ……あの時は体が震えましたわ」

「わたしもだ。この方を父と仰あおげる感動に思わず膝ひざをつき頭こうべを垂れていた」

　その時のことを思い返しているのか、二人は目ま蓋ぶたを閉じ、うっとりとしている。

　そういえば、この二人には勇斗を褒ほめ出したら止まらない悪あく癖へきがあったことを勇斗は思い出す。

　しかもこの二ヶ月間、ユグドラシルを離れている間に欲求が溜たまりに溜まったのか、いつもより五割増しぐらいの勢いである。

《狼》の氏族内ならいつものことで済むが、今は他所の氏族の中におじゃましているところである。

「おい、お前ら……」

　さすがに気き恥はずかしくなり、勇斗は制止しようとするが、

「あの虎心王ドールグスラシルを、一睨みで退けた……っ!?」

　ガーンと頭を金かな槌づちで打たれたかのように、ハウグスポリは衝しよう撃げきで大きく目を見開き、わなわなと身体を震わせ始める。

「いや、退けたのは空くう城じよう計けいってやつで、別に俺が睨んだからステインソールあの馬鹿が退いたわけでは……」

「どちらにしろ退けたことは間ま違ちがいないわけですな？」

「ん、それはまあ、な。じゃなければ、応おう援えんになんてこれねえし」

「あの化物と三度やりあって、三度とも勝てるだけで十分凄すごいですよ。しかも三度目はずいぶんと楽勝だったみたいじゃないですか」

「……あ～、もうなんか説明がめんどくせぇ」

　はあっと勇斗は諦あきらめたように大きなため息をつく。

　空城計は、非常に高度な心理戦であり、決してハウグスポリが思うほど楽勝だったわけではないのだが、今まさに《豹》が迫せまってきている最中に、この戦には直接関係のないことを一から説明している余裕などなかった。

「そしてなにより、音に聞こえし『最も強き銀狼マーナガルム』と『金の賢狼グルヴイズウールヴ』がここまで心しん酔すいするほどのお方だ。心配など不要でございましたな。はっはっはっ！」

「いや、だから、気を引き締めようぜ。これから戦なんだから」

　高らかに笑い出すハウグスポリに、勇斗はそう言ってげっそりと肩を落とした。

　一度、しっかりと喝かつを入れるべきだろうか、と勇斗が思案したその時だった。

　ザザッと手に持っていたトランシーバーから砂すな嵐あらし音が鳴る。

『お父様。頃ころ合あいかと』

　情報はスピードが命だ。特に戦場ではそれが顕けん著ちよである。

　さすがはクリスティーナだった。普ふ段だんは言葉を弄ろうしまくる詭き弁べん家かだというのに、こういう時は言葉少なである。

「よし！　全軍反転！　これより《豹》を殲滅する！」







「あら、もう正常な判断力がないようね」

　再び姿を現した敵てき影えいを捉とらえ、シギュンは呆あきれたように、蔑さげすむように、そして憐あわれむように呟つぶやいた。

　すでに《豹》軍はケルムト川を渡りきっている。

　攻撃を仕掛けるならば、やはり渡っている時を狙ねらうべきだった。

　逃げるならば、それこそ一目散に逃げるべきだった。

　川を渡りきってから仕掛けてくるなど愚ぐの骨こつ頂ちようもいいところである。

　逃げる途とち中ゆうでやはり上陸させてはいかんと思い直しでもしたか。なんとも優ゆう柔じゆう不ふ断だんであり、愚将と言うしかない。

《角》のハウグスポリといえば、《豹》にもその名がとどろく弓の達人であり、齢よわい三〇半ばにして若頭補佐ほさの地位に上のぼり詰めた傑けつ物ぶつであると聞いていたが、噂うわさなど当てにならぬものだ。

　人間、追い詰められた時ほど、その真価が見えるものである。

　おそらくハウグスポリは厳しい戦局に精神の余裕をなくしてしまう、所しよ詮せんはその程度の胆たん力りよくしか持たない人間だったということだ。

「さて、どうしようかしら」

　ふむ、とシギュンは思案する。

　錯さく乱らんしているとはいえ、敵には虎の子の『荷車の壁かべ』がある。過去の結果を見る限り、やみくもに攻せめてもこちらの被ひ害がいが大きくなるだけである。

「ここはいったん退いて、ルングの部隊と合流を図はかるが吉きち、ね」

　七〇〇〇という大軍を無傷で《角》領土に上陸させただけで、十分な結果であろう。

　普ふ通つうの軍隊であれば、敵前での退たい却きやくは追撃を受ける可能性があり、非常に危険な行こう為いであるが、一兵卒に至るまで騎兵で統一された《豹》の機動力は、ユグドラシルでもずば抜けている。

　加えて、退却しながら後方に弓を射放つこともできる。逃げ切ることは余裕だろう。

「シギュン様、左右からも敵が！」

「あら、それは予想外ね」

　言葉とは裏腹に、シギュンの声には余裕があった。

　敵の数がこちらの半分以下だ、ということはすでに調べがついている。ただでさえ兵力差が大きいというのに、さらに三つに部隊を分けるなどますます正気を疑うしかない。

　しかも伏ふく兵へいにも失敗している。奇襲を仕掛ける前にこちらに存在がばれているのだから。

　まったくお粗そ末まつにもほどがあるというものだった。

「とりあえず伏兵のほうから各個撃げき破はして……ええっ!?」

　右方にいる敵部隊に目を凝こらすや、シギュンは驚きの声とともに目を剥むく。

　だが、それも一瞬。

　普段の顔に戻ったシギュンは、今度は左方の敵のほうを確かく認にんする。

　じっと数秒ほど見据えた後、

「ぷっ。くくくく。あははは！」

　口元に手を当て、シギュンは馬上で高らかに嗤わらい出した。

　まったくこれほどおかしなことはなかった。

　左右の敵部隊は、荷車の壁で前方を固めていた。

　数はそれぞれざっと五〇〇というところだが、荷車の壁の防ぼう御ぎよ力りよくは凄まじいものがある。なまなかなことでは突とつ破ぱできないだろう。

　左右に荷車の壁、後方にはケルムト川、そして前方には《角》本隊と、一見、《豹》は完全に逃げ場を失った格好ではある。

　だが――

「それで肝かん心じんの本隊はどうするのかしら？」

　左右の部隊にこれほど荷車を分け与えたのだ。本隊を守る荷車の数は間違いなく不足している。

　騎馬への備えを持たない二〇〇〇程度の歩兵部隊など、鍛えに鍛え上げた《豹》軍七〇〇〇の敵ではない。

　加えて、荷車の壁の基本戦術は、あくまで敵を待ち構えて射るものだ。

　つまり、包囲されているといっても、左右の部隊がこちらに果か敢かんに突っ込んでくるという可能性はない。

　そうされたところでそれは荷車の壁の優位性を捨てる行為だ。恐れることもない。

「本当に錯乱しているみたいね」

　こちらの逃げ場を奪うばうことばかりに気が向いてしまっていて、倒たおせるかどうかという最も重要な部分がすっぽり考えから抜け落ちている。

　もしかすると、神からの託たく宣せんでもあったのかもしれない。神が付いているのだから負けるわけがない、と。

　確かに、この絶望的状況を覆せるのは神が奇き跡せきでも起こすしかないだろう。

　だが、秘法使いとしてシギュンは断言する。神はそこまで人間に優やさしくない。

　奇跡は神がごくごくまれに、きまぐれに起こすから奇跡なのだ。

「全軍突とつ撃げき！　一気に前方の《角》軍を蹴け散ちらすわよ！」

　バッと掌てのひらを前に突つき出し、シギュンが号令を下す。

　まさしく勝利を確信した、自信に満ち満ちた声であり、態度だった。

　事ここに至っても、彼女は知り得ていなかった。

《角》の陣じん営えいには、神は神でも、軍神の化け身しんと謳うたわれる少年がいたことを。

　ヒュンヒュンヒュンヒュン！

　開戦を告げるように、《角》の陣営より大量の矢が射放たれた。

　前述のように、ハウグスポリは弓の達人である。おそらく部下にも弓の扱あつかいに優れた者が多数いるのだろう。

《豹》の兵も皆、弓きゆう術じゆつに優れるが、さすがに馬上で操れる小型弓でこの距きよ離りはまだ届かない。これを届かせられるなら、大したものである。

　とは言え、初速からずいぶんと勢いの落ちた山なりの矢だ。精せい鋭えいぞろいの《豹》の兵ならば、籠こ手てや剣けんであっさり払いのけられるはずだ。

　事実、シギュンの読み通りとなった。被害らしい被害はない。

　あくまでこの時点までは。

　パンッ！

　パパンッ！

　パパパパパパパンンンッ!!

　今まで聞いたこともない、耳をつんざくようなけたたましい音が周囲に鳴り響いた。

　それだけではない。

《豹》軍のそこかしこで、まばゆい火花が暴れ回っている。

　ヒヒヒヒーン！　ヒヒヒヒーン!!

「熱！　な、なんだこれはっ!?　うわぁっ!!」

「うわ、うわわわわ、お、落ち着け！　落ち着けーっ！　ひぃっ！」

「火の蛇へび!?　来るな来るなぁっ！　うおっ！　ぐはっ！」

　矢に括くくりつけられていた赤い蛇が、眩まばゆい光と音と炎ほのおを吐はき出しつつ暴れ回り、馬の足に巻き付いていく。

　馬は元々、非常に臆おく病びような生物だ。しかもこんな炎を吐き出すような恐ろしい代しろ物ものに出合うのももちろん初めてである。

　ミズガルズの雄ゆう大だいな草原で鍛え上げられた《豹》の屈くつ強きような軍馬といえど、さすがにこれには狂きよう乱らんするしかなかった。

　前足を高々と振ふり上げ、主人を振り落とす。

　それだけに飽あきたらず、当たり構わず、とにかくこの場から逃げ出そうと走り出し、他の馬に激げき突とつする。落馬した兵たちを撥はね飛ばす。

　矢を打ち込まれてわずか数十秒で、《豹》軍は阿あ鼻び叫きよう喚かんの大混乱状態に陥おちいった。

　さらに、である。

　ようやく火の蛇がのたうつのを止めたところを見計らったかのように、第二波が放ほうり込まれてくる。

　パンッ！

　パパンッ！

　パパパパパパパンンンッ!!

　再び激音と閃せん光こうと火花が破は裂れつし、容よう赦しやなく混乱に拍はく車しやをかけていく。


「「「「「おおおおおおおおおおっ!!」」」」」



　そこに高らかに鬨ときの声こえを響かせて、《角》軍が突っ込んでくるのである。

　すでに《豹》軍は、馬だけではなく、人も生まれて初めて体験する妖よう術じゆつに心底震しん撼かんし、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなり、戦意を喪そう失しつしていた。

　逃げようにも、左右は荷車の壁で封鎖され、後ろはケルムト川である。

　逃げ場を失い、それがさらに《豹》の兵たちを恐きよう慌こう状態へと導いていく。

「何!?　何が起こっていると言うの!?」

　先程までの余裕は完全に消きえ失うせ、シギュンは蒼そう白はくな顔できょろきょろと周囲を見回す。

　指揮官の彼女からして、有り得ない状況に、指揮を執とる事を忘れている。

　もっとも指示を出したところで、誰だれも応こたえられはしなかっただろうが。

　もはや戦いと呼べるものはここにはなかった。

　虐ぎやく殺さつが、始まった。







　爆ばく竹ちく――

　竹や紙の筒つつに火薬を詰めて、火を点つけて爆ばく発はつさせる花火の一種である。勇斗が帰還の際、現代からユグドラシルに持ち込んだものの一つだ。

　所詮はおもちゃの類たぐいであり、多少の破は壊かい力りよくはあるが、殺傷力と呼べるほどのものはない。

　ただし、他の花火と異なり、美しい火花を上げることではなく、とにかく大きな爆ばく発はつ音おんを響かせることを主目的とする。

　ぶっちゃけ言ってしまえば、ハッタリ以外の何物でもない。

　とは言え、いわゆる鉄てつ砲ぽう三段撃ちで有名な長なが篠しのの戦いでも、銃じゆうによる攻こう撃げきそのものではなく、その凄まじい爆発音に馬がびびってしまったのが敗因だという説もある。

　元げん寇こうにおいても、モンゴル軍が使う火薬兵器に、日本の侍さむらいと馬は大いに驚おどろかされたと伝わっている。

　そもそも火薬は中国で後九世紀に発明された、ユグドラシルの文明水準からすれば二〇〇〇年以上先をいく代物である。

　予備知識などあるはずがなく、そんな状態で大量の爆竹を放り込まれれば、どれほど兵の心を掴つかんだ名将とて、混乱状態を収めるのは不可能というものだろう。騎馬だけで構成された《豹》軍ならば尚なお更さらであった。

「じゃんじゃん銅鑼を鳴らせ！　全軍にもっと声を出すように伝えろ！　このまま勢いに乗って一気に押し込む！」

　勇斗が声を張り上げ、矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばす。

　左右に五〇〇ずつ兵を分けた今、《角》の本隊の兵力は二〇〇〇。

　対する《豹》の本隊は七〇〇〇。実に三倍強だ。

　今は恐慌状態に陥っており、《角》側がこれでもかと圧あつ倒とうしているが、統制を取り戻せば一気に数の差で押し返される。

　そうならないためにも、ガンガンプレッシャーをかけて、正気に返る余裕を徹てつ底てい的てきに敵から奪わねばならない。

　ここで一気に勝負を決めねば、《角》に勝利はない。

　弱冠一六歳ながら、勇斗はすでに幾いく多たの戦場をくぐり抜けてきた歴戦の将である。こんなわかりやすい勝負時を見誤るはずもなかった。


「「「「「うおおおおおおっ!!」」」」」



《角》軍が、さらに巨きよ大だいな咆ほう哮こうとともに、《豹》軍を切り裂さいていく。

　疾しつ走そうするチャリオット（荷車城塞ワゴンブルグ用のものを一つ拝借）からは、《豹》の兵士たちの死体がゴロゴロと転がっているのが見えた。

　死に顔を見れば、その時の兵士の心がわかる。

　その顔は「戦士」のそれではなかった。皆みな、恐きよう怖ふに引きつっている。

《豹》の兵といえば、もはやユグドラシルでも最強と呼んでも差さし支つかえない精鋭のはずだが、今の彼らはもはや武器と馬の扱いを忘れたただの「群衆」であることを如によ実じつに示していた。

　対する《角》軍は、勇斗の指揮の下、一つの意志に統とう率そつされた「軍隊」である。三倍が一〇倍になろうと、もはや敵ではなかった。

　逃げ惑まどう《豹》軍に対し、ただただ一方的な殺さつ戮りくが繰くり返され――

　とにかく武器を捨て両手を上げ、無む抵てい抗こうを示すことが生存する唯ゆい一いつの方法だと《豹》軍が悟さとる頃ころには、実に半数近くの兵の命が失われていた。







「さて、どう処理すっかな」

　荷台の縁へりに頬ほお杖づえを突いて、ふーっと勇斗は大きく息をついた。

　まだ捕ほ虜りよの正式な数の報告は受けていないが、こちらより多いのは明らかだった。なかなか珍めずらしい状況であり、どう対処するか悩なやむところである。

　降こう伏ふくすると見せかけての騙だまし討うちも一応、警戒はしたのだが、顔色は蒼そう白はく、目にも生気がなく、もはや抜け殻がらのような彼らに戦う力などないのは明白であり、受け入れた次し第だいである。

　少数が多数を捕ほ虜りよにしようというのだから、逃げ出す隙すきなどいくらでもあろうに、縄なわをかけていく最中にも逃とう亡ぼう者しやがまったく出ない辺り、《豹ひよう》軍がいかに憔しよう悴すいしているかがわかる。

「殺すのはさすがに避さけたいところだが……」

　む～っと勇斗は眉間にしわをよせる。

　捕虜の全てが、こと馬術にかけてはユグドラシルで右に出る氏族などなく、《狼おおかみ》の最強部隊、ジークルーネ率いる『親衛騎団ムスツペル』を上回る猛も者さ揃ぞろいである。

　味方につければこれほど頼もしいものはないが、さすがに生まれ育った氏族に刃やいばを向けることをよしとする者は少ないだろう。

　よしんば勇斗の傘さん下かに下る者がいたしても、いつ裏切るか知れぬ者を多数抱かかえてなど怖こわくて戦いに連れていけない。

　さりとて自分たちの総数を上回る捕虜を引き連れて、敵と戦うというのも現実的ではない。

　今まさに《角》の族都フォールクヴァングが包囲されており一刻も早く急行せねばならない時に、捕虜をまず《狼》領内にまで護送するなんてのも、呑のん気きな話である。

　となると、全部とは言わないまでも、適正に管理できる数まで殺してしまうのも有効な手といえば手だし、古来しばしば行われてきたことでもある。

　そしてなによりも、食糧が圧あつ倒とう的てきに不足している。ただでさえ逼ひつ迫ぱくしていたところに、食わせる人間が倍に膨ふくらんだのだ。これはかなりきつい。

「……ちっ、他に手がない、か？」

　舌打ちとともに、表情を険しくし、拳こぶしを握にぎり締める勇斗。

　帰還の際、鬼となる覚悟は決めてきたつもりだったが、それでもいきなりこういう選択を迫られるとは思ってもいなかった。

「試ためされてるのか？　運命か何かに」

　ギリッと奥おく歯ばを痛むほどに噛かみ締める。

　現代に戻る前の勇斗だったならば、捕虜となった無抵抗の人間まで殺すという選択は絶対に出来なかった。

　だが、今は――

　ユグドラシルの真実を知った今は――

「お父さん、吉きつ報ぽう吉きつ報ぽうー！」

「えっ!?」

　緊張感を台無しにする、戦場にそぐわないなんとも甘あまったるい声に、勇斗ははっと振り返った。

　ニコニコとこれまた戦場には似つかわしくない向日葵ひまわりのような笑え顔がおが視界に飛び込んでくる。容姿も幼く、一二～三歳さいくらい。右サイドテールのなんとも可愛かわいらしい少女である。

　彼かの女じよの名はアルベルティーナ。先さき程ほどからトランシーバーを片手に斥せつ候こう任務に就ついているクリスティーナの双ふた子ごの姉だった。

「なんだ、吉報って？」

　どうせ《豹》軍から接収した食糧に好物があったとかそういう類だろう、と思いつつ勇斗は問う。

《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のエインヘリアルにして、天性の暗殺者の才を持つアルベルティーナだが、普段は自由気まま、実に無む邪じや気きなお子様だったからだ。

　だが、いい意味で、勇斗の予想は裏切られることになる。

「《爪つめ》の父さんが、一五〇〇の兵とともにこちらに向かってるんだって。明日には合流できるみたい」

「っ！　マジか！」

　勇斗はがばっとアルベルティーナの両りよう肩かたを掴つかむや、ブンブンと前後に振り回す。

「マジです。マジです。はう～！」

　脳が揺らされたらしく、ふらふらしながら答えるアルベルティーナ。あまりの吉報に、つい我を忘れて全力でやってしまったようだ。

　身体的には敏びん捷しよう性せいに特化し、それ以外はほとんど年相応な彼女にはもう少し加減すべきだったと反省する勇斗である。

「あれ、でもなんでアルちゃんが？」

　フェリシアが小さく首をかしげて訊く。

　そういう情報を持ってくるのは、もっぱら彼女の妹のクリスティーナの役目だからだ。

「今クリス、出かけちゃってるから、代わりにアタシんとこに来たの」

「ああ、なるほど」

　偵てい察さつ任務中――すなわち気配を殺し身を隠かくしているクリスティーナを見つけるのは至し難なんの業わざである。クリスティーナ子飼いの間者も、《角》本隊にいるアルベルティーナのほうがはるかに見つけやすかったのだろう。

「しかし、ボドヴィッドの奴やつがこんなに早く援えん軍ぐんを送ってくるとはな」

《爪》の宗主ボドヴィッドといえば、ビフレストの毒蛇マムシの二つ名を持つ、抜け目なく悪わる知ぢ恵えが働くと評判の奸かん雄ゆうである。

　勇斗が宗主に就任する以前は、《狼》も彼かれの手しゆ腕わんの前に幾いく度どとなく苦く渋じゆうを舐なめさせられたと聞く。

　そんな計算高いボドヴィッドだ。情勢がまだ《狼》に不利の間は動くまいと踏ふんでいたのだ。

　まさか今回の大勝利を伝え聞く前から加勢してくれるとは、まったくもって嬉うれしい誤算であった。

「うん、でも、《爪》が来てくれるなら、なんとかなる」

　今度は会心の思いでグッと拳を握り締める勇斗。

　捕虜の《狼》領への護送を《爪》に任せれば、《角》軍は、フォールクヴァング解放に全戦力を投入できる。

　ボドヴィッドは、元々《狼》の先代を騙して領土をごっそり奪い取ったり、一方で周辺氏族から次々と援軍を出させたりと、人たらしに定評のある男である。

　大量の捕虜だ。移送中、問題が発生する可能性も大いにあるなかなか難しい任務だが、これほど適した人物もそうそういなさそうである。

　そして得てして、悪いことというものは重なるものだが、吉報もそういうものである。

「伯お父じ貴、捕虜の中に大物がいやしたぜ！」

《豹》兵士たちの捕ほ縛ばくを陣じん頭とう指揮していたハウグスポリが興奮した様子で戻もどってくる。

「大物？」

「はい。《豹》の先代宗主にして現宗主フヴェズルングの妻、シギュンです」







　連れて来られた美女に、勇斗は思わず目を瞠みはる。

　勇斗の中では、美人度では、知り合いの中ではジークルーネとフェリシアが双そう璧へきなのだが、それに匹ひつ敵てきするレベルである。

　秘法使いだからだろうか。

　フェリシアとよく似た、肌はだを大きく露ろ出しゆつしたなんとも扇せん情じよう的てきな服装である。身体もフェリシア以上に肉感的であり、腕うでを後ろ手に縛しばられているのもあって、なんともエロティックであった。

　今、この天幕にはハウグスポリ以下《角》の諸将が揃そろっているが、彼女が姿を現した瞬しゆん間かん、どよめきが疾はしり、顔が赤らんだことからもそれはうかがえる。

　だが、勇斗が目を瞠ったのは、そのことではなかった。

　ごくごく単純に、見知った顔だったからである。

　直接対面するのは初めてだが、すでに《フィムブルヴェト》を仕し掛かけられる直前、二度ほどお目にかかっている。

　その時の姿そのままであった。

「けっ、本当に戻ってきてやがったのかい」

　美女――シギュンは勇斗の顔を見るや、苦々しげに吐き捨てる。

　見た目から想像していたより、かなりハスッパな口調である。《豹》の先代宗主だったと聞いている。

　荒あらくれ者ものどもを抑おさえこむだけの器量の持ち主だ。美しいだけであろうはずもない。

「いったいどんな手品を使ったんだい？　そこのお嬢じようちゃんじゃ天地がひっくり返ったってあたいの術は解けないはずだ」

　チラリと勇斗の傍かたわらに立つフェリシアに目を向け、シギュンは言う。

　事実、彼女の言う通り、フェリシアの《グレイプニル》は、彼女のかけた《フィムブルヴェト》の前にあっさりと弾はじき返されている。

「双そう紋もんの秘法使いに伝つ手てがあってな」

「……なっ!?」

　勇斗の言葉に、シギュンが絶句する。

　さもありなんではあった。ユグドラシルで双紋を持つとされているのは、《雷》のステインソールを除けば、神帝テイウダンスのみである。

　さすがにそんな存在が出張ってくるなど、完全に想定外だったのだろう。

「そんな人脈まであるたぁ、ほんと恐おそろしい男だね。だけど、いいのかい？　あたしの術を力ずくで破るぐらいだ。おそらくあんた、もう二度と故郷には戻れないよ？」

「覚悟の上さ」

　迷うことなく勇斗は返す。

　そんなものは、すでにここに戻ると決めた時に折込済みだ。今いま更さら、わずかも逡しゆん巡じゆんすることはない。

「そうかい。で、あたいをどうするんだい？　ルングへの人ひと質じちにでもする？　おあいにくさま、今、あたいとあいつの仲は冷えきっていてね。なんの交こう渉しよう材料にもなりゃしないよ」

　キッと鋭するどく勇斗を見み据すえ、ハッと挑ちよう発はつ的てきに鼻を鳴らす。

　一方の勇斗は、どこかきょとんとした顔で、目をぱちくりさせた。次いで、ぷっと吹ふき出す。

「何がおかしいんだい？」

「いや、失礼」

　慌あわてて笑いを収める。

　シギュンの言う通り、先代宗主すなわち現宗主の親にして、妻である者だ。まず人質的な価値を考えるのが当然ではある。

　当然ではあるのだが、勇斗に言わせれば、見けん当とう違ちがいもはなはだしいところである。

　フェリシアの《グレイプニル》を解ける存在は、いざと言う時のために、なにを差し置いてもぜひとも持っておきたいカードだ。

　交渉材料に、すなわち《豹》に返すなどもってのほかだった。

「彼女を丁てい重ちようにイアールンヴィズまで護送せよ。くれぐれも丁重に、な」







「なっ……んだとっ!?　もう一度だ！　もう一度言え！」

　フヴェズルングは驚きよう愕がくに身体を打ち震ふるわせ、思わずそう叫さけんでいた。

　内容を聞きき逃のがしたわけではない。

　ただその報告が、あまりに有り得ない、有り得てはならないものだっただけに、脳が理解することを拒こばんだのだ。

　だが、現実はいつも無情である。

「は、はい。シ、シギュン様率いる本隊七〇〇〇、《角》が用いた火の蛇により、ぜ、全滅致しました」

「やはりよく聞こえなかったぞ。全ぜん滅めつとはなんだ、全滅とはぁっ!?」

　烈れつ火かのごとき咆哮で、フヴェズルングは兵を詰きつ問もんする。

　目の前にうずくまる兵士は、身体のいたるところに手当の跡あとがあり、なんともボロボロの姿で、厳しく問とい詰つめるのはあまりに酷こくと言えたが、今回ばかりは致いたし方なかった。

「こ、言葉通りでございます。逃にげ延のびることができたのは俺おれも含ふくめ、一〇〇名に満たぬかと」

「～～っ！　なぜそんな馬鹿げた状態になっている!?」

　大敗したならまだわからないでもない。

　戦いというものは勢いだ。趨すう勢せいが決した時点で戦いは終わり、負けた側は敗走する。

　ゆえに大敗を喫きつしたところで損害は二～三割、どれだけ壊かい滅めつ的てき被ひ害がいを受けたところでせいぜい五～六割といったところだ。

　一度の戦いで九割以上を失うなど寡か聞ぶんにして聞いたことがなかった。

「敵は我が軍の左右を荷車の壁で封ふうじ、後方をケルムト川で遮しや断だん、逃げ場をなくしたところに火の蛇を投下され、もはや戦うどころではなく……」

「だから、なんだ、その火の蛇というのはっ!?」

　甲かん高だかい声で、絶ぜつ叫きよう気味にフヴェズルングは叫ぶ。

　もともとそう気の長いタチではない。先程からわけがわからなすぎて、いい加減、神経が限界を迎むかえていた。

「そ、その、凄すさまじい音と火と光を発する棒でございます。それがまるで蛇のように地面をのたうち、馬が怯おびえに怯えて使い物にならず……」

「ぐぅっ、そんなものがあったとは……。だが、いったいどこから!?」

「それが、その、俺の見み間ま違ちがいかもしれないのですが、こちらに突っ込んでくる《角》軍の中に、黒くろ髪かみのガキがいたんです」

「なっ！」

　思わず絶句する。だが、同時に納なつ得とくもする。

　こんな奇き天て烈れつな事態、あの男が関かかわっていないければまず有り得ない。火の蛇とやらも、いかにもあの男がやりそうなことである。

「どこまでもどこまでも、我わが覇は道どうの前に立ちはだかるか、ユウト！」

　怨えん嗟さの声とともに、フヴェズルングはギリッと奥歯を噛み締める。

　どれだけ憎にくんでも憎み足りない怨おん敵てきであり、なにがなんでもこの手でくびり殺してやりたいと願っていた相手だ。

　シギュンが現代へと強制送そう還かんしたと聞いた時には激げき怒どしたし、なんとかこの世界に呼び戻せぬものかと思いもした。

　それが叶かなわぬと知り、諦め、ならばせめてミズガルズとアールヴヘイム、二つの地方を治める覇は者しやとならんとしたところだったというのに、だ。

　あと一歩、本当にあと一歩というところで完かん膚ぷなきまでそれをくじかれるとは！

　しかも、それが自分のまったく預かり知らぬところでなど納得できようはずがない。

　直接戦う前から、すでに決着が付いているなどあっていいはずがない。

「父上、どうなされますか？」

　そばに控ひかえていたナルヴィが、厳しい顔で訊きいてくる。

《光のたてがみスキンフアクシ》のルーンを持つ《豹》の宿将である。

　猛もう将しようヴァーリが討うち死じにし、今回の戦いでシギュンが生死不明となった今や、フヴェズルングの唯一の側近だった。

「シギュン様を打ち破った《角》軍は、勢いに乗って攻めて参りましょう。そんな強力な新兵器があるならば、残念ながら我が軍に勝ち目は……」

「うるさいっ！」

　あまりに耳みみ障ざわりすぎて、フヴェズルングは癇かん癪しやくめいた怒ど号ごうでナルヴィの言葉を遮さえぎった。

　ふー、ふー、と怒いかりを抑え切れないのか、肩かたを上下させながら獰どう猛もうな獣けもののような吐と息いきがしばらく続く。

　それで多少は落ち着いたのか、

「わかっている！　そんなことは、わかっておるわ！」

　ギリギリと自らの仮面を鷲わし掴づかみにし、絞しぼりだすような声でフヴェズルング。

　受け入れがたいことではあるが、今はそんな感傷に浸ひたっていられる状じよう況きようでもなかった。

「……撤てつ退たいするぞ」

　ここまで《角》を追い詰めながら、苦渋の決断であった。

　だが、ナルヴィの言うように、敵には七〇〇〇の兵を根こそぎ全滅させるという謎なぞの新兵器がある。

　このフヴェズルング率いる別働隊は三〇〇〇しかいないのだ。

　火の蛇とやらの詳しよう細さいが未いまだよくわからない状態で、加えて敵にはさらに、騎き馬ばに対して鉄てつ壁ぺきの防御力を誇ほこる荷車の壁まである。

　こと勇斗に関しては激情で我を忘れることはあるが、基本的には計算高く合理性を重んじるフヴェズルングである。

　さすがにこの状況で突っ張るほど、彼は無む謀ぼうな人間ではなかった。







　ザザッ。

　フォールクヴァングへの進軍中、突とつ如じよ、勇斗の傍らに置かれたトランシーバーが砂すな嵐あらし音を発した。

「なんだ、クリス？　《豹》に動きがあったか？」

　トランシーバーを耳に当てつつ、勇斗が応答する。

　クリスティーナには引き続き、フォールクヴァングの偵察を任せていた。「子どもをこき使わないでください」とクリスティーナはぼやいたものだが、並の間者では、精せい鋭えい揃ぞろいでしかも馬も乗りこなす《豹》の陣じん中ちゆうにとても潜もぐり込めない。

《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルであり、隠形の達人である彼女以上の適任はいなかった。

『はい、《豹》軍が南へと移動を開始しました。おそらくケルムト川を越こえて、《雷いかずち》領へと撤退するものと思われます』

「逃げたか。まあ予想通り、だな」

　ギシッと荷台の縁に背中を預けて、勇斗はつぶやく。

　勇斗の知るフヴェズルング――ロプトという男は、優しく穏おだやかな仮面の裏で、したたかに計算高く動く男だった。

　七〇〇〇という自軍が全滅という憂うき目に遭あい、なお危険を冒おかして戦うようなことはすまい。

『文句なしの大勝利ですね。さすがはお父様です』

「いや、まだだ」

　きっぱりと、勇斗は否定の言葉を口にする。

　これまで、圧倒的な機動力とパルティアンショットという逃げながら矢を射る戦術があるため、《豹》相手には深追いはせず、あくまで追い払はらうのに留とどまってきた。

　いやもしかすると、かつて慕したっていた兄貴分と戦いたくないという忌き避ひ感もどこかにあったのかもしれない。

　だが、今はもうそんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。

「いつまでもやられっぱなしじゃジリ貧だろ。今度はこちらから乗り込む番だ」







ACT 2







「満月まであと七日、か」

《角》が族都フォールクヴァングの中心、セスルームニル宮きゆう殿でんの執しつ務む室しつで、リネーアはまんじりともせず朝を迎えていた。

　年は一五歳ほど、ずいぶんと若いがこの《角》の全すべての盃さかずきをまとめる宗主パトリアークを務める少女である。

　若じやく輩はいながらその政治手腕は確かであり、また民たみを想おもう気持ちにあふれ、フォールクヴァング市内では名君として絶大な人気を誇っている。

　その見目麗うるわしさも人気の要因の一つなのだが、今日に限っては目の下の隈くまのせいもありいささか精せい彩さいを欠いていた。

「我ながら情けない。自分の胆たん力りよくのなさがほとほと嫌いやになる」

　執しつ務む机づくえの上で手を組みつつ、リネーアは苦々しげに顔をしかめる。

　現在、フォールクヴァングは《豹》軍に包囲され、すでに一週間になる。

　動員できる兵のほとんどは『ケルムト川の戦い』に出で払はらっており、正規兵は五〇〇ほどしか残っていない。

　とは言えフォールクヴァングは高い城じよう壁へきに守られた堅けん牢ろうな城じよう塞さい都市であり、義勇兵として市民の協力も得られており、三〇〇〇程度の兵で今すぐどうこうされるものではまずない。

　半年前の戦いで猛もう威いを振るった攻こう城じよう兵器『平衡錘投石機トレビユシエツト』も、平野で開けたフォールクヴァング周辺では、材料の入手が困難であり、使用される恐れはほぼない。

　冬蒔まきの小麦が収しゆう穫かくされたばかりということもあり、市民全員を三ヶ月は余よ裕ゆうで食べさせられるだけの食しよく糧りようもすでに備び蓄ちく済みだ。

　つまり、落城の恐れは当分ないと言える。

　にもかかわらず、神経が昂たかぶって、リネーアはろくに眠ねむれずにいた。

　籠ろう城じよう戦せんの本質は長期戦、精神の削けずり合いだ。こんなことではいけないとわかってはいるのだが、眠らなければ、と思えば思うほど寝ねられなくなる悪あく循じゆん環かんに陥っている。

「こんな体ていたらくでは兄上にとても顔見せできないな」

　普ふ段だんは穏やかで頼たよりなさげにさえ見えるが、いざという時はとんでもない胆力と覇は気きを見せるあの兄貴分ならば、この程度の苦境とも言えない状況など、鼻歌混じりで耐たえ切るに違ちがいない。

　それに比べると自分はと、どうしても自己卑ひ下げしてしまう。

「同じ女として忠告させていただきますが、確かにそのお顔、とてもお父様にはお見せできない有り様ですよ？」

「えっ!?」

　この執務室には今、リネーアしかいないはずである。

　突とつ然ぜんの声に驚きつつ顔をあげると、いつの間にやら目の前に見覚えのある少女が、フフッとなにやら意味深にほくそ笑えんでいる。

「クリスティーナ!?」

　イアールンヴィズやギムレーで何度か会ったことがある。《爪》の宗主ボドヴィッドの血の繋つながった実の娘むすめで、兄勇ゆう斗と直属の間者衆の頭領を務める少女である。

「どうやって入ってきた!?　今、この街は《豹》に包囲され……」

「ああ、それすでに解除されましたよ。そろそろ連れん絡らくが来ると思いますけど」

「宗主様！　《豹》が撤退していくとのことです！」

　執務室前の詰め所に控える近この衛え兵へいが、慌てた様子で駆かけ込んでくる。

　思わずリネーアは溜ため息いきをつく。

　他氏族の密みつ偵ていより、連絡が遅おくれるとは、なんとも情けない話である。

　フォールクヴァングの外がい郭かくを囲む城壁から、宗主であるリネーアのところまで情報を届けるのにいくつもの取次を必要とするためだ。

　地位が低い者がそう容た易やすく宗主と接見できては、宗主の威い厳げんが損そこなわれる。多少はもったいぶるからこそ箔はくがつくというのはわからないでもないが、一刻を争あらそう緊きん急きゆう時に連絡が遅れるのはいかがなものか。

　今後、連絡体制に一考の余地を感じたが、とりあえずはそれよりも、報告内容のほうがはるかに重要であった。

「撤退とは、どういうことだ？」

「はっ、まだ詳細は不明ながら、《豹》が包囲を解き南下を始めたのは確かなようです」

「東のほうで、《豹》本隊七〇〇〇が壊かい滅めつしましたからね。勝ち目なしと判断したのでしょう」

「七〇〇〇が壊滅!?」

　思わずオウム返しするリネーア。

　青せい天てんの霹へき靂れきもいいところであった。

　ケルムト川の岸辺へと送った《角》軍三〇〇〇がどうなったのか、フォールクヴァングを敵に包囲されて以降、外部情報からは一いつ切さい遮しや断だんされ、わからずにいたのだ。

　事前情報で、《豹》軍一〇〇〇〇と伝え聞いていた中、フォールクヴァングを包囲していたのは三〇〇〇程度だったので、未だ敵本隊と交戦中であろうと踏んではいたが、やはり気になっていた。

　とりあえず、相手方が壊滅したというのならおそらく無事であろうと安あん堵どする。

　それにしても、七〇〇〇もの大軍を撤退に追い込むだけならともかく、壊滅させるなど、尋じん常じようではなさすぎ……

「まさかっ！」

　リネーアの脳のう裏りに、天てん啓けいのように閃ひらめくものがあった。

　寝ね不ぶ足そくでどこか朦もう朧ろうとしていた脳が、急速に活性化して働き始める。

　常識では有り得ないようなことを易やす々やすとやってのける人物には、覚えがあった。

　それに、そうだ。

　部屋に入ってきた時、彼女は『確かにそのお顔、とてもお父様にはお見せできない有り様ですよ？』と言っていたではないか。

「兄上が帰ってこられたのだな!?」

　バンッとリネーアは机を叩たたいて立ち上がり、半ば確信とともにクリスティーナを問いただす。

　もちろん、勇斗がユグドラシルに戻ってこられるのは早くて次の満月という話は、伝え聞いてはいる。

　だが、前述のように、常識を打ち破ることには定評のあるひとだ。どうせ力業でなんとかしたのだろうと判断した。

「はい」

　クリスティーナが彼女には珍しくうれしそうに微ほほ笑えんで力強く頷うなずく。

「っ！」

　瞬間、リネーアの胸に、熱いものが込み上げてきた。

　それはそのまま目め頭がしらまで昇のぼり詰つめ、涙るい腺せんを完膚なきまでに決けつ壊かいさせる。

「うっ、うううっ、ぞ、ぞうか！　がえっで、ヒッ、ごられだのが！」

　涙なみだと嗚お咽えつで、もはや言葉にならないリネーア。

　人前で泣く――弱みを見せるなど、宗主としてあってはならぬことである。

　だが、涙が後から後から溢あふれ出て、どうにも止まらなかった。

「あーあー、泣いたらもっとひどい顔になっちゃうじゃないですか」

「う、うるざい！　スン、あ、兄上は、ご壮そう健けんか？」

　洟はなをすすり、多少ははっきりとした声で、リネーアは問う。

「ええ。お元気でしたよ。むしろ前より貫かん禄ろくが増した感さえあります」

「そ、そうか！」

　今度はパァァァッと花が咲さき乱みだれるように、リネーアは喜色を満面に浮うかべ何度も頷く。

　心の片かた隅すみで、やはり本当に亡なくなっておられるのではないか、と囁ささやく声がなかったといえば嘘うそになる。

　もちろん、その度に必死に否定してきたが、その安否をずっとずっと心配していたのだ。

　身体にいささかの大事もないのなら、これほど喜ばしいことはなかった。

「良かった。本当に良かった」

　再びリネーアの双そう眸ぼうに大おお粒つぶの涙が浮かび、ぽろぽろとこぼれ出す。

　今度はクリスティーナもちゃちゃを入れようとはしなかった。







「どうしてもお帰りになられるのですか？　ほんの少しで良いので寄って行ってくださいませんかねぇ？　姫ひめ様さまはそりゃあもう伯父貴のことを心配していて、きっと喜びますぜ」

「俺もぜひとも逢あいたいんだけどな。ろくに挨あい拶さつもせずにイアールンヴィズを飛び出してきちまってんだよ。一刻も早く帰ってやらねえと、な」
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　ハウグスポリの慰い留りゆうに、勇斗は苦く笑しよう混じりに首を振ふった。

《豹》征せい伐ばつを決めたものの、ろくな準備もなしに攻せめ込んでは返り討ちに遭うのが目に見えている。やはりいったんはイアールンヴィズに戻らねばならなかった。

　そしてイアールンヴィズには、勇斗の帰りを首を長くして待っている者たちも多い。

　リネーアのことは妹分として、目の中に入れても痛くないほど可愛く思っているし、お世辞ではなく一目ぐらい逢っていきたかったが、あくまで他氏族の者である。

　やはり自分の子どもたちを優先しなければならないのが、責任ある立場のつらいところだった。

　勇斗の決意が固いことを悟ったのだろう。ハウグスポリもふうっと息を一つつく。

「そうですか。残念です」

「わりいな。けど、近日中にイアールンヴィズに招待する。その時にゆっくり話そうとリネーアに伝えてくれ」

「はい。必ずお伝えいたします」

「じゃあ、またな」

　勇斗がすっと手を振って別れのあいさつをすると、一いつ緒しよに馬に乗っていたフェリシアが心得たように馬を回頭させる。

「はっ、改めて、我が《角》を救っていただきありがとうございました。現世の軍神の指揮ぶりを間近で見られたこと、生しよう涯がいの誇りとさせていただきます！　道中お気をつけて！」

　その時のことを思い返すように胸に拳を当て、ハウグスポリは声を興奮に上ずらせながら言う。

　飄ひよう々ひようとした彼には珍しいことである。

　それだけ先の戦いが鮮せん烈れつだったのかもしれない。

　帰路についてしばらくしたところで、手た綱づなを操あやつるフェリシアが言った。

「ハウグスポリ殿どのも、お兄様に心しん酔すいのご様子でしたね」

「ま、未だに馬にも乗れないって聞いたら、幻げん滅めつされそうだけどな」

　勇斗はフッと自じ嘲ちよう気味に笑みをこぼす。

　未だ勇斗は一人で馬に乗れないので、フェリシアの後ろに乗せてもらっている有様だった。威厳もへったくれもないとはこのことであろう。

　しかし、フェリシアは意見が違ったようである。

「まさか！　その程度で今更そんなことはありえぬかと。お兄様以外の誰だれに、《豹》の精せい鋭えい七〇〇〇を相手どって全滅などさせられましょうか」

「ほとんどは爆ばく竹ちくのおかげだよ」

「ご謙けん遜そんを。それこそお兄様が持ってきてくださったものではございませんか」

「別に俺が作ったわけじゃない。それに……俺の覚悟が出来ていれば、そもそもこんなもの持ち込む必要もなかったんだ」

「？　どういうことでしょう？」

「火薬……読んで字のごとくあの爆ばく発はつする薬の原料は、一年前には確保してたんだ。だが調合し、兵器とすることに、ずっと躊躇ためらいがあった」

　なんとも苦々しげに、勇斗は眉まゆをひそめる。

　火薬と言うと、やはり連想するのが銃じゆう火か器きの存在である。

　ユグドラシルが過去の地球のどこかだ、ということはすでにわかっていた。だからこそ、あの恐るべき兵器の開発を早めることにどうしても抵てい抗こうがあった。

　いずれこの地を去る自分が、そんな怖おそろしいものをこの地に残していいのか。そういう迷いがあった。

　歴史を大おお幅はばに変えるような発明品をいくつも取り込んでおきながら詭き弁べんもいいところだが、それでも火薬だけは譲ゆずれない最後の一線だったのだ。

「もっと早くに火薬の製造をイングリットに命じておけば、今回のような事態には陥おちいっていなかったのにな」

　美み月つきとともに帰るという決断を下してから、即そく座ざにイングリットに開発を進めさせたが、さすがの物作りの天才たる彼女も、一ヶ月ちょっとで火薬の生成とそれに付ふ随ずいした武器の開発・量産は間に合わせられるものではない。

　結果、《狼おおかみ》は勇斗の宗主就任以降、かつてないほどに追い詰められ、元序列四位、ギムレー知事にして知勇兼けん備びの良将オロフをはじめ、多くの尊い命が失われた。

　全ては、火薬を持ち込むことに対して、勇斗の覚悟が足りなかったせいである。悔くやんでも悔やみ切れるものではなかった。

「お兄様は自分に厳しすぎますわ。わたくしたちが追い込まれたのは、わたくしたち自身の力が足りなかったせいです。そのせいでまたお兄様をこの世界にお呼び立てすることになってしまい……」

「ば～か」

　勇斗はフェリシアの後頭部に軽くチョップをかます。

「俺がこの世界に戻ってきたのは、確かに危機だったこともあるけど、お前らと一緒にいたかったからだよ。……ああ、そうだ。帰ってきたらお前に言おうと思っていたことがあったんだった」

「わたくしに、ですか？」

　小首を傾かしげつつ、問い返すフェリシア。

　勇斗が現代にいる間も、彼女とはスマートフォンで密に連絡を取り合ってきた。今更わざわざ改まって言うなど、いったい何事だろう、といったところか。心当たりもまったくないようである。

　そんな様子が少しだけおかしくて勇斗は微び笑しようをこぼすとともに、こつんとおでこを彼女の背中に預ける。

「俺をこの世界に呼んでくれて、ありがとう。心から感謝している」

「……え？」

　フェリシアは一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからないといった風にきょとんとした後、すぐに意味を理解したのか、じわぁっと目頭に涙が溜まっていき、やがてボロボロとこぼれ落ち始める。

　いつもは女の涙を見ると慌てる勇斗であるが、フェリシアはこの三年あまり、ずっとそばにいた女性だ。これを言えばこうなることは、予想の範はん囲い内ないだった。

　だから、ぽんっと彼女の頭に手を置いて、勇斗は続ける。

「今まで、ずっと気に病やんでいただろう？　もう、変に罪悪感を覚える必要はないから」

「……はいっ！　あ、ありがどう、ございまず……っ！」

「うん、だから、ありがとうはこっちだって」

「はい……」

　その後、フェリシアが落ち着くまで、勇斗は優やさしく彼かの女じよの頭を撫なで続けた。







「あっ、そこは水の通り道になるので開けておいてくださいー」

「「「うぃっす」」」

　美月の指示に、人夫たちが野太い声で返してくる。

　人海戦術の為なせる業わざか、ぼうぼうに生おい茂しげっていた雑草は綺き麗れいに取り除かれ、裏庭はすっかり様変わりしていた。

　今は大きな池ほどの土地を、一〇人ほどの人夫が総そう掛がかりで土を盛り固めて土手を作り四方を囲っているところである。

「おおっ」

　不意に、背後から感かん嘆たんするような声が聞こえてきた。

　振り返ると、熊くまのように厳いかつい男が立っている。

　若頭かしらのヨルゲンである。見た目はけっこう怖こわそうなのだが、実はけっこう優しく面めん倒どう見みがいい人物であることが、なんとなくわかってきた美月である。

「あっ、ヨルゲンさんこんにちは！　昨日はびっくりしましたねー」

　なので、元気いっぱい、快活に笑って挨拶する。

「ええ、イングリットのやつめ、驚おどろかしおってからに」

　やれやれとヨルゲンが首を左右に振る。

　二人が話題にしているのは、昨日の轟ごう音おん騒そう動どうのことである。

　一時は敵てき襲しゆうもしくはどこか建物が崩ほう落らくでもしたか、と宮殿中が大パニックに陥ったものだが、蓋ふたを開けてみれば身内が実験に失敗しただけ、というオチだったのだ。まったく人ひと騒さわがせにもほどがあった。

「それで、そちらの調子はどうですかな？」

「はい、いい感じです。ヨルゲンさんがこんなに沢たく山さんの人を手配してくださったおかげで随ずい分ぶんと進みました！　ありがとうございます」

「それはそれは。お役に立てたようで何よりです」

「本当に助かりました。ところであたしに何か御ご用ようですか？」

「ははっ、用というもほどのものでは。人を紹しよう介かいした手前、そいつらがちゃんと働いているか散歩がてら確かく認にんしに来た、というところですかね」

「皆みなさん、とっても頑がん張ばってくれてます！」

　グッと両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、前のめりになって美月は必死に訴うつたえる。

　ここにいるのは皆、ヨルゲンの組の若わかい衆しゆだ。上司の覚えがよくなれば、出世の芽も出やすくなるかもしれない。

　たった一日で随分形になってきたのは、彼かれらが一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれたからで、せめてこれぐらいの恩返しはしたかった。

　そんな美月に、ヨルゲンは目を瞠り、ついで微笑ましそうに口元を緩ゆるめる。

「左様ですか。それはよかったです」

「はい」

　とりあえず笑ったということは悪いようにはしないだろう、とひとまず美月はほっと胸をなでおろした。

「ああ、そういえば、昨日は聞きそびれてしまいましたが、いったい何を作ってらっしゃるので？」

　土手のほうに目を向けつつ、ヨルゲンが世間話といった体で訊いてくる。

「田んぼです」

「田んぼ、ですか……ふむ、水遊びでも為されるのですかな？」

「え？」

　ヨルゲンの答えに、美月は思わず目が丸くなる。

　ついで、凄まじい勢いで笑いがこみ上げてきた。

「ぷっ、あはははは、ヨルゲンさんって、厳つい見た目と違ってけっこうお茶ちや目めなんですね！」

「お茶目、ですか？　けっこう真ま面じ目めに答えたつもりなのですが、ずいぶんと的外れだったみたいですな」

「あっ、すみません。笑ったりして」

　慌てて美月は頭を深々と下げる。

　今更ながらに思い出す。

　ここがユグドラシルだということをつい失念していた。雨量がさほど多くないユグドラシルは、稲いな作さくに向いているとは言い難がたい。知らないのも無理はなかった。

　なぜ水遊びなどという発想が出てきたのかもすぐに得心がいく。

　美月はユグドラシルの言葉をしゃべれない。それを言語が異なる者同士でも会話を可能にする《交渉》の呪歌ガルドルによって補っている。

　とても便利な術ではあるのだが、本人の持つ言葉のイメージがそのまま伝わってしまう。

　あの時、美月が頭に思おもい描えがいていたのは、稲いねを植える前の水を張った田んぼである。

　それを知識のない者が見れば、確かに水遊びする場所と思っても仕方がない、というかそうとしか思えない気がした。

　やはりここは日本とは色々と違うんだ、と改めて実感する美月である。

「お気になさらずに。見知らぬ土地では気分も塞ふさぎましょう。笑っていただけるなら、私も言った甲か斐いがあったというものです」

　皮肉ではなく、心からそう言っている風だった。

　やはり見た目からは想像もつかないが、細やかに気の回るひとらしい。勇斗が若頭を任せている気持ちがわかるような気がした。

「それで、話を戻もどしますが、これはいったい何をするものなんで？」

「あ、えと、これでお米ってのを作るんです。勇くんはやっぱり日本人なので、米が食べたいかな、って。あたしもたまには食べたいですし」

「おおっ、そういえば確かに親おや父じ殿どのが時々ぼやいておられましたな。『米が食いてえ』と」

「ええ、日本に帰ってきた時も美味おいしい美味しいって」

　コンビニのおにぎり一つで、これでもかというほど感動していたのは、衝しよう撃げき的てきだった。

　米は日本人の魂たましいだ、とよく言うが、実際そういうものなのだろう。

「なるほど、それでこれを」

「はい。後は味み噌そや醤しよう油ゆなんかも作れるようにしたいですね。勇くんの故郷の味を知ってるのは、あたしぐらいですから。あたしがなんとかしないと」

　ドンッと美月は自らの胸を叩く。

　勇斗はこれからも宗主パトリアークとして、多くの人の命と未来を背せ負おっていかねばならない。それはきっととても大変なことだ。

　食事は全ての基本だ。美味しいものを食べれば元気も出るものである。

「ぶわっはっはっはっ！　こんなに献けん身しん的てきで寛かん容ような嫁よめ御ごをもらって、親父殿はユグドラシル一の幸せ者ですな」

　大たい笑しようして、ヨルゲンはうんうんと満足げに頷く。

「うちの嫁よめと取とり替かえたいぐらいですぞ」

「あら、そんなことを言ってたら、奥おく様さまに殺されますよ？　うちの夫も黙だまってないかと」

「おお、それはさすがに恐おそろしすぎますな。早々に諦あきらめるとしましょう」

　美月はクスクスと笑い、ヨルゲンは肩をすくめてみせる。

　すっかり打ち解けた二人であった。

「若頭ーっ！　若頭ーっ！　おお、奥おく方がた様もおられましたか。ちょうどよかった」

　そこへ兵士が駆けてくる。

　ヨルゲンが執務室にいなかったので、捜さがしに来たのであろう。

「どうした？」

　ヨルゲンの問いに、兵士は息を整えてから、

「たった今、フォールクヴァングより伝でん書しよ鳩ばとが届きました。親父殿がケルムト川に陣じんを張っていた《豹ひよう》軍七〇〇〇を完膚なきまでに撃げき滅めつ！　三〇〇〇の兵を捕ほ虜りよとしたと！」

「おおっ！　さすがは親父殿だ」

　感嘆の吐息がヨルゲンの口から漏もれる。

　喜びこそしているが、微み塵じんも疑っている素そ振ぶりはない。勇斗ならばこれぐらい当然だと思っているのだろう。

　この世界での勇斗の評価を垣かい間ま見みているようだった。

「また、この勝利によって、フォールクヴァングを包囲していた《豹》軍三〇〇〇も撤退を開始したとのことです」

「ほう、ではこれで我が《狼》を襲おそった未み曾ぞ有うの危機も、ようやく一段落したということじゃな」

　ふ～っとヨルゲンは長い長い安堵の吐息をついた。

　勇斗が不在の間、《狼》の総指揮を執とっていたのはほかならぬ彼である。その責任の重圧をやはり感じていたのだろう。

「えと、じゃあ、勇くん、無事このイアールンヴィズに帰ってくるんですね？」

「はい。それはもちろん。親父殿こそがこのイアールンヴィズの真の主ですからな」

「そっかぁ。良かったぁ」

　美月もほっと安堵に胸を撫で下ろした。

　三年越ごしにようやく再会し結ばれた幼おさな馴な染じみと、また時空の壁かべを隔へだてて別れ別れになり、それもなんとか乗り越えたかと思えば、今度はまた戦場だ。

　しかも慌あわただしく出て行ったことからしても、戦せん況きようはかなり厳しいに違いない。

　ヨルゲンと違って、美月はユグドラシルの勇斗を伝聞でしか知らない。時折その片へん鱗りんを感じることはあるが、彼女の中ではやはりまだ「幼馴染のごく普ふ通つうの少年」のイメージがどうしても大きい。気が気でなかったのだ。

「とりあえず心配事の一つは解決した、かな。でも……」

　そうなると、もう一つの心配事が俄が然ぜん気になってくる。

　勇斗のユグドラシル帰き還かんを主導し尽じん力りよくしてくれた、自分にそっくりな姿をした少女、神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスシグルトリーファ。

　彼女と美月にはなぜか不思議な縁があり、夢の中で会話が出来るのだが、召しよう喚かんの儀ぎ式しき以降、それが出来なくなっていた。

　儀式の時、彼女の精神体の右みぎ腕うでが、霧きりとなって空気に溶とけるのを目もく撃げきもしている。

　なんとか無事でいてくれればいいのだが……。

　そう思わずにはいられなかった。







　夕ゆう闇やみの中、静まり返った廊ろう下かをハールバルズは独り歩いていた。

　閉じられた右目の目ま蓋ぶたには、かつて戦いで負ったのかくっきりと縦一文字の傷が疾はしり、その顔には経験を物語るように深いしわが幾いく重えにも刻まれている。

　頭とう髪はつと長い顎あご鬚ひげはもはや真っ白に染まり、齢よわい七〇にも八〇にも届こうかというところだが、背中はピンとまっすぐに伸のび、その足取りも実にかくしゃくとしたものだ。

　彼は現在進行形で、十大列強の一つに数えられる氏族《槍やり》の宗主であり、かつこの神聖アースガルズ帝国で大神官を務め、絶大な権力を一手に掌しよう握あくする、老いて尚なおますます盛んという言葉に最も相応ふさわしい男であった。

「このような事態は、少々想定外じゃな」

　ふむと思案に暮れつつ、ハールバルズは神殿ホルグルの奥おくの一室に押おし入いる。

　そこはこの神殿ホルグルの、ひいては神聖アースガルズ帝国の主が就しゆう寝しんする場所であり、大神官といえどみだりに足を踏ふみ入れてよいはずもないのだが、老人は一いつ顧こだにしない。

　すでに彼を咎とがめられる者など、帝国には一人としていないのだから。

「さて、いかようにしたものか」

　眼下に横たわる白しら髪がの少女を見下ろし、老人は独りごちる。

　豪ごう奢しやな衣装に身を包つつんだ、白髪の少女である。

　白髪といっても、ハールバルズのような色素が抜ぬけ落おちただけのくすんだものではない、しっかりとツヤがあり、抜けるような透とう明めい感をたたえた美しい白髪だ。

　肌はだも雪のように真っ白であり、見目も麗しく、静かに眠る姿には神こう々ごうしささえあった。

　神帝シグルトリーファ。

　建前上は、このユグドラシル全土の頂点に座する至尊の存在である。そして、この秋に結けつ婚こん予定の、ハールバルズの婚こん約やく者しやでもあった。

　その将来妻となる少女は、何か病気でも患わずらったのか、ここ三日ほど、ずっと昏こん睡すい状態が続いていた。

　元々、病気がちの少女である。床とこに伏ふせるのはさほど珍めずらしいわけではないが、それでも三日も目が覚めないなどというのは初めてである。

「ここまで来て今いま更さら死なれては、困るのじゃがな」

　結婚するといってもそこに愛などといったものはなく、ただの政略結婚である。あくまでハールバルズは自らの野望のために彼女が必要だったに過ぎない。

　代わりもいるといえばいる。

　神帝の神帝たる所以ゆえんは、その血脈に一子相伝で受うけ継つがれる双そう紋もんだが、歴代の神帝の系けい譜ふを調べに調べ、ハールバルズはすでに双紋の伝達の仕組みを解明していた。

　一つは、双紋の所有者が、後こう継けい者しやに譲り渡わたす場合。ある程度、血が遠くても問題なく譲り渡せることが、六代前の神帝で明らかになっている。

　もう一つが、双紋の所有者が後継者を定めずに逝せい去きよしてしまった場合である。この時は、最も血が近く、かつその中で最も若い人間に双紋が発現することがわかっている。

　つまり、このままリーファにもしものことがあっても、彼女の従弟いとこであり現帝てい国こく御ご三さん家けの一つ、ヤルル家当主ティワーズに双紋は伝承されるはずだ。

　ヤルル家もすでにハールバルズは調略済みであり、彼が神帝として立っても問題なく傀かい儡らいに仕立てあげられる算段になっている。

　極きわめて大人しい気弱な少年とのことで、オテンバで何かとハールバルズに反発するリーファより扱あつかい易やすそうでもある。

　問題はないといえばないのだが、

「依代には、どうせなら我わが血を受け継いで欲ほしいものよ」

　ハールバルズには二男一女がいたが、すでに息子むすこ二人は病と戦で失っていた。唯ゆい一いつ残った娘は現在、《槍》の若頭に嫁とつぎ、四人の子宝にも恵めぐまれたが、四人とも男子であり、ティワーズに娶めとらせるに丁度いい血けつ縁えんの姫ひめが残念ながらいなかった。

　彼の血を継ぐ神帝を作るには、やはりリーファが必要だった。とは言え、このまま昏睡状態が続けば、近いうちに衰すい弱じやく死しすることは目に見えている。

『ご老公』

　さてどうしたものか、と思案しているところに、不意に頭の中に声が響ひびいた。

　ハールバルズの『目』である神しん儀ぎ使しアレクシスである。

　彼は《空を高く駆ける者グネーヴアル》のエインヘリアルであり、『対の鏡』を用いることによって、はるか遠方からでもこうして会話することができるのだ。

「どうした？」

　虚こ空くうに向かって、ハールバルズは問い返す。

『はっ。その、言い難いのですが、「黒きもの」が《狼》に帰還いたしました』

「なぬっ!?」

　くわっとハールバルズは隻せき眼がんを大きく見開く。

　シギュンは『ミズガルズの魔ま女じよ』の二つ名を持つ、ユグドラシルでも三指に入るであろう、稀き代たいの秘法使いだ。

　その彼女の全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけた渾こん身しんの術を破れる者など、この世にいるとは思えなかった。

　それこそ、今、彼の目の前で眠る少女ぐらいのものであろう。

「……もしやそのせいか？」

　それなら色々と得心がゆく。

　リーファは冬のお忍しのび旅行の際、イアールンヴィズを立ち寄り、勇斗と懇こん意いにしたと聞いている。

　その縁もあって、何かしら勇斗の帰還に力を貸したのかもしれない。

「毎度毎度、面めん倒どうを起こしてくれるものだ」

　ハールバルズは苦々しげに顔をしかめて、吐はき捨すてる。

　帝国の存続の為ため、綿密に計画し、かつ成功していたというのに、神帝自ら台無しにしてくれたのである。

　お忍びの出しゆつ奔ぽんに関しては、最悪代わりもいることだし、婚こん前ぜん最後の我わが儘ままと見て見ぬふりをしてやったが、まさかその恩を、この局面で仇あだで返されるとは、腹立たしいにもほどがあった。

『して、どうなさいますか？』

「ふうぅぅぅぅぅぅ」

　ハールバルズは眉み間けんにしわをよせ、それはそれは大きな溜め息をつく。

　帰還したことも想定外ながら、《雷》・《豹》と十大列強にも数えられる二氏族が連合を組んでさえ、こうもあっさりと退けられるとは夢にも思っていなかった。

　ハールバルズの想像していたよりもはるかに、『黒きもの』は力を付けているということだろう。

　いよいよもって手に負えなくなってきた。これまで帝国の権けん威いが揺ゆらぐのを危き惧ぐし、秘ひ密みつ裏りに亡き者にしようとしてきたが、もうなりふりかまってはいられなさそうである。

「そうじゃなぁ」

　チラリと目の前に眠ねむる少女に目を向け、ハールバルズは口くちの端はを吊つり上あげニヤリと嗤わらう。

「ちょうどいいかもしれん。こいつを利用させてもらうとするか」







ACT 3








「「「「「ジークパトリアーク」」」」」



　城門をくぐるや、身体の芯しんまで響く音の塊かたまりが叩きつけられた。

　もはや衝しよう撃げき波はにも等しく、思わずのけ反り馬から転げ落ちそうになる。

　それでもなんとか体勢を立て直すと、宮きゆう殿でんへと続く大通りは祭りもかくやという人であふれかえっていた。

「おかえりなさいませ、宗主パトリアーク様ーっ！」

「帰ってきてくださると信じておりました！」

「宗主様がいる限り、《狼おおかみ》は安あん泰たいです！」

「ありがたやありがたや」

　歓かん声せいが飛とび交かう。所々から発せられる「ジークパトリアーク！」の声も鳴なり止やまない。

　馬上から見下ろせば、真っ赤な顔で大声で叫さけぶ者、涙を流す者、《狼》の旗を必死に振り回す者、手を合わせて拝む者など、様々だ。

　ただ一つ共通することといえば、皆、心から喜んでいるということだった。

「凱がい旋せんする時はいつもだけど、今日のはより一層すごいな」

　それでも内心の動どう揺ようをさっと押し隠かくして、余よ裕ゆうめいた王者の笑えみで手を振ってみせられるのは、経験の賜たま物ものである。

「ずっと敵に押され気味でしたから。市民たちもこれからどうなるのかと不安だったのでしょう」

　同じように笑顔で手を振りながら、フェリシアが答える。

　確かに、《狼》上層部もそれなりに情報操作はしていたのだろうが、人の口に戸は立てられぬものである。

　行商人や楽がく戯ぎ団だんなど、各地を点々と回る旅人たちから情報は漏れる。

　ガシナで勇ゆう斗とがいなくなって以降、《狼》が厳しい戦いを強しいられていることは、イアールンヴィズ市民たちにそれとなく伝わっていたのだろう。

　それが勇斗が天の国より帰還したという報が宮殿より発せられるや、それを皮切りにわずか数日のうちに次々と戦勝の報が伝えられるのである。

　市民たちのこの熱ねつ狂きようぶりもさもありなんというところだった。

　勇斗としてはすぐに宮殿まで駆かけ戻りたかったが、市民たちに無事な姿を印象づけること、余裕ある態度で接し、《狼》はもう大だい丈じよう夫ぶなんだと彼らの不安を払ふつ拭しよくするのは宗主の責務である。

　勇斗たち一向が、歓声に応こたえて手を振りながらゆっくりと大通りを進み、時間をかけてようやく宮殿まで辿たどり着くと、

「おかえりなさい、勇くん」

　幼い頃ころから見慣れた少女が立っていた。

　見慣れているはずなのに、とても新しん鮮せんに感じる。

　胸にジーンと熱い何かがこみ上げてくるのを、勇斗はありありと感じた。

「ああ、ただいま、美み月つき」

「うん♪」

　何気ない挨拶。だが、相手の目を見て、直接、生の声を届けられる。

　それが今は、なによりも幸せだった。







「俺おれがいないこの二ヶ月、お前たちには並々ならぬ苦労をかけたと思う。本当に済まない。だが、同時に誇ほこりにも思う。よくぞ耐たえ抜いてくれた！　此こ度たびの勝利はお前たちの奮戦があってこそだ。今日は無礼講だ。飲んで騒さわいで歌い踊おどれ！」

「「「おおおおおっ!!」」」

　勇斗の言葉に、聖塔フリズスキヤールヴの天頂に建てられた神殿ホルグルが歓声に湧わく。

　凱旋した時の恒こう例れい、戦勝を祝う宴うたげだった。

　ここのところ短期間であっちへ行ったりこっちへ行ったりと移動疲づかれで正直、二ヶ月ぶりの自室にとっとと帰って泥どろのように眠りたくもあったが、勇斗の帰りを一日千秋の想おもいで待ち続け、今日も集まってくれたひとを無下にはできない。

　疲つかれた身体に鞭むち打うって出席した次し第だいである。

「それではー、《狼》の勝利を祝してー、かんぱ……」

「いやいや、さすがにそれはないでしょう、親父殿」

　しかし、勇斗の乾かん杯ぱいの音おん頭どは、直前で若頭かしらのヨルゲンに遮さえぎられた。

　え？　と勇斗が視線を会場のほうへと向けると、ヨルゲンの物言いに同意らしく、うんうんと頷うなずいている者が多かった。

　いったいなにが悪かったんだ、と考えるが、答えが見つからない。

「では、僭せん越えつながら私が代わりに」

　そうこうしているうちにヨルゲンがこほんと咳せき払ばらいして、勇斗の隣となりに立ち、

「《狼》の勝利と、なにより我らが英えい邁まいなる偉い大だいな宗主パトリアーク、スオウユウト様のご帰還を祝ってー……かんぱーいっ！」

「「「「「かんぱーい!!」」」」」

　無数の盃さかずきが、高々と掲かかげられ各所で音を鳴らす。

　なるほど、自分の帰還を祝うのを忘れていたのか、と勇斗も得心する。宗主としてどうにも私を殺して公を優先する癖くせがついていて、気付かなかった。

　挨あい拶さつとちっちまったなぁ、と苦笑するのと同時に、それだけ皆が自分の帰還を喜んでくれていることが嬉うれしくもある。

　すでに日本ではなく、このイアールンヴィズこそが、自分が帰るべき場所なのだと実感する勇斗である。

「おつかれー。挨拶格好よかったよー」

　役目を終え、どかっと席に腰こし掛かけると、隣に座すわる美月がクスクスと笑いながら声をかけてくる。

　勇斗は肩かたをすくめる。

「皮肉か。最後ヨルゲンに持ってかれてたじゃねえか」

「最後は、ね。でも、宗主としての勇くんが垣間見れたかな。格好良かったってのは嘘うそじゃないよー。……えっと、その……惚ほれ直した」

「そーかい。美月もその服、けっこう似合ってるぜ」

「え、そう？　えへへ、ありがと」

　頬ほおを薄うす紅べに色に染め、美月は照れたように笑う。

　イアールンヴィズでは、日本の服装は浮ういてしまう。郷に入れば郷に従え。

　今の美月が着ているのは、あえて一番近いのを上げれば、イングリットの服装だろうか。シンプルな構造のいわゆる貫頭衣というやつで、ユグドラシルの一いつ般ぱん女性が着る標準的な服装である。

　もちろん、宗主の妻が身に付けるものとあって材質や縫ほう製せいの丁てい寧ねいさは段だん違ちがいにしっかりしている。特に肩に羽織っているカーディガンは金糸で刺し繍しゆうまで施ほどこされている逸いつ品ぴんだった。

　お世辞抜きで、とてもよく似合っていると勇斗は思う。想い人の初めて見る格好は、実に目に楽しかった。

「う～、そんなじっと見られると恥はずかしいよぉ。あっ、そだ。ちゃんと無事に帰ってきた勇くんにご褒ほう美びがあるんだった」

「ご褒美？」

「うん、ちょっと待ってね～」

　言って、傍かたわらに置かれていた、横に長い楕だ円えん形けいの黒い金属製の箱を取り出す。

　弁当箱かとも思ったが、女の子の美月が持つには、随分と飾かざり気けがなく野や暮ぼったい感じの代しろ物ものである。

　いったいなんだ、と勇斗が凝ぎよう視しする中、美月が布で蓋を掴つかんで開ける。

「おおっ!!」

　中を見た瞬しゆん間かん、人目もはばからず、勇斗は感嘆の声を上げていた。

　そこには白い小さな無数の粒つぶが、もうもうと湯気を立てていた。

　米である。どこからどう見ても米だった。

「み、美月、お、お前、これ……」

「うん、少しだけ白米持ってきたの。毎日ってわけにはいかないけど、今日みたいなおめでたい日は、ね。はい、食べて♥」

　美月が箱からしゃもじでご飯をすくい、これまた日本から持ち込んだと思われる白磁の茶ちや碗わんに盛って手て渡わたしてくる。

　ゴクリ、と勇斗は思わず唾つばを飲み込む。

「いただきます」

　左手に茶碗を持っているので、右手だけの略式で行い、早さつ速そく、ほかほかのご飯を箸はしですくって口の中へと放ほうり込む。

　子どもの頃から慣れ親しんだ、懐なつかしい味が口の中に広がる。

「く～、やっぱ日本人はこれ食わねえと始まらねえよな！」

　パンッ！　と膝ひざを打つと同時に、舌した鼓つづみも打つ勇斗。

　夢中でかきこみ、おかずに箸を伸ばして、またご飯をかき込む。

　あっという間に茶碗を空にして、ふと今更ながらに疑問が生じる。

「しかしこれ、どうやって炊たいたんだ？　炊すい飯はん器きはここだと使えねえだろ」

「飯はん盒ごうを使ったんだよ。ほら、キャンプとかで使う。こっち来る前に家でこっそり焚たき火びで上う手まく炊けるよういっぱい練習したんだよー」

「うわぁ、ほんとサンキュなー」

「あとね、今、ヨルゲンさんの組の若わか衆しゆの人たちに手伝ってもらって、田んぼ作ってるんだよ。あっちから苗なえも少しだけど持ってきたし」

「マジか!?」

　思わず前のめりになる勇斗。

「うん。本当に少しだけ、だけどね。気候的にも雨が少ないらしいから、あんまり大規模にはできないし」

「少しでもありがてえよ！」

　今後、時々とは言え、恒こう久きゆう的てきに米が食べられるわけである。

　だが、サプライズにはまだ続きがあった。

「あとは麹こうじも持ってきてるから、そのうち味噌や醤油も作るつもり」

「美月ー！　お前ほんと最高ーっ！」

　たまらず勇斗は美月を抱だき締める。

　あまりの嬉しさに涙なみだが出そうだった。

　料理の得意な美月である。今後も次々と勇斗の舌に合う懐かしい味をここでも再現してくれるに違ちがいない。

　男心を掴むにはまず胃い袋ぶくろを掴め、とはよく言ったものだが、至言だと思った。少なくとも勇斗はもう美月から離はなれられそうにない。がっちり掴まってしまった。

「でもそんなつもりなら、日本にいる時に教えてくりゃよかったのに」

「ふふっ、驚かそうと思って」

「マジで驚いたわ」

　基本、美月の荷物にはノータッチだったのだ。

　女は物入りとよく言うし、下着や生理用品など男には見せにくいものもあるだろうとの判断である。

　勇斗自身は、どうしても《狼おおかみ》の今後の役に立ちそうなものが中心で、米も食べたいと思ってはいたが、自分のことは後回しにしていた。

　もう二度と口には出来ないと諦めていただけに、ユグドラシルでも故郷の味が楽しめることは望外の喜びである。

　さすがは美月だった。勇斗のことをよくわかっている。まさにこれ以上ない、なにより嬉しいご褒美であった。

「随分と仲いいな、お前ら」

　上からぶすっとした声が降ふってくる。

　見上げると、声同様にぶすっと頬を膨ふくらませたイングリットが、ジトッとした目で睨にらんでいる。

　祝いの席だというのに、いったいどうして彼女はこんな不ふ機き嫌げんなんだろう？

「よぉ、イングリット、久しぶりだな」

「おう、久しぶり」

「なんだよ、無愛想だな。親友との二ヶ月ぶりの再会だぞ。嬉しくねえのかよ？　俺はお前の顔見れてすげえ嬉しいぞ」

「そ、そ、それはあたしだって嬉しいけどさぁ。他の女とイチャイチャイチャイチャしてるの見るのはつらいっての」

「ん？　なんだよ、ごにょごにょと。よく聞こえ……」

「はい、勇くん、女の子をいじめないの」

「あた、あたた！」

　ぐいっと耳たぶを引っ張られ、勇斗は悲鳴を上げる。

　だが、そんな勇斗に斟しん酌しやくせず、美月は言う。

「前に言った通り、本当にかまいませんからね？」

「……勝てる気が正直しないよ。あんたには」

「もちろん、一番を譲ゆずるつもりはありませんから」

　にっこりと慈じ母ぼのごとく美月が微ほほ笑えむ。

　だが、なぜかその顔を見た瞬間、隣に座っている勇斗はぞっと背筋を冷たいものが疾はしった気がした。

「ははっ、じゃああたしは三番目四番目あたりを目指すことにするよ」

「随ずい分ぶん控ひかえめですね？」

「あはは、どうも二番手争いは熾し烈れつな戦いになりそうなんで、ね」

　苦笑いとともに、イングリットは肩をすくめる。

　一方、勇斗は二人が何の話をしているのかわからない。

　一人だけ疎そ害がいされているようで面おも白しろくない。まさしく自分のことを話していたのだが、まったく気づかずに問――

「？　なんの話をしてるんだだだだだっ!!」

　――おうとしたところで、美月が掴んでた耳たぶをさらに強く下に引っ張る。

「はぁ、勇くんってば、ほんとこの手のことに疎うといよねぇ」

　もう片方の手を頬に当て、ほうっと美月は溜ため息いきをつく。

　もちろんその間も、耳たぶを引っ張る力に容よう赦しやは加えない。

「この手のって……あーっ！　もしかして側室うんぬんの話か!?」

　今更になって、ようやく脳内で話が繋つながる。

　繋がって、不意にあることに気づき、チラリと勇斗はイングリットに視線を向ける。

　視線が交わった瞬間、ボンッ！　とイングリットの顔が真っ赤に染まる。

　勇斗が自分が男女関係に疎いことは自覚していたが、さすがにこれで気づかないほど鈍にぶいわけではなかった。

「え、え～っと、もしかして、その、そだったの？」

　勇斗は改めて問う。

　言葉を曖あい昧まいにし、ぼやかしたのは、せめてもの予防線だった。勇斗の中ではイングリットは親友だ。その関係を壊こわしたくないという想いが、無意識に出たのだ。

「～～そだよ。悪かったな！」

　イングリットはわずかに逡しゆん巡じゆんしたようだったが、意を決したように答える。

　真っ赤な顔で、ぷいっとそっぽを向いていたが。

「そ、そか。こ、こっちこそわりいな。その、気づかなくて」

「い、いいよ、別に。め、迷めい惑わくだよな、あたしなんかに」

「め、迷惑ってことは全然ないんだが、その、俺には美月が……」

「勇くん、本当にあたしに気を遣つかわなくていいからね？」

「いや、でもな」

「ユ、ユウトもいきなりこんなこと言われても困るだろ。と、とりあえず今はそういうことだって知っていてくれれば、それでいいから！　あっ、あと例のやつ、できたから。じゃ、じゃあな！」

　ドヒュン！

　早口で言いたいことを言い切って、風のようにイングリットは走り去ってしまう。もともと照れ屋な少女である。こういう甘あまい空気に耐え切れなくなったのだろう。

「……え～っと、俺はどうすればいいんだ？」

「それをあたしに訊きくのはさすがにどうかと思うよ？」

「そう、だよな」

　思わず冷ひや汗あせが頬を流れる勇斗である。

　追いかけるべきなのだろうが、美月が隣にいるのにそれを敢かん行こうするのはさすがに難しい。

　また宗主の責任として、まだほとんどの者と言葉も交わしていないのに、自分が主役の祝勝会を抜けるわけにもいかない。

　イングリットには非常に申し訳ないが、とりあえず後でフォローしておくあたりが無難なところだった。







「みんな聞いてくれ！」

　すっかり宴もたけなわとなった頃、勇斗は立ち上がり、声を張り上げた。

　その一言で、ガヤガヤと喧けん騒そうに包まれていた神殿ホルグルは、ピタリと時が止まったかのように静まり返る。
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　勇斗は皆みなの視線が自分に集まるのを待ってから、厳おごそかに口を開く。

「そろそろお開きといったところだが、最後にお前らに言っておきたいことがある」

　これは一つのけじめとして、絶対に宣言せねばならないことだった。

　今ここには《狼》の主要な幹部が勢せい揃ぞろいしている。

　ちょうどいい機会だった。

「皆も知っての通り、俺はこの世界の人間じゃあない。ここよりはるか遠い国、日本ってところから来た」

　我ながら荒こう唐とう無む稽けいなことを口走っているな、と勇斗は内心で思ったが、神殿ホルグルにはどよめきや笑い声の一つも起きなかった。

　皆、酒も入っているというのに、勇斗の言葉に真しん剣けんに聞き入っている。

「正直な話、俺はこの三年近くずっと、元いた世界に帰りたいと思っていた。ユグドラシルには来たくて来たわけじゃない。宗主パトリアークにも、なりたくてなったわけじゃない。全部ただの成り行きで、そこに俺の意志はなかった」

「今は、あるんですよね？」

　美月とは反対側の隣に座るフェリシアが、優やさしく微笑んで訊いてくる。

　彼かの女じよには、すでにその答えを伝えている。

　わかっていてここで訊くあたり、さすがは勇斗が心から信しん頼らいする副官である。絶好の合いの手だった。

　勇斗はキッと瞳ひとみに強い意志の光を宿して、こくりと頷く。

「ああ！　今までとは、違う。俺は俺の意志でここに来た！　お前らとともに生きて、ともに死ぬために！」


「「「「「おおおおお!!」」」」」



　野太い歓声が巻き起こる。

　見れば、すでに先に伝えていたというのに、それでも嬉しいのかフェリシアは泣き笑いしていた。

　ジークルーネも目蓋を閉じた双そう眸ぼうからは、スーッと涙がこぼれ落ちている。

　若頭のヨルゲンは、グッと盃をあおっていた。その目め頭がしらには涙の玉が浮かんでいる。

　勇斗の宗主就任に反対した長老頭ブルーノまでが、満面の笑みで興奮気味に手を握にぎりしめている。

　皆が落ち着くのを確かく認にんしてから、勇斗は再び口を開く。

「俺がいないこの二ヶ月、多くの家族の命が奪うばわれた。親として、断じて俺はこれを許すわけにはいかない。お前らの仇かたきは俺の仇、俺の仇はお前らの仇だ」

　勇斗はいったんそこで言葉を切り、そっと目蓋を閉じる。

　大きく息をつき、カッと目を見開くや、右手を振ふって外がい套とうをはためかせ、覇は気きをみなぎらせて叫ぶ。

「よって、ここに《豹ひよう》征せい伐ばつを宣言する！」







「なんかもう別人だったね！　ちょっと怖こわかった！」

　当時を思い返すように虚空を見つめて、興奮気味に美月が言う。

　すでに日はとっぷりと落ち、宴はお開きとなったが、最後に勇斗の放った爆ばく弾だんにより、会場はてんやわんやの大おお騒さわぎに陥おちいった。

　今も残った者たちが《豹》征伐を肴さかなに気き炎えんを上げているのが漏もれ聞こえてくる。さすがにそこまでは付き合えないので、勇斗はそうそうに退室した次第である。

　美月と二人、宮殿の廊下を歩く。ジークルーネが先行し、フェリシアが後ご詰づめをしているので、万が一の刺し客かくにも対応済みである。

「ああいうのは開き直って思いっきりやったほうがいいからな。それに、あながち嘘というわけでもない」

　血こそ繋つながってはいないものの、子や孫の命を奪われたことには、勇斗も少なからず怒いかりを覚えていた。少々、過激な物言いになったのは致いたし方かたないところだったのである。

「その開き直るってのが大変なんだよ。普通の人には」

「お前も俺とは違う方向で開き直ってるように思うけどな」

「え～、そんなことないよー。あたし普通普通」

「お前が普通とかどんな冗じよう談だんだ」

「ふ～んだ。そんなこと言うの勇くんだけだもん」

「みんなだってお前のこと『王者の妻にふさわしい』とか言ってるじゃねえか」

　正直な話、宴の最中、美月が多くの者に敬意をもって接せられていることに驚おどろいたのだ。

　もちろん、宗主の妻に対して表面上は丁寧に取とり繕つくろいはするだろう。だが、そういう見せかけだけの態度くらい分かる程度には、勇斗も宗主として人を見る経験を積んでいる。

　その勇斗が見たところ、どうにも皆、本心から美月に敬服しているようなのだ。

　双紋というレア中のレアなものを持っていることももちろんあるのだろうが、それにしたってたった一ヶ月で大したものである。

　自分なんて最初の一ヶ月で、『勝利の御子グレイプジーク』から『無駄飯喰らいスコル』にまで評価が急降下したというのに、だ。

　さすがに少し嫉しつ妬とを覚えた勇斗である。

「父上、母上。お二人の寝しん室しつとフェリシアの寝室を確認いたしました。賊ぞくはおりませぬ。安心しておやすみください」

　フェリシアの部屋から出てきたジークルーネが、ピッと直立不動の姿勢を取って言う。

「へ？」

　勇斗の口から間ま抜ぬけな声が漏れる。

　何か、聞き捨てならないことを聞いた気がした。

「では、わたしはこれで」

　だがその疑問を口にする前に、ジークルーネはぺこりと頭を下げてスタスタと帰って行ってしまう。

　シーンと、二人の間に微び妙みような静せい寂じやくが生まれる。

　だが、いつまでもそうしていられるわけでもない。

「この先にあるのは俺とフェリシアの部屋だけなんだけど、そういえばお前の部屋ってどこ？」

　一いち縷るの望みをかけて、勇斗は問うも、

「奥おくさんだからね。勇くんと一いつ緒しよの部屋に寝ねるのが普通でしょ」

「…………」

　返ってきた答えに、予想していたにもかかわらず絶句する勇斗。

　確かに勇斗の寝しん台だいは、宗主の使う代物があまりみすぼらしくあってはならないと無む駄だに広い。二人どころか三人でも楽々眠れるだろう。

　だが、問題はそういうことではなかった。

「あの、な。俺は男で、お前は女、だぞ？」

「勇くん何言ってるの？　だから夫ふう婦ふになれるんじゃない」

「いや、だから！　お前な、男と女が同じ寝ね床どこに入る意味、わかってんのかよ!?」

　勇斗も年とし頃ごろの男である。

　その鋼のごとき自制心には定評のある彼かれだが、さすがに好きな女の子と同じ部屋で寝て襲おそわずにいられる自信はなかった。

「わ、わかってる、よ。だから……付いてきたんだよ」

　林りん檎ごのように真っ赤な顔で、美月はうつむきつつ、とぎれとぎれに言う。

「っ！」

　鈍い勇斗も、さすがにこれには美月の覚かく悟ごを感じ取った。

　確かに、勇斗と美月はこれから夫婦になるのだ。閨ねやを共にしても、なんらおかしくはない。

　責任を取る覚悟もある。そんなもの、こんな二度と日本に戻もどることもかなわぬ未開の地にまで連れてくると決めた時から持っている。

　それでも、彼女のことは大事にしなければ、と勇斗は思っていたし、せめて式を挙げるまでは清い関係で、と考えていたのだが、ここまで踏ふみ込んできた美月に恥はじをかかせるのも男が廃すたるというものだろう。

「本当に、いいんだな？」

「……うん」

　頷き、美月はちょこんと勇斗の手をぎゅっと握り締しめた。

　そして、か細く今にも消え入りそうな声で、こう言った。

「不ふ束つつか者ものですが、末永く可愛かわいがってください」







　チュンチュン。チュンチュンチュン。

　明かり窓から漏れ聞こえてくる雀すずめの鳴き声に、勇斗は目を覚ます。

「朝、か」

　つぶやき、身体を起こす。

　上半身、裸はだかである。

　連日の移動の疲れもあったのだろう、最後の力も使い切ったのか、昨夜は気持ちのいい虚きよ脱だつ感かんとともに、そのまま眠ってしまったらしい。

「おはよう、勇くん」

　すぐ隣から、ちょっと照れたような声が聞こえた。

　振り向くと、美月が毛布で顔の下半分まですっぽり隠して、恥ずかしそうにこちらを見ていた。

　昨夜のことは夢じゃなかったんだなぁ、と改めて実感する。

「ああ、おはよう。その、あ～、大丈夫、か？」

「出産って……」

「出産っ!?」

　思わず声が裏返る勇斗。

　いや、まったく無関係というわけではないのだが、いきなりそこまで話が飛ぶと驚きもしようというものだった。

「うん、出産って、鼻の穴から西すい瓜かを出すぐらいらしいけど」

「？　はあ」

　意味が掴めず、とりあえず勇斗は相あい槌づちを打つ。

「鼻の穴に林檎ぐらいは痛かった」

「本当にすみませんでしたーっ！」

　飛び起きて、その場に土下座する勇斗。

　勇斗はただ気持ちが良かっただけなので、さすがに罪悪感でいっぱいになる。

「その、悪かったな」

「まだなんか入ってる感じする」

「ううっ、ほんとごめんな」

「ううん、ここに勇くんがいたんだなぁ、って、痛いんだけど、なんか嬉しかった」

「そ、そうか」

「うん、だから謝あやまらないで」

　そっと勇斗の頬に手を伸のばし撫なでつつ、美月は優しく微笑む。

　その顔がとても可愛くて、愛いとしくて、勇斗はまた催もよおしてきそうになったが、

「お兄様、ミツキお姉様、そろそろよろしいでしょうか？」

　鈴すずの鳴るような声とともに、コンコンと扉とびらをノックされる。

　瞬またたく間まに二人の世界から現実に引き戻され、混乱する勇斗と美月。

「ちょっと待ってくれ！　美月、とりあえず服だ！」

「う、うん！」

　急いで二人は脱ぬぎ散ちらかしたものを再度身につけようとするが、慌あわてているためかなかなか上手くいかない。

　とにかくバタバタしまくり、勇斗が扉を開けてフェリシアを部屋に迎むかえ入いれる頃には、すっかり二人とも疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態になっていた。

　そんな様子に、フェリシアがくすっと笑みをこぼしたものだが、すぐに表情を引き締め直して、言った。

「お二人の仲を邪じや魔まするのは非常に心苦しいのですが、お仕事が溜たまりまくっております」







　二ヶ月ぶりに見た、愛用の執しつ務む机づくえには、これでもかと書類が積まれていた。

　これが粘ねん土ど板ばんならば、この高さでも特段大した量ではないのだが、残念ながら全部、紙である。明らかに今日一日で終わる量ではなく、気が遠くなりそうだった。

「まあ、でも、これはとりあえず後回しだ。先にやらねばならないことがある」

「《豹》征伐、ですね」

　フェリシアが固い顔で言う。

　現《豹》の宗主パトリアークフヴェズルングは、本名をロプトと言い、元はこの《狼》の若頭かしらを務めていた男で、そして、フェリシアの血の繋つながった実じつ兄けいだ。

　色々とやはり、思うところがあるのだろう。

「ああ」

　頷いて、勇斗はつかつかと大おお股またで歩いて、懐かしの椅い子すに腰掛ける。

　一応、《狼》でも最高レベルの職人に作らせた椅子なのだが、座り心ごこ地ちは、現代で使っていた安物のほうが正直上だった。

　それでも、二年も愛用した椅子である。愛着があった。ここに座ると、自然と宗主としての勇斗に心を切きり替かえられるのだ。

「まずは、傘さん下か氏族の宗主たちに参戦を促うながす檄げき文ぶんだな」

　ケルムト川にて、七〇〇〇もの兵を失ったとは言え、未いまだ《豹》は低く見積もっても五〇〇〇騎き程度は精強な騎き馬ば軍団を有している。

《狼》単体で攻せめ込むには少々戦力が心もとない。

　ガシナでの大敗以降、《角》を除いて、傘下氏族は皆、日和ひより見みして、静観を決め込んでいた。しかし勇斗も帰き還かんし、一連の戦いに勝利を収めた今なら、彼らは再び恭きよう順じゆんの意を示すはずである。

「はい。では、粘土板を用意いたしますね」

　言って、フェリシアは近くの棚たなから箱を取り出し、開く。

　中にあるのは粘土である。

　日本においても、昔は正式な書類はボールペンではなく、万年筆で書いたものだけが認められたというし、今もパソコンで出力した文章より、手書きの文章を尊ぶ者も少なくない。

　紙の普ふ及きゆうは進んではいるが、二年弱程度では、紙は便利な代物だが、公式な文書には粘土板――しかも日干しではなくしっかりとかまどで焼いて、蓋ふたをして押おう印いんしたもの――だけが認められる、という風潮がまだまだ根強かった。

「こねー、こねっと」

　フェリシアが取り出した粘土を手早くこね、そして長方形に整えていく。

「よし。『汝なんじらが宗主に伝えよ。我、《狼》の宗主スオウユウトが言う』っと。準備が整いました。どうぞ」

　スッスッとヘラで手早く粘土板に文字を刻んでいく。慣れているだけあって、その手て際ぎわはもはや熟練の域である。

「ああ。えっと……『一ヶ月後、我ら《狼》は《豹》征伐を行う。ついては貴君らにも兵を出すようお願いしたい』」

「はい…………お願いしたい、っと。書けました。続きはまだありますか？」

「ん、あとは……そうだな、リネーアにはすぐイアールンヴィズに来るように、それ以外の奴やつらには『盃の誓ちかいを破ったこと、今回だけは見み逃のがしてやる。だが、次はないと申し付けておく』とでも付け加えておいてやれ」

　ニヤリと口くちの端はを吊つり上あげ、悪戯いたずらっぽく勇斗は言う。

　表情だけなら、いかにも歳とし相応の少年らしい。だが、その内容は決してそんな可愛かわいらしい代物ではなかった。

　フェリシアが表情を固くして、言う。

「それはまた……随ずい分ぶんと苛か烈れつですね」

「マキャベリの『君くん主しゆ論ろん』によれば、王たる者が最も恐おそれるべきは、見くびられること、だ。憎にくまれない程度に怖がられるのが一番いいのさ。優しい上官の前ではサボるヤツも、怒おこったら怖い人間の言うことは、ちゃんとしっかり聞くだろう？」

「……そう、ですわね。怒ったらとんでもなく怖い人が言うことには、実に説得力がありますわ」

「はぁ？　もしかして俺おれのことか？」

　まったく心外だとでも言いたげに、勇斗は問い返す。

　それがまた、フェリシアの笑いを誘さそう。

「いつも思いますが、お兄様はご自分というものがわかってらっしゃいません」

「いやいや、俺のは演技だって。お前も知ってるだろう？」

「あれが演技だったら、お兄様はボドヴィッド以上の食わせ者ってことですわね」

「……お前も言うようになったなぁ」

　はぁっと溜息をつくと同時に、勇斗は苦笑する。

　彼女にしては随分と珍めずらしく、遠えん慮りよがない気がする。

　罪悪感からだろう、今までのフェリシアには、どこか勇斗に対して一歩引いたようなところがあった。

　ユグドラシルに召しよう喚かんしたことに対するしこりが消えた分、彼女生来の茶ちや目めっ気けがより出るようになってきたらしい。いい傾けい向こうだった。

「？　なんです、お兄様、いきなりわたくしの顔を見てニヤニヤしだして」

「ん？　改めて美人だなって」

　こちらも軽口で応おう酬しゆうする。

「そんなこと言ってると、ミツキお姉様に言いつけますよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、うちの奥さんは心が広いから」

「まあ！　妬やけますわ。……本当に、妬けちゃいます」

「へ？」

　ギュッと、いきなり頭を抱き込まれた。

　フェリシアの豊満で柔やわらかな感かん触しよくが、これでもかと襲ってくる。

「ちょっ、フェリシア!?」

「ミツキ様とのこと、心から祝福しておりますが、それでも多少は、いえ、けっこう悶もん々もんとしているんですからね？　あんまり仲の良いお姿を見せつけられると、嫉妬ぐらいわたくしだってしますからね」

　ぎゅうううううっと、フェリシアの想おもいの強さを象しよう徴ちようするように、抱きしめる腕うでに力がこもる。

「あ～……え～っと……」

　返答に困る勇斗に、くすくすと笑い声が降ってくる。

「ふふっ、冗談です」

「あんまり冗談に聞こえなかったんだが！」

「さて？　まあ、公式の場でお兄様の隣となりに立つ権利はミツキお姉様にお譲りいたしますが、戦場やこの執しつ務む室しつで隣に立つ権利だけは、絶対誰だれにも譲りませんからね？」

「ああ、わかってる。俺もお前以外、副官に据すえるつもりはないよ。そんな第一の腹心のお前に、一つ相談がある」

　机の上に肘ひじを突つき、組んだ手で口元を隠かくして、勇斗は意味深に言う。

　その目は至って真剣だ。

　フェリシアも居住まいを正して返す。

「うかがいましょう」

「今回の件もあるからな。もう少し傘下氏族との連れん携けいを強化しておく必要があると判断した。まだ腹案なんだが……」







　いくつか必要な書類も書き上げ（実際に筆記したのはフェリシアで勇斗は口述しただけだが）、人を呼んで命を下し、そうこうしているうちにあっという間に昼を迎えていた。

　これ以上ないほど真ま面じ目めに仕事をしたというのに、机の上の書類の山は一向に減っていない。思わずげんなりする。

　まあ、仕方がないといえば仕方がない。

　午前に勇斗が行った仕事は、《豹》征伐の準備に関するもので、この書類の山はそれとは一いつ切さい無関係なのだから。

「まあ、でも、とりあえず、《豹》対策はこれで一段落かな。《雷いかずち》の問題が残るけど」

　勇斗は椅子の背もたれに身体を預け、ふ～っと大きく息を吐はき出だすとともに虚こ空くうを見上げる。

　半年前、『ナーストレンドの戦い』において、『荷車城塞ワゴンブルグ』戦術で《豹》を打ち破った《狼》軍は、追つい撃げきを行おうとしたが、《雷》が挙兵の動きを見せたことで退たい却きやくせざるを得ない状じよう況きようとなった。

　今回も、《豹》に全兵力を投入すれば、その隙すきを突いて侵しん攻こうしてくる可能性は極きわめて高い。

　かと言って《雷》対策にあまり兵力を割さきすぎては、《豹》征伐のほうの兵が不足する。

　無難なところでは、勇斗が対ステインソールの備えとしてギムレーに詰つめ睨みをきかし、侵しん攻こう軍ぐんの指揮をジークルーネかスカーヴィズに任せるといったところだが……やはり兄貴分との決着は自らの手で、という想いがあった。

「《豹》から奪った捕ほ虜りよのうち、いくらかを傭よう兵へいとして雇やとって《雷》に当てるのも悪くないな」

《豹》征伐には、寝ね返がえられても困るのでさすがに連れて行くことはできないが、対《雷》相手の備えとしては十分に有りだろう。

　遊牧氏族は合理的な思考の持ち主が多い上、もともと定住民たちの戦いに傭兵として雇われることも多い。十分な見返りを用意すれば、話に乗ってくる者も少なくないだろう。

　戦力としては申し分ないが、ただやはりどれだけ《狼》に忠節を誓って戦ってくれるかはかなり未知数ではある。

「俺たちが《豹》を攻せめている間、《蹄ひづめ》か《風かぜ》あたりが《雷》を引きつけていてくれれば、かなり楽になるんだが……」

　つぶやき、勇斗は立ち上がると、壁かべ一面に貼はってある地図へと歩み寄る。

《雷》が国境を接しているのは、北は《蹄》と《狼》、南には《風》である。西は海が広がり、東はスルースヴァンガル山脈がそびえ立ち、外敵の侵しん入にゆうを拒こばんでいる。

　広大な領地を持つ《雷》であるが、南北だけに戦力を集中させることができ、こうしてみると実に攻めやすく、また守りやすい立地条件と言えた。

　そして残念ながら、その《蹄》や《風》にしたところで、かつては十大列強に数えられた有力氏族であったものの、今や《蹄》は《豹》にその領土の半分以上をごっそり奪い取られ、《風》もさらに南の《炎ほのお》の侵攻に劣れつ勢せいを強しいられ、その勢力を大きく減じていると聞く。この二氏族では、とても《雷》に抗こうし得るとは思えなかった。

「あっ、お兄様にはまだお伝えしておりませんでしたね。《風》は一ヶ月前、《炎》の大侵攻により滅ほろんだそうです」

「なぬっ!?」

　勇斗はぐりんと勢いよく、フェリシアのほうを振り返る。

　前述のように、《炎》と《風》が争あらそっており、《炎》が優勢だということは伝え聞いていたが、《風》が一ヶ月も前に滅んだなど、まったく聞いていなかったのだ。

　もっとも仕方がないといえば仕方がない。

　日本にいる間、ユグドラシルとの連れん絡らく手段はスマートフォンのみだった。ソーラーバッテリーでは一日三〇分がせいぜいであり、未み曾ぞ有うの危機に襲われていたこともあり、どうしても《豹》と《雷》に関しての話を中心にせざるを得なかった。

　しかしまさか、その陰かげでそんな大事件が起きていようとは……。寝ね耳みみに水みずとはまさにこのことである。

「わたくしたちも実際に知ったのは一週間前なんですけどね。この事は南から来る複数の行商人から聞いて確認をとっていますので、まず間ま違ちがいないかと」

「そうか」

　口元に手を当て、勇斗はしばし思考に沈しずむ。

《炎》は同じ十大列強の一つを打ち破りその領土を丸ごと奪い取ったのだ。国力的には今の《狼》さえ上回る、おそらくユグドラシルでも三指に入るであろう強大な氏族が誕生したことになる。

　天下無む双そうの豪ごう傑けつステインソールの相手をするに、申し分ない。

「よし、《炎》に使者を送ろう。ぜひ五分の兄弟分の盃さかずきを交かわしたい、とな。兵へい法ほう三六計が二三、『遠えん交こう近きん攻こう』だ」







　コンコン。

「はい」

　扉を叩たたかれ、フェリシアは自室の扉を開ける。

　ランプの炎が、暗くら闇やみの中、ぼうっと来客の顔を映し出す。

　ジークルーネである。

「いらっしゃい。悪かったですわね。こんな真夜中に呼び出して」

「問題ない。父上のことだというのだ。いついかなる時でも駆かけつけよう」

「ありがとう。さ、入って」

「ああ」

　スッとフェリシアは扉の前をどき、ジークルーネを部屋に招き入れる。

　これまでも何度となく招いたことがある。ジークルーネは勝手知ったる我わが家やという体で部屋の中を進み、どかっと寝台に腰こしを下ろす。

「あっ、お隣ではお兄様とお姉様が跡あと継つぎを作っているところだから、静かにね」

「ふむ、了りよう解かいした」

「……気になる？」

「そうだな。父上の御子なら、きっとすこぶる優ゆう秀しゆうであろう。今から将来が楽しみだ」

　うむうむと確信に満ち満ちた様子でジークルーネは頷うなずく。

「えっと、そういうことじゃなくて、胸のあたりがもやっとしたりしない？」

「いや、別に。特に病気は患わずらってはいないぞ。何かおかしく見えるか、わたしは？」

「ううん、すこぶるいつもどおりよ。はぁ」

　フェリシアは思わず嘆たん息そくする。

　ジークルーネが勇斗のことを真しん摯しに想っていることは疑いない。

　その想いは戦士としての忠節だけでなく、女としての愛情も含ふくまれているのではないかとフェリシアは踏んでいたのだが、この反応を見る限り、どうやら見けん当とう違ちがいだったらしい。

　正直、拍ひよう子し抜ぬけした思いだったのだが、

「しかし、母上が羨うらやましいな。わたしもいずれ父上の御子を授さずかりたいものだ」

「[image: ]っ!?」

　一度すかされての不意打ち気味の直球な発言に、フェリシアの目が点になる。

　ぎょっと振り返ると、よほど面白い顔をしていたのだろう、ジークルーネが目をぱちくりとさせる。

「ん？　そんなおかしなことを言ったか？　ああ、もちろんこれから《豹》征伐もあるし、戦えなくなるのは困るからもう少し落ち着いてからのつもりだ」

「……貴女あなた、子ども欲しがってましたっけ？　そういうことにまるで興味なさそうだったのに」

「うむ、結けつ婚こんとかにはまるで興味はないが、父上との御子ならぜひとも賜たまわりたい。母上もそれは許してくださると言っていたしな」

「……そう、貴女は単純でいいわね」

　額に手を当てて、がっくりと項うな垂だれるフェリシア。

　羨ましいほどに単純明快である。

　美月は他の女の存在を許容するとは言っていたが、あくまで許容するだけで、内心やっぱり面おも白しろくないと思うのではないか、とか、迫せまるのは美月一筋の勇斗に迷惑ではないのかとか色々複雑に考えていた自分が馬ば鹿かみたいである。

「でも、そうね。単純に、この胸の想いに従うほうがいいのかもしれない、ですわね」

「よくわからんが、話とはそのことか？」

「ああ、いえ。話が逸それてましたわ。これから話します。その前に、お茶いる？」

「いらん。さっさと本題を話せ」

「そ」

　頷いて、フェリシアもジークルーネの隣に腰こし掛かける。

　そしてジークルーネに視線を向けることなく、虚空を見上げて問う。

「帰ってきてからのお兄様を、どう思います？」

「どう思う、とは？」

「以前とはどこか違ちがう感じがするの。貴女も感じません？」

「…………」

　思い当たる節があるのか、ジークルーネも難しい顔になった。

「確かに、身にまとう空気が重く鋭するどくなっているな。だがそれは、《狼おおかみ》に骨を埋うめると、不退転の覚悟からと思っていたのだが……お前の見解は違うようだな」

「それももちろんあると思うわ。でも、何かとても焦っているように見えるのよ」

「ふむ」

「今回の《豹》征伐なんて、特に顕けん著ちよですわ。これまでのお兄様なら、一ヶ月後なんてありえませんわ。少なくとも半年は入念に準備を行い、盤ばん石じやくの態勢を整えているはず」

「なるほど。言われてみると、先の《豹》との戦いでも、相手の逃にげ道みちを潰つぶした上での殲せん滅めつ戦せんなど、今までの父上ならば、思いついてはいても選ばなかったような気がする。あの時は、『釣つり野伏ぶせ』をこう応用するとは！　とただただ感かん嘆たんさせられていたが……」

「ええ、これまでのお兄様なら、無益な殺せつ生しようを好まず、相手を追おい払はらえればよしとしていたように思うのです」

「むぅ……」

「今までのお兄様は、あくまで守ることに主眼を置いて戦ってこられましたわ。ですが、帰ってきてからのお兄様は、自分から攻め入ろうとしているように見えます」

「……それこそ、ユグドラシルで生きるとお決めになられたことで、野心が芽生えられたのではないか？　父上は内にあれほどの覇気を秘ひめられた方であるし」

「それならば、いいのですけどね」

　ふうっとフェリシアは大きく息をつく。

　杞き憂ゆうならば、それに越こしたことはなかった。

「でも、わたくしの感じたことが間違っていなければ、いったい何がそこまでお兄様を焦あせらせ、急せかしているのか、とても気になります」

「なんだ、つまり第一の腹心なのに話してもらえなくてスネているんだな？」

「ち、違います！　あー、いえ、第一の腹心と言ってくださってたのに秘密にしておられることにちょっと、ほんのちょぉっと不満を覚えているのは事実ですけど、あくまでわたくしはお兄様が心配で！」

「なら、我らで支えてさしあげればいいだけの話だ。話してくださらないのは、まだまだ我らが頼たよりないからだろう。忠勤に励はげめば、そのうち話してくださるだろうさ」

　フッとジークルーネが笑う。

　あっさりと言い切られ、フェリシアの顔に思わず笑えみがこみ上げてくる。

　相も変わらず、本当に――

「貴女は単純でいいわね」







ACT 4







「新たな氏族を興おこす、ですか？」

　リネーアはきょとんとした顔で、オウム返しに問い返した。

　イアールンヴィズの宮きゆう殿でんの一室には、ヨルゲン、スカーヴィズ、フェリシア、ジークルーネ、イングリット、アルベルティーナ、クリスティーナと勇ゆう斗との腹心とも言うべき者たちが勢せい揃ぞろいしている。

　勇斗に《角つの》から呼び出され、挨あい拶さつもそこそこにこの部屋に案内された次し第だいである。もう少し感動の再会を期待していただけに、内心拍子抜けのリネーアである。

　フェリシアを除いて、皆みな一様に驚きを露あらわにしている。どうやら彼ら彼かの女じよらも今初めて聞かされたことらしい。

「ああ、傘下氏族との一体感を高めるには、それが必要だと思ってな」

　上座に腰掛けた勇斗が、頷いて言う。

　確かにこの場にいて、実際にしゃべっている。

　それがリネーアにはたまらなく嬉うれしい。

「《狼おおかみ》のままではどうにもバラバラ感が拭ぬぐえなくてな。あくまで仕方なく従ってるだけで、俺たちはあくまで《爪つめ》だ、《灰》だって感じで。今回の時のように、何かあればすぐ自分たちの氏族を優先されてちゃ正直たまらん」

「それは確かに」

　勇斗の言葉に、ヨルゲンが重々しく頷く。

　今回、それを最も痛感したのは、勇斗の代わりに全権を担になっていた若頭かしらの彼であることは疑問の余地さえない。

　他の氏族からの援えん軍ぐんを得ていれば、もう少し戦せん況きようは芳かんばしかったはずである。

　端たん的てきな言葉ながら、実感がこもっていた。

「だからこそ、今の《狼》連合ともいうべき勢力全体の名を新たに設けることで、一体感を持たせられたら、って考えたんだ」

「なるほど。しかしそれでは単に名前を付け替えただけになりませんか？　《狼》が何か別の名に変わったからとて、すぐに帰属意識を持てるかといえば少々疑問です」

　むぅっと口元に手を当てつつ、難しい顔でリネーア。

　彼女自身に置おき換かえても、確かに《狼》には並々ならぬ恩があり、その命に従うこともやぶさかではないが、さりとて、自分たちの氏族はどこだ、と問われれば、やはり《角》と答えるだろう。

《狼》が馴な染じみのない新たな名めい称しように入れ替わったからとて、それが変わるとは思えない。

　勇斗が現れるまで没ぼつ落らくしていたが、《狼》は元々はビフレスト一帯を支配する名門氏族である。そこから考えれば、むしろ愛着や畏い怖ふが薄うすれる気さえした。

「ああ、違う違う。《狼》を別の名に変えるわけじゃない。あくまで新しく氏族を興すんだ」

「はぁ……」

　いまいち要領を得ず、リネーアは曖あい昧まいな声を返す。

　新たな氏族を興す、というと普ふ通つう、分家を立てるということである。それと《狼》の傘下氏族の一体感を高めるという方針が、どうにも結びつかなかった。

　彼女の理解が及およばぬまま、勇斗はさらに話を続ける。

「で、だ。リネーア、お前にはその氏族の若頭をお願いしたい」

「へ？　えええええっ!?　い、いえ、しかし、ボクには《角》の宗主パトリアークとしての立場が……」

　思わず素すっ頓とん狂きような叫さけび声ごえをあげたリネーアである。

　勇斗のことは心から尊敬しているし、誘われたことも嬉しくはあったが、さすがに自分の氏族を放ほうり出すわけにはいかなかった。

　勇斗が苦笑して、パタパタと手を振ふる。

「別に辞やめなくていい。そのまま宗主を兼けん任にんしてくれていいんだ。ああ、ヨルゲン、ちなみにお前は若頭補佐ほさな。あと《狼》の宗主の座も継ついでもらう」

「なっ!?　なんですとぉぉぉぉ!?」

　今度はヨルゲンが、驚きよう愕がくの雄お叫たけびをあげる。

　顎あごが外れて落ちそうなぐらいに大きく口を開け広げ、まさに天地がひっくり返ったかのような驚おどろきようである。

　それも仕方なかった。《狼》の氏族は勇斗あってこそである。今回の騒そう動どうで、これでもかというほど実証されている。

　その彼が宗主の座を退くなど、あっていいはずがない。

「お、親おや父じ殿どの！　引退など早すぎますぞ。まだ二〇にもなっておられないではありませぬか！」

「そ、そうです、父上！　あと三〇年は《狼》を引っ張って下さらねばっ！」

　ヨルゲンとジークルーネが立ち上がり、唾つばをまき散らさん勢いで勇斗を説得し始める。

　その慌てぶりがよほど面白かったのだろう、フェリシアがクスクスと笑みをこぼしている。

　フェリシアは勇斗の第一の忠臣である。最も慰い留りゆうするであろう彼女が、そうしていない。それで、リネーアはピンとくる。

「つまり、分家を立てるのではなく、新たに本家を立てるのですね？　そしてその本家の宗主に、兄上が就任する、と」

「正解」

　ニヤリと勇斗が口の端を吊り上げる。

「ふむ、さしずめ幹部には、傘下氏族の宗主を据えるといったところですか」

「さすがだ、クリス。話が早いな」

　我が意を得たりと、勇斗が自らの膝ひざを叩く。

　あっという間にこちらの意図を察するあたり、やはりこの二人は優秀だった。

「なるほど、そういうことですか」

　二人の説明に、スカーヴィズの目にも理解の色が広がる。

「結局、どういうことですか？」

　一方、三人とは対照的に、眉み間けんにしわをよせ怪け訝げんな顔で訊きいてきたのはヨルゲンである。

　無能とは程ほど遠とおい彼かれであるが、やはり年のせいもあるのか頭が固く、新しい取り組みにはなかなか話についてこれないらしい。

「つまり、新たに興す本家の若頭に、古巣《狼》の重じゆう鎮ちんであるヨルゲン殿どのではなく、他氏族のリネーア様が就つき、幹部にも《狼》出身でない他氏族の者が大勢、名を連ねるわけです。これまでのように、《狼》がでかい顔はできなくなります」

　ピンと人差し指を立て、クリスティーナが説明する。

「あまりいいことのように聞こえないが？」

「その分、傘下氏族の帰属意識は高まります。リネーア様を若頭に据えることで、他氏族の者は『スオウユウト様は《狼》だけを優ゆう遇ぐうせず、他氏族からでも能力に応じて取り立ててくれる』と思うでしょうから。その新たな氏族内で地位を固めるためにも、これまでとは打って変わって能動的に忠勤に励んでくれることでしょう」

「ふむ。なるほどな。ようやく話が見えてきたわい。しかし、それでは《狼》の者が逆に納なつ得とくしますまい？」

　未だ渋しぶい顔のまま、ヨルゲンは勇斗に視線を向ける。

　確かに全体としては、競争意識と帰属意識が高まる妙みよう案あんに思えるが、得てしてそういう大だい胆たんな改革案は、既き得とく権けん益えき層の反発を招くものである。

　つまり、これまで他氏族に対し、優ゆう越えつ意識を持っていた《狼》の人間には、面白かろうはずもない。なぜ《狼》ではなく他の氏族を優遇するのか、と反発する者も大勢出てくるはずだ。

「まあ、その辺は当分、《狼》出身者の直参を増やしてバランスを取るさ。とりあえずはここにいるお前らな」

「なるほど、こやつらも呼んだのはそういうことですか」

　ヨルゲンが、チラリと部屋の一角に目を向ける。

　ジークルーネ、イングリット、アルベルティーナの三人が、はい？　と今いま更さらのように目を丸くしている。

　彼女らは政治は門外漢である。ちんぷんかんぷんのまま聞き流していたといったところか。

「ああ、幸い俺の子飼いは実績豊かだからな。さほど贔ひい屓きにしているようにも映らないだろう」

　悪戯っぽく目を光らせて勇斗が言うと、はぁっとヨルゲンが観念したように大きく息をつく。

「わかりました。それでも《狼》の連中から不満は出てくるでしょうが、それは私がなんとか抑おさえましょう」

「ははっ、いつもお前には苦労をかけるな。でも、お前ならそう言ってくれると思っていたぜ。つーかお前がいるからこそこの案を実行に移せると踏ふんだんだ」

「やれやれ、経験を積んで、人を乗せるのも上う手まくなりましたな」

「本心だって」

　勇斗は苦笑して肩かたをすくめる。

　厳いかつい顔からは想像もつかないが、これでヨルゲンは細やかな気配りがすこぶる上手い男である。

　勇斗が次々と《狼》内で革新的な改革を断行できたのも、ヨルゲンが水面下で色々根回しに奔ほん走そうしてくれたからこそだ。

　そんな彼ならば、この難しい舵かじ取とりもなんとかこなしてくれるに違いないと勇斗は心から信じていた。

「で、新たな氏族にはなんと名を付けるおつもりで？」

　今更ながらに、それを聞いていないことを思い出したらしく、ヨルゲンが訊く。

　勇斗はニヤッと口の端を吊り上げた。

　候補はたった一つしか浮うかばなかった。自分の氏族にこれほど相応ふさわしい名はまず他にないはずだ。

　厳おごそかに、その名を口にする。

「《鋼はがね》だ」







「クリスティーナ、ちょっと待て」

　会議が終わるや、勇斗は立ち去ろうとする双ふた子ごの片割れを呼び止めた。

　少女が左に結んだサイドテールをふわりと舞まわせて振り返る。《爪つめ》の宗主パトリアークの娘むすめとして相応の教育を受けているのだろう、その仕草一つとってもどこか優ゆう雅がさが漂ただよう。

　もう片方のほうは、とりあえず考えない。

「なんでしょう、お父様？　ああ、いない間の報告に関してはまとめて机の上に置いておきましたよ」

「それは後で確かく認にんしておく。取り急ぎ、訊きたいのは風の妖精団ヴインダールヴスのことだ。どこまで仕上がっている？」

「ああ、あれですか」

　クリスティーナが悪戯っぽく目を瞠みはらせた。

「とりあえず、人前で満足に芸を披ひ露ろうできる域にあるのはざっと一〇人、といったところですかね」

「ふむ、一〇人、か」

「まだ作って半年ちょっとですから。さすがにほとんどの者はまだ使い物になりませんね」

「いや、一〇人もいれば十分だ。仕事を頼たのみたい」

「出しゆつ陣じん式しきで踊おどらせるんです？」

　風の妖精団ヴインダールヴス――

　粘ねん土ど板ばんの家設立とほぼ同時期に、クリスティーナに創設を命じていた楽がく戯ぎ団だんだ。

　現在、戦災孤こ児じや寡か婦ふなどを中心に芸事を教えており、いずれは街の一角に建設中の円形競技場で公演させる予定である。

　貧困層の救済と同時に市民に娯ご楽らくを提供できるという一石二鳥の妙案だ。

　と、言うのはあくまで表向きの理由で、

「いや、そっちじゃなくて、裏の仕事を頼みたい」

「へぇ。どこに飛ばせばいいんです？」

　クリスティーナの瞳ひとみが妖あやしくきらめく。

　創設の真の目的は、他国へと放ちひっそりと情報を集めさせることである。

　戦国時代の名将武たけ田だ信しん玄げんが用いたという諜ちよう報ほう集団「歩き巫女みこ」をユグドラシル風にアレンジしたのだ。

　クリスティーナは言うに及ばず、その子飼いの部下たちも優すぐれた間者だが、元が小氏族《爪》の一派であり、人数的に《狼》の周辺諸国全体を調べるにはあまりに少なすぎた。

　情報を制する者はあらゆる戦いを制す。

　楽戯団を隠かくれ蓑みのに、情じよう報ほう網もうの大がかりな拡かく充じゆうを勇斗はかねてより画策していたのである。

「神都グラズヘイムだ。リーファのことを調べたい。大至急だ」

　勇斗召しよう喚かんの儀ぎ以来、リーファと音信不通になったことを美み月つきより伝えられたのは昨夜のことである。

　何かあったのではないかと、美月がかなり心配していた。

　勇斗としても、自分を再びユグドラシルに呼び出してくれた恩人である。聞き捨てることなどできなかった。

「本当はお前に忍しのび込んで欲しいぐらいなんだがな」

　さすがに《豹ひよう》征せい伐ばつを間近に控ひかえており、彼女を手放すことはできない。

　この戦いには万単位の人間の命がかかっているのだ。こちらを優先せざるを得ない。

「ご期待のところ申し訳ございませんが、さすがのワタシも、ヴァラスキャールヴ宮殿には忍び込む気になれませんよ」

　きっぱりと言い切るクリスティーナに、勇斗は少し意外そうに目をぱちくりさせる。

「好こう奇き心しんの塊かたまりみたいなお前がそんなことを言い出すとは思わなかったぞ」

　なんだかんだで彼女は情報戦のエキスパートとしての自分に、誇ほこりを持っている。

　やる前から降参するなど、明日は雹ひようでも降ふるのかと真しん剣けんに思ったほどだ。

　そんな勇斗の様子を察したのだろう、クリスティーナが肩をすくめる。

「神都の大神官ハールバルズ様は、『高座から全てを見渡す者スキルヴイング』という二つ名がつくほど目がおよろしいと評判なんですよ。昔ワタシが命からがら逃げ出したぐらいです」

　あまり思い出したくない記き憶おくなのか、なんとも嫌いやそうに顔をしかめて、クリスティーナはぼやく。

「マジか……」

《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルであり、気配を消すことにかけては右に出る者がいないこのクリスティーナが本気で逃げれば、気配を探知することにかけても《狼》で双璧を為なす新旧二人の『最も強き銀狼マーナガルム』でも追つい跡せきは不可能だ。

　そんな彼女をそこまで追い詰つめるとは相当である。

「はぁぁぁ、世の中には化物が多いな！」

　思わず感嘆の吐と息いきをつく勇斗であるが、

「貴方あなたはその中でも間違いなく上位三さん傑けつぐらいには入りそうですけどね」

　クリスティーナはどこか呆あきれ顔がおでそんなことを言う。

　はなはだ心外であったが、それを突っ込んでいては本格的に話が逸れる。

「そんなに危険なところなら、風の妖精団ヴインダールヴスを派は遣けんするのはやばそうだな」

　半年足らずで使いものになるぐらいだから、もちろん才能は相当にあるのだろうが、さすがにこの雌め狐ぎつねよりは数段落ちるはずだ。

　クリスティーナですら命からがら逃げ出すような場所に送り込むのは、死ねというようなものである。

「いえ、むしろ風の妖精団ヴインダールヴス向きの案件ですよ。忍び込むのが難しい場所なら、正面から正式に入ればいいんです」

「ははぁ、なるほどな」

　得心がいったように、勇斗は指を鳴らす。

　風の妖精団ヴインダールヴスには、現代日本の歌や踊り、手品などを仕込んである。他ではまずお目にかかれない芸の数々だ。物もの珍めずらしく相当に目を引くはずだ。

　気に入った帝てい国こくの高官が宮殿に正式に招き入れるといった展開も、十分すぎるほどに期待できる。

「よし、じゃあ頼むぞ」

「了解いたしました」

　ペコリと一礼して、クリスティーナが退室していく。

　勇斗はそれを見送った後、ギュッと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「頼むから、無事でいてくれよ、リーファ……」







　それからの勇斗を待っていたのは、ただひたすら机仕事デスクワークである。

　勇斗が不在の間、基本的には若頭のヨルゲンが宗主パトリアークの仕事を代行してくれていたが、やはり宗主にしか判断しがたいこと、宗主として確認だけはしておくべきこと、などなどあるものである。

　それが二ヶ月分ともなると、さすがにとんでもない量となる。

　フェリシアに読み上げてもらっては判を押おし、フェリシアに読み上げてもらっては判を押し、何か不明な点があれば担当者を呼び出し話を聞き判断を下す。

　そんな日が何日も続いた。

　それがようやく片付いても、今度は日常業務に加え、《鋼》結成の段取りや、《豹》征伐の準備など、やらなくてはならないことが目め白じろ押おしだ。

　仕事に追われ、すっかり時間感覚を失っていたそんなある日、来客があった。

　もちろん、宗主である勇斗の下には毎日のように客が訪おとずれる。

　だが、その客の来訪に、勇斗はガタッと椅い子すを倒たおさんばかりに立ち上がり叫んだものである。

「オロフ!?」

　そう、来客は、『ガシナの戦い』で名めい誉よの戦死を遂とげた勇将オロフに酷こく似じしていたのである。

　しかし、似てはいるが、まったくの別人である。

　なんといっても年ねん齢れいが違う。オロフはぱっと見、四〇代半ば（実際の年齢は三〇代だったらしい。その苦労が偲しのばれる）の中年の男だったが、目の前の男はまだ二〇かそこらの青年である。

　だが、オロフの面おも影かげを色いろ濃こく見て取ることが出来た。

「はい、オロフの実子、スヴィズルと申します」

　青年がビシッと直立不動の姿勢をとって、ハキハキと名乗りを上げる。

　やはり血を分けた親子だからだろう、声も実によく似ていた。

「そうか、オロフの子か」

　思わず勇斗は目め頭がしらが熱くなる。

「はい、この度、オロフ組の組長に推挙されましたので、宗主様にご挨拶を、と」

「へぇ」

　若いのに大したものだ、という言葉が喉のど元もとまで出かかったが、さすがに自分のほうが若いので自重した勇斗である。

　しかし、実際大したものだった。

　オロフ組は、《狼》でもヨルゲン組に次する組員数を誇る大所帯だ。当然、人材もそれなりに揃そろっているはずで、その中で二〇歳さいかそこらの若造が組長に選出されたというのだから、相応の器量の持ち主というしかない。

　傑けつ物ぶつであった実父の血を色濃く受け継いだのであろう。

「そうか、がんばってくれ」

「はい！　父の分まで粉ふん骨こつ砕さい身しん頑がん張ばりたいと思います」

「うん。よろしく頼む。……なぁ、スヴィズル」

「はい」

「君の父さんは自らの身を顧かえりみず、多くの《狼》の同どう胞ほうたちを守った本物の勇者だった。派手な活かつ躍やくこそなかったが、人があまりやりたがらない地味で面めん倒どうな仕事を率そつ先せんしてこなしてくれる、俺にとって縁えんの下したの力持ちのような、実に得え難がたい存在だった」

　お世辞ではなく、一いつ切さいの嘘うそ偽いつわりのない本心からの言葉である。

　それが伝わったのだろう、スヴィズルの顔が泣きそうに歪ゆがみ、グッと堪こらえるように上を向き、叫ぶ。

「父も今の宗主様の言葉を聞き、ヴァルハラで喜んでいると思います」

「そうか」

　正直、勇斗はオロフの家族からは責められることを覚かく悟ごしていた。自分が戦いの最中、いなくなったりしなければ、死ぬことはなかったはずなのに、と。

　少しだけ、気が楽になる。

　勇斗はぽんっとスヴィズルの肩に手を置く。

「その偉い大だいな父に負けない男になってくれ。期待している」

「はいっ！」

　実にハキハキした返事である。

　オロフは随ずい分ぶんと落ちついた佇たたずまいの男だったが、息子むすこのほうは若いこともあってまだまだ血気盛んらしい。

　オロフも経験を積むことで丸くなっただけで、若い頃ころはもしかしたらこんなだったのかもしれない。

　なかなか先が楽しみな青年だった。







「はぁぁぁ……はぁっ！」

　気合一いつ閃せん！　勇斗は手に持った木ぼつ剣けんを渾こん身しんの力を込めて振り下ろした。

　相対するは、痩こけた頬ほおに、鋭い眼光の、なんとも不気味な男である。彼を知らぬ者が見れば、宗主パトリアークが刺し客かくに襲おそわれていると勘かん違ちがいしたかもしれない。

　もちろん、彼は刺客などではなく、れっきとした《狼》の一員である。しかも若頭補佐ほさを担う重鎮だ。

　そして、先代の『最も強き銀狼マーナガルム』でもある。

　現在、西の都市ギムレーの知事を任されているが、今日は所用でイアールンヴィズを訪れていたので、剣けんの稽けい古こに誘さそった次第である。

　ひょいっとスカーヴィズは、身体を半身にして勇斗の振り下ろしを回かい避ひした。

「ふぅっ！　……って、あっ！」

　続けざま勇斗は横薙なぎの一閃を放とうとして、その動きを止める。

　その首筋には、いつの間にやらスカーヴィズの持つ木剣が添そえられている。

「はぁ……これで一〇戦全敗かぁ。やっぱり強えな。スカーヴィズ」

　ぺたんとその場に尻しりもちをついて、勇斗はにかっと笑う。

　ここ最近の勇斗はもっぱら机仕事に追われているが、身体を動かすのもけっこう好きな方である。

　ずっと机にかじりついていては息が詰まる。たまにはこうして力いっぱい動いて汗あせをかくのも爽そう快かいだった。

「御おや館かた様も腕うでを上げられましたな。今の貴方なら一いつ般ぱん兵相手にはそうそう負けることはないかと。特に最後の一ひと太た刀ちは、かなり良かったです」

「おっ、そうか。お前が言うなら、そうなんだろうな。他の奴やつらはどうも俺に遠えん慮りよするからな」

　ははっと勇斗は肩をすくめてみせる。

　宗主という立場上、どうしてもこういう訓練の場では遠慮が先に立つ。

「お兄様に木剣とは言え、武器を向けるなどわたくしにはできません！」

　第一の腹心からして、このとおりだ。

　ジークルーネやヨルゲンなども同様で、勇斗が不ふ機き嫌げんになるので勝ちを譲ゆずろうとまではしないが、打ち込んできてはくれない。

　おかげで今の自分の力量のほどがどうにもわかりづらい。

　そこで容よう赦しやがなく、歯はに衣きぬ着きせぬことにも定評のあるこの男に白羽の矢を立てたわけである。

「でもやっぱまだまだだなぁ、俺。最後のあれ、まったく見えなかった」

　気がついたら、首筋に当てられていたのである。

　わずかもスカーヴィズの動きを見み逃のがすまいと集中していたにもかかわらず、だ。

「ああ、それは仕方ありませぬ。むしろ見えないと感じたのなら成長の証かと」

「へ？」

「言葉で語るより、実じつ践せんしてみせたほうがよいでしょうな。叔お母ば御」

「は、はい」

　突とつ然ぜん呼ばれ、フェリシアが驚きに裏返った声で返事する。

「少々立ち会え。貴女あなたにもいい経験になるはずだ」

　先代の『最も強き銀狼マーナガルム』にここまで言われては、否いやとは言えない。

　フェリシアも木剣を手にとってスカーヴィズと向き合う。

　結果から先に言えば、五戦して全てスカーヴィズが順当に勝利を収めた。それも剣を交かわすことさえ許さず、全て初太刀での決着という圧勝ぶりである。

「うっ、うう、お兄様の護衛たるわたくしがなんたる醜しゆう態たい……」

　床ゆかに四よつん這ばいになって、フェリシアがうなだれている。

　スカーヴィズは木剣を肩に乗せて無表情で彼女を見下ろし、

「そうだな。以前見た時より身体が訛なまっているぞ。御館様のお仕事を手伝うのはもちろん大切だが、護衛も大事な任務だ。鍛たん錬れんを怠おこたるな」

「しょ、精しよう進じんします……」

　さすがにこの惨ざん敗ぱいは、護衛として忸じく怩じたるものがあったらしい。ギュッと拳を握にぎり締しめ、絞しぼりだすような声でフェリシア。

　スカーヴィズはうむと頷うなずいてから、勇斗に視線を戻もどす。

「かように、叔母御ですらほとんど見えていないのですから、まだ御館様が気に病やむことではございませぬ」

　代わりにフェリシアが思いっきり気に病む事態に陥おちいっているような気がしたが、深くは追つい及きゆうすまい。

　すでに起こってしまったことを論じても、意味はない。

「しかし、いったいどんな手品を使ったんだ？」

　スカーヴィズの攻こう撃げきは、速いことは速かったが、傍そばで見ていた勇斗もその動きを捉とらえられたほどで、決して速過ぎるというほどにも見えなかった。単純な速さだけなら、ジークルーネのほうが上のようにさえ思える。

　仮にもフェリシアはエインヘリアルである。決して弱くはない。むしろ《狼》でも五本の指に入る実力の持ち主だ。

　その彼女が反応できないほどの速さには思えなかった。ジークルーネ相手にでも、五合一〇合は打ち合えているのだから。

　にもかかわらず、実際にはスカーヴィズの攻撃に、ことごとく反応が遅おくれるのだ。

　どちらかと言えば、フェリシアのほうが調子を崩くずしているように見えたぐらいである。

　まさしく手品だった。

　しかし、スカーヴィズは首を左右に振る。

「手品ではございませぬよ。種など一切ありませぬからな」

「ないってことはないでしょう!?」

　立ち直ったフェリシアが、早さつ速そく食い下がる。

　これ以上ないほどのボロ負けを喫きつしたのだ。これで種も仕し掛かけもございませんでは納得できないのだろう。

「ないものはない。むしろないからこそ見えんのだ」

「はい？」

　言葉遊びめいた物言いに、フェリシアが首をかしげる。

「まったく。叔母御、貴女は器用ではあるが、それがゆえに基き礎そをおろそかにしがちだ。『守り尽つくして、破るとも、離るるとても、本もとぞ忘るな』だ」

「守しゆ破は離りか」

　ほうっと勇斗は思い出したように言う。以前、スカーヴィズと何かの会話の折にぽろっと口にした覚えがあった。

　守破離とは、人がある道を究きわめるのに歩むべき三段階のことである。

　守とは、師についてその流りゆ儀うぎを習い、徹てつ底てい的てきに師の型を真ま似ねるべき段階である。

　最初の段階にして、最も難しいとされる。

　自分の中に色々と考えがあったり納得いかないことがあっても、とにかくまずは自分の頭の中を空にして、素す直なおに全てを受け入れることが肝かん要ようとされる。

　破とは、「守」にて守り固めた「型」を破っていく段階である。

　人によって考え方の違ちがい、体格の違い、環かん境きようの違い、得手不得手といろいろあるものである。それらに合わせて、自分なりにアレンジを加えていく時期とも言える。

　離とは、既き存そんの型を破るにとどまらず、独自の新たな型を生み出すにまで至った段階である。

　この境地まで到とう達たつすれば、その道の達人と呼んで差さし支つかえないという。

「なるほど。さすがはお兄様。博識です」

　勇斗の説明に、フェリシアが目から鱗うろこという体でコクコクと頷いている。

　さらに勇斗は続ける。

「で、この言葉は、その『離』の段階に至っても、基『本』を忘れるな、っていうその道の達人のありがた～いお言葉だ」

　ちなみに言ったのは、茶の湯を完成させた千せんの利り休きゆうである。

「非常に含がん蓄ちくのある名言です。先さき程ほど、御館様が手品と仰おつしやったものも、この言葉があったからこそ会え得とくできたようなものですから」

　腕を組み、スカーヴィズがうむうむとしきりに頷いている。

　正直、勇斗には、この言葉がどうして先ほどの技につながるのか、ちんぷんかんぷんもいいところだった。

　達人は達人にしかわからぬものがあるのだろう。

　とりあえずそう納得しておくことにした。







「ユウトが生きていた、か」

　机に頬ほお杖づえを突きつつ、フヴェズルングが淡たん々たんとつぶやく。

　ここは《雷いかずち》の族都ビルスキルニルの宮殿の一室である。

　フォールクヴァングから撤てつ退たいした《豹》軍は、ケルムト川を渡わたり、今はこの街に屯とん留りゆうしていた。

「ああ、この目でしっかりと見た。間ま違ちがいなくヤツだったぜ」

　机を挟はさんで向かい側に腰こし掛かけた赤髪がみの青年が、フヴェズルングとは対照的に、どこか楽しげに返す。

《雷》の宗主パトリアーク、ステインソール。フヴェズルングの五分の兄弟で、国の内外で虎心王ドールグスラシルと畏おそれられる天下無む双そうの勇将である。

「見み間ま違ちがいではなく？」

「見た瞬しゆん間かん、背筋にぞくっと来た。影かげ武む者しやにあれほどの貫かん禄ろくがあるたぁ思えねえな」

「ハッ」

　フヴェズルングの口から嘲ちよう笑しようめいた笑えみがこぼれる。

　ステインソールもそれを感じ取ったのだろう、楽しげな様子から一転、目を細め憮ぶ然ぜんとした様子で問う。

「なんだよ？」

「『スオウユウトに一ひと睨にらみされただけでスゴスゴ引き返すとは、虎心王ドールグスラシルも落ちたものだ』。私が言っているんじゃないぞ？　今、ビルスキルニルはその話で持ちきりだ」

「……ああ、それか」

　ステインソールがなんとも苦々しげな溜ため息いきをつく。実に珍めずらしいことである。

「噂うわさの出どころは兵士だろうな。まあ、そう見えても仕方がないか」

「何があった？」

「城じよう壁へきの上にヤツが現れたかと思うと、攻せめ入いってきてくださいとばかりに城門が開いたのさ。どう考えたって明らかな罠わなだろう？」

「城門を？」

　確かに奇きっ怪かいこの上なかった。

　敵に攻めこまれていながらそんなことをするなど、普通に考えれば自殺行こう為い以外の何物でもない。

「ああ。何を企たくらんでるのかまでは俺の頭じゃわからなかったが、間違った判断だったとは、今も思っちゃいない。一いつ旦たんガシナまで退いて様子見してたら、ケルムト川では《豹》軍七〇〇〇があっさり壊かい滅めつさせられたなんて報告が飛んでくるんだ。あそこで突っ込んでたら、そうなっていたのは俺たちだったかもしれん」

　言って、ステインソールはぐいっと葡ぶ萄どう酒しゆを一息にあおる。

　空になった銀製の器を机にダンッと叩たたきつけて、もう片方の手で口元を拭ぬぐいつつ彼は続ける。

「まあ、それで、戦いも潮時だろうと族都に戻ってきたんだが、その時に俺もとある噂を耳にしてな」

「ほう？」

「なんでも《狼おおかみ》は、《豹》征伐を行うんだとよ」

「ふん、単なる噂であろう。そんな余力などあるものか」

　鼻を鳴らし、不敵に言い切ったフヴェズルングだったが、その声は我知らずわずかに震ふるえていた。

　フヴェズルング自身は絶対に認めようとはしなかっただろうが、彼は恐きよう怖ふしたのだ。

　勇斗が攻めこんでくることを。

　フヴェズルングの怯おびえに勘かん付づいたわけでもなかろうが、ステインソールが言う。

「まあ、あんたとは飲み分けの兄弟だし、共に同じ敵と戦った仲だ。色々援えん助じよしてもらった恩もある。万が一その時にゃ援えん軍ぐんぐらいは送らせてもらうさ」

「……感謝する」

　少々恩着せがましい言い方に、反射的に拒きよ否ひしたくなったフヴェズルングだが、素直に受け取っておくことにした。

　今の《狼》は、あまりに不気味すぎる。

　七〇〇〇の精兵を失ったばかりでもある。一いつ騎き当とう千せんのこの男の力は、何より頼もしい力となるだろう。

　だが、フヴェズルングは知らない。

　すでに勇斗がそこに、楔くさびを打ち込もうとしていることを。







　ブリーキンダ・ベル――

　ユグドラシル南方、ヴァナヘイムとヘルヘイムを分ける大河ギョッル川流域に勢力を誇る氏族《炎ほのお》の族都である。

　その街の中央に、炎の宗主パトリアークが住まう宮きゆう殿でんがある。

《狼》の周辺では宮殿は焼しよう成せい煉れん瓦がで築くのが一いつ般ぱん的てきだが、この辺りは木材が豊富なのか、木造である。

　外がい壁へきを漆しつ喰くいで塗ぬり固かためてあり、白くとても美しい宮殿だった。

「さて、《炎》の宗主とはいかほどの男かねぇ」

　その謁えつ見けんの間に通されたギンナルは、宗主の来訪を待っていた。

　ギンナルは元は各地を渡わたり歩く行商人で、勇斗にその経験を見込まれ、子分として取り立てられた男である。

《狼》内では新参ながら、経済や財務関係に辣らつ腕わんを振ふるい一定の成果を上げており、優れた文官として最近頭角を現してきている。

　また、以前の経歴で培つちかったのだろう、弁が立ち腹芸もできることから、たまにこうして外交官として他氏族に出向くことも少なくなかった。

「うちのおやっさんには及およばずとも、相応の人物であって欲ほしいところだが、果たしてどの程度のもんやら」

　顔を伏ふせつつ、誰だれにも聞こえないような声でつぶやく。

　もちろん、十大列強の一つ《炎》の宗主を務め、同じく十大列強の一つであった《風》を滅ほろぼしたほどの男だ。只ただ者ものであろうはずがない。

　だが、なにせあの天下無双の豪ごう傑けつステインソールを押さえようというのだ。それなり程度では役不足であろう。

「宗主様の、おな～り～！」

　奥おくから現れた見目麗うるわしい少年が、声を張り上げる。

　声に合わせて、ギンナルはバッとその場に両拳を突いて平服する。いまいち馴な染じみがないが、これが《炎》の氏族の拝はい謁えつの作法だというのだから従うまでである。

「ようやくお出ましかい」

　顔を伏せた先で、とんとんと板の間を歩いて行く音が響ひびく。

　すっと何者かが前を横切った瞬間だ。突とつ如じよ、ぶわっとギンナルの顔に大量の脂あぶら汗あせが浮かび、だらだらと流れ落ちていく。

　行商人として、それなりの場数も踏んでいる。ここで俺も一巻の終わりか、と死を覚悟したことも片手では足りない。

　勇斗以外の宗主とも、幾いく度どとなく顔を合わせている。今いま更さら緊きん張ちようするような玉では断じてない。

　にもかかわらず、身体の震えが止まらない。

　歯がカチカチと鳴って仕方がない。

　いったいどうして!?　とギンナルが混乱する中、ドンッとひときわ重い音と振しん動どうが伝わってくる。どうやら《炎》の宗主が腰掛けたらしい。

「《狼》からの使いだそうだな。遠路はるばるよく来た」

　ぞくぅっ！

　瞬間、全身の血という血が凍こおるような錯さつ覚かくに、ギンナルは襲われた。

　静かで、落ち着いた声だった。

　怒ど気きが籠こもっていたわけでも、ドスを利きかせたものでもなかった。

　むしろいたわりさえ籠っていた。

　だというのに、だ。彼かれの父である勇斗も怒おこった時はそれは恐おそろしいが、それに匹ひつ敵てきする威い圧あつ感と重圧が、その声にはあったのだ。

「はっ、お、《狼》が宗主、スオウユウト様が子分、ギンナルと申します」

　顔を上げずに、否、あまりの恐ろしさに上げられずに、ギンナルは自らの汗で水みず溜たまりが出来た床とにらめっこしつつ震えた声で名乗る。

「で、あるか」

　なんともそっけない返事である。

　今や飛ぶ鳥を落とす勢いの《炎》だ。その宗主が、はるか遠方の氏族、しかもその一いつ介かいの使者の名前になど興味を覚えろというほうが無理ではあろう。

　この程度でめげていては、使者など到とう底てい務まらない。気を奮い立たせ、口上を述べる。

「と、突然の訪問にもかかわらずご拝謁頂き、ま、まことにありがとうございます。我わが父より、《炎》の宗主様に贈おくり物ものを預かっております。ど、どうぞご照覧ください」

　脇わきに置いた大きめの木箱を、ギンナルは顔を上げることなくずずいっと前へと差し出す。

「で、あるか。おい」

「はっ！」

　先程、《炎》の宗主の来訪を告げた小こ姓しようだろうか。ギンナルのところに駆かけ寄よってきて、木箱を持っていく。

　ついで、箱を開ける音がした。

「ほう、ビードロの器か。ここでは初めて見る」

《炎》の宗主の口から、わずかに興味深げな声が漏もれる。だが、ギンナルが期待したほど心を動かされた様子でもない。

　箱に入れた器は、ビードロとかいうものではなく、ガラスで作ったものだが、訂てい正せいする勇気はギンナルにはなかった。

「ん？　この反りはまさか……おおおっ！　やはり刀ではないか！　しかもなかなかの出来だ。これほどのものを、まさかこの地で見ることになろうとは夢にも思わなんだぞ！」

　どうやら次に手にしたのは日本刀のようだった。

　勇斗としては、今後のためにも、なんとしても《炎》と盃さかずきを交わしたい。変にケチらず、出来得る限り誠意を尽くそうと奮発したのだ。

　そして、その判断は正解だったようだ。

　ガラスの器にも珍しさを覚えつつも、さほど心動かされた様子はなかったのに、日本刀にはいたく興奮した様子である。

「実に素す晴ばらしいものを頂いた。ぬしの父にもわしが感謝していたと伝えてくれ。で、これほどのものを持ってきたんじゃ。要件はなんじゃ？　なにかあってきたんじゃろう？」

「はっ、我が父は、貴方あなた様さまと五分の盃を交わすことを所しよ望もうしております。なにとぞお受けいただけますよう平にお願い申し上げます」

　本来のギンナルであれば、要件などすぐに口にせず、少しでも良い条件を引き出すため駆け引きを楽しむところであるが、今回はそんな余よ裕ゆうなどどこにもなかった。

　長年の勘かんが告げている。

　この男相手にそのような小細工をすれば、大おお火傷やけどをするだけだ、と。

「で、あるか。ラン、どう思う？」

「はっ、《狼》は西の大国《豹》の征伐に乗り出すとのこと。その間、《豹》の兄弟分である《雷》の動きを牽けん制せいするため、我らの力を欲ほつした、というところかと」

　宗主の問いに、若い青年の声が答える。

「そんなところであろうな。どうじゃ？」

　ジロリと視線を向けられたのを感じ、ギンナルは、蛇へびに睨まれたカエルのように身動きができなくなり、声も発せられなくなる。

　完全にこちらの思おも惑わくが見み抜ぬかれていた。

　しかも、だ。《豹》征伐を宣言したのは、ギンナルがイアールンヴィズを出る前日だ。

《炎》領内に入るためには《雷》領内を経由しなければいけないため、目立つのを避さけ、徒歩での旅路だったが、それでもまだ一〇日といったところだ。

《狼》のような先進技術があるならいざしらず、いったいどうやってこの短期間ではるか遠方の《狼》の情報を得たというのか。

　最初、いかにも興味なさげなそぶりだったというのに、なんともしたたかな男である。

「異存はないようじゃな。ふぅむ、まあ、よかろう。敵の敵は味方、わしらにとっても益のある話じゃ」

「そ、それでは……っ！」

「うむ。懐なつかしいものをくれた礼だ。貴様らが《豹》征伐の折には兵を出して《雷》を引きつけておいてやろう。兄弟の盃を交わすのもやぶさかではないが……盃の分は実際に会ってから決めたい」

「実際に会って、でございますか？」

「そうじゃ。本当にわしと五分の器の持ち主か、見み極きわめてやろうではないか」

　ズンッ！

　突如、空気の重さが増した。それこそ鉛なまりか何かのようにずっしりとギンナルの身体に伸のし掛かかってくる。

　額が床に擦すり付つけられる。

　空気が飲み込めず、呼吸が出来ない。

　先程までも、恐ろしいまでの重圧と存在感をこれでもかと感じていたというのに、だ。

《炎》の宗主が楽しげに気き炎えんを吐はいた瞬間、それが一気に倍増したのである。

　それほどのものを発していてなお、まだ奥があるような底知れなささえ感じる。

「要件はそれだけじゃな？　大義であった。《狼》の宗主にもよしなにと伝えてくれ」







「大おお殿との」

　使者との謁見を終えた《炎》の宗主が自室への通路を歩いていると、後ろから声をかけられた。

「ランか。訊ききたいのは先程の盃の件か？」

　振り返ることなく、そして歩みを止めることもなく、《炎》の宗主は問う。

「はっ。お察しのとおりです」

　ランと呼ばれた青年が、《炎》の宗主の後ろに付き従いつつ言う。

　年の頃は二〇代の後半といったところか。一見、女とも見間違うばかりの美青年である。

《炎》の宗主の趣しゆ味みなのか、先程の小姓も見目麗しかったが、彼の美び貌ぼうはさらにそれを上回っている。

「まあ、若頭かしらとして、気にはなるわな」

「はい。確か当初の予定では《盃》を交わすのは、《狼》ではなく《雷》だったはず。どういうおつもりで？」

　使者の手前、主の言葉を否定するのもよくなかろうと黙だまっていたが、《炎》としては、《雷》とやりあったところで、実はさほどの益はない。

　今いま更さら西の果ての土地など欲しくもなく、《雷》と盃を交わして不ふ可か侵しん条約を結び、後こう顧この憂うれいを断って、ユグドラシル中央へと進軍し、天下に覇はを唱える。

　そういう方針だった。

　それを気まぐれに反ほ故ごにされては、若頭として問わずにはいられなかった。

「くっくく。わしも人の子ということよ」

　言って、楽しげに《炎》の宗主が肩かたを震わせる。

　ついで先程《狼》の使者より贈られた日本刀を抜ぬき放ち、その刀身を陽ひに透すかし懐かしげに見つめて嗤わらう。

「誓盃とは別に、《狼》の宗主とは酒を酌くみ交わしてみたくなってな。どうせ夢の続きじゃ。戯たわむれに寄り道の一つもしてみるのが一興というものじゃろう？　故郷の話もできそうじゃしなぁ？」







ACT 5







　仕事に忙ぼう殺さつされているうちに、あっという間に一ヶ月の時が過ぎた。

　いよいよ明日に《豹ひよう》征せい伐ばつを控ひかえたその日、ギムレーの神殿ホルグルには、ヨルゲンにスカーヴィズなど《狼》の主だった幹部に、リネーアやボドヴィッドといった《狼》傘さん下かの氏族の宗主パトリアークの面々が勢せい揃ぞろいしていた。

　皆みな、戦装束ではなく、儀ぎ礼れい用の正装だ。実に壮そう観かんである。

　勇ゆう斗ともこの式典用に真新しい正装を新調していた。黒を基調としているのは相変わらずだが、胸には大きく二本の刀を交差させた《鋼はがね》の紋もん様ようがあしらわれている。

　外がい套とうには今冬、ジークルーネが退治した巨狼ガルムの毛皮が用いられており、六つの氏族を傘下に収める宗主にふさわしい実に豪ごう奢しやな代しろ物ものに仕上がっている。

　隣となりに座すわる美み月つきも、恐ろしく綺き麗れいな格好をしていた。

　勇斗召しよう喚かんの儀ぎでも身につけていたらしいが、あの時は急いでいてすぐに神殿ホルグルを飛び出したので、ろくに覚えていなかった。

　改めてみると、どこぞのお姫ひめ様さまか、という感じである。実際、そうではあるのだが。

　というわけで、今いま更さらながら愛する彼かの女じよの着き飾かざった姿を満足げに見物していると――

「皆みな様さま、永らくお待たせ致いたしました。御ご列れつ席せき、御ご一いつ統とう様さまに申し上げます。ただいまより初代《鋼》、親分・兄弟固めの盃の儀を執とり行おこなわさせて頂きます。本席、取り持ち人の大役をおおせつかりましたわたくし、アレクシスと申します。以後、面めん体ていお見知りおかれまして、万ばん端たん、よろしくお頼たのみ申し上げます」

　ちょび髭ひげの恰かつ幅ぷくのいい中年の男が開会を告げる。

　おなじみ、このユグドラシル西部地方一帯を担当する神しん儀ぎ使しである。

「御一統様におかれましては、本席、親分・兄弟固めの儀、万ばん端たん遺い漏ろうなく相済ませ、お手を拝借の一声がかかりますまで、何なに卒とぞよろしく御ご検けん分ぶん賜たまわりますよう、伏してお願い申し上げます。……それでは只ただ今いまより、盃に入らせて頂きます」

　静せい寂じやくが支配する中、アレクシスの口上だけが響く。

　さすがに慣れているらしく、舌が攣つりそうな小難しい口上を、噛かむことなく実に滑なめらかに述べ上げていく。

「御一統様に申し上げます。その必要はないかと存じますが、念のため、お神み酒きを改めさせていただきます」

　そっと神儀使アレクシスが銀の水差しを掲かかげその口を手刀で切るふりをした後、ゆっくりと手元の二つの盃に酒を注いでいく。

　一つはごく標準的な盃だが、もう一つは口が人の顔もすっぽり覆おおえそうな大おお盃さかずきである。

　アレクシスは小さいほうを手にし、そっと口に含ふくむ。

「はい、けっこうな御ご酒しゆでございます。では、親となられますスオウユウト殿どの」

　アレクシスは空になった盃を台に戻し、呼びかけてくる。

　場の緊張感が、高まった。

　そのプレッシャーに呑のまれたのか、祭さい儀ぎ場じようのあちこちでゴクッと唾つばを飲み込む音が響く。

　勇斗も最初の頃、この厳げん粛しゆくで重苦しい空気が苦手だった。だが、今はもう何ほどのことでもない。

「はい」

　勇斗は自然体のまま、返事を返す。

　以前は、皆に恥はじをかかせぬようわざと低い声を出して、威い厳げんを演出していたものだが、今はもうその必要性を感じない。

　あるがままでいいのだと、そう思える。

「貴方あなたはここにいる者達と盃を交わし、神の名の下、その親や兄となろうとしています。貴方は、その健すこやかな時も、病める時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しき時も、互たがいに助け合い生きていく決意が定まりましたなら、子や妹となられます皆様に、お神酒の姿をお残しください。どうぞ！」

　神儀使の物言いに、勇斗は苦く笑しようする。

　相も変わらず、なんというか、日本人には結けつ婚こんの誓ちかいの言葉にしか聞こえない。チラリと横目で隣の美月を見ると、「ええーっ!?」という顔をしている。

　その様子に小さく笑みをこぼしつつ、勇斗は大盃を両手で抱かかえる。さすがにこれだけの大きさになるとなかなか重い。

　一口だけすすり、台に戻す。

「それでは盃を分けさせていただきます」

　アレクシスが別の台に置かれた無数の子盃で、親盃から酒をすくっていく。

　それをアレクシスの部下たちが粛しゆく々しゆくと拾い上げ、神殿ホルグル中央に列席している者たちの前に配っていく。

　配り終えたのを確かく認にんしたところで、アレクシスは大きく息を吸い込み、

「取り持ち人より一言、盃の添え言葉を述べさせて頂きます。その盃を飲み干されると同時に、貴方がたは、初代《鋼》宗主スオウユウト殿の子分、妹分となられます。これからは親のため、兄のため、なにより氏族のため、忠義を尽くさねばなりません。すでに十二分な覚かく悟ごをお持ちのことと存じますが、お覚悟が定まりましたら盃を三口半で飲み干し、懐かい中ちゆう深くにお納めください。……どうぞ！」

　アレクシスの掛け声とともに、列席者がグッと盃を一息に呑み干していく。

　こうして、ギムレーを族都に、ユグドラシルに新たな氏族《鋼》が誕生したのである。

　そしてこのあと間もなく、傘下の氏族の宗主たちと区別するため、領民たちは勇斗のことを大宗主レギンアークと呼ぶようになる。







「ふぃー、とりあえず一仕事終わったな」

　神殿ホルグル奥おくの控え室に戻るや、勇斗はバサッ！　と外套を剥はぎ取とり勢いよく放ほうり投なげた。

　すでに季節は初夏を迎むかえている。

　ガルムの毛皮は実に見み栄ばえはいいのだが、とにかく暑いのだ。

「お疲つかれ様さまです。お兄様」

　外套を受け止めつつ、フェリシアが慰い労ろうの言葉を述べる。

「それだ」

「はい？」

「本当に妹のままでいいのか？」

　現在の《鋼》の陣じん容ようを列記していくと――

　宗主パトリアーク、周す防おう勇斗

　女将おかみ、志し百も家や美月

　舎しや弟てい頭がしら、フェリシア

　序列一位若頭かしら、《角つの》宗主リネーア

　序列二位若頭補佐ほさ、《狼おおかみ》宗主ヨルゲン

　序列三位幹部、《爪つめ》宗主ボドヴィッド

　序列四位幹部、《灰はい》宗主ドーグラス

　序列五位幹部、《犲さい》宗主フンディン

　序列六位幹部、《麦むぎ》宗主ラーガスタヴ

　序列七位若わか衆しゆ筆頭、スカーヴィズ

　序列八位若衆、イングリット

　序列九位若衆、ジークルーネ

　序列十位若衆、アルベルティーナ

　序列十位若衆、クリスティーナ

　――となる。

　一応、建前の上では全すべての「子」の目上に当たる舎弟頭だが、実質的な権力はほぼないに等しい。いわば一線から退いた名めい誉よ職しよく、顧こ問もん職といった扱あつかいだ。

　氏族の運営はあくまで子が中心となって行うのがユグドラシルの慣例だからだ。

　宗主の妹であるフェリシアはあくまで傍ぼう系けいであり、跡あと目め継けい承しよう権けんもなく、そこから「先」がないということである。

《狼》の頃ころに彼女が妹分に甘あまんじていたのは、勇斗を無理やりユグドラシルに召しよう喚かんしてしまった事、実じつ兄けいロプトが先代宗主ファールヴァウティを殺害したことなど、その罪悪感からだった。

　もう勇斗はユグドラシルには自分の意志で戻ってきたし、ロプトのことももう二年も前の話だ。贖しよく罪ざいは十分だろうと勇斗は考え、《鋼》ではフェリシアを子分として迎え入れようとしたのだが――

「子分になって下手へたに偉えらくなってしまったら、お兄様の副官を務められなくなるじゃありませんか」

　との理由で断固として拒否されてしまった次し第だいである。

「ったく、これまでの働きに報むくいて、いずれ氏族の一つも興おこさせてやろうって思ってたのに」

　目もく論ろ見みが外れ、少し面おも白しろくない勇斗だった。

　フェリシアがくすくすと笑う。

「お兄様、僭せん越えつながら、そういうのを余計なお世話と言うのです」

「やっぱりお前、言うようになったなぁ」

「わたくしの望みは今も昔もただ一つです。お兄様のおそばにずっと置いてくださいませ。それ以外、何も求めておりませぬ」

「はぁ、わぁったよ」

　椅い子すにどかっと腰掛け頬杖を突つき、勇斗は嘆たん息そくする。

　まったく欲のないことだった。

「その志、とても尊く思いますわ。叔お母ば様さま」

　そっとクリスティーナが胸に手を当てて、殊しゆ勝しようなことを言い出す。

　こんな時はだいたい、何か悪戯いたずらを企んでいるものである。

　フェリシアも気味が悪かったらしく、警けい戒かい心しんを露あらわにしている。

　だが、次にクリスティーナが放った一言は、その心の防ぼう御ぎよをあっさり貫つらぬいた。

「今後、古巣の《狼》の皆様からは大叔母様と呼ばれることになるというのに！」

「ぶふぅっ！」

　盛大に吹ふき出だすフェリシア。

　その辺りのことはまったく思考の外だったらしい。年ねん齢れいをいたく気にする彼女には、なかなか酷こくな呼こ称しようであった。

「からかうのもほどほどにな」

　ポンッとクリスの頭に手を置いて、勇斗は一応たしなめておく。

　フェリシアはやさぐれると、けっこう面めん倒どうなのだ。

　いつもそばにいる身としては、是ぜが非ひでも避けたい事態である。

「ち、父上！　って、な、なんかこう呼ぶのって新しん鮮せんですね」

　リネーアが照れたようにはにかみながら、声をかけてくる。

　そんな彼女も今日はいつもよりおめかししていて、とても綺き麗れいだった。

「うん、これからは親しん戚せきじゃなくて、家族だ。よろしくな」

　これまでは、リネーアは公こう的てきには他氏族の外兄きよう妹だいであった。

　だが、今回の盃改めにより、身内として《鋼》に招くことが出来た。勇斗個人としては、すでに家族同然に情を抱いだいていたので、実に喜ばしいことである。

「とりあえずは旧来の砦とりでを使うとして、やはり新たな宮殿を早々に作らねばなりませんね。六つの傘下氏族を束ねる《鋼》の本ほん拠きよ地ちとしては、さすがにみすぼらしすぎるかと。聖塔フリズスキヤールヴもせめてこの倍は欲しいです」

　そっと窓に近づき、そびえたつ聖塔フリズスキヤールヴを見上げつつ、リネーアが言う。

《鋼》の結成と同時に、勇斗はその本拠地をここギムレーに定めたのだ。

　イアールンヴィズは勇斗がユグドラシルに来て三年過ごしてきただけに、非常に愛着はあったのだが、イアールンヴィズはあくまで《狼》の族都だ。《鋼》の族都も兼かねるといろいろ問題があったので、泣く泣く本ほん拠きよを移した次第である。

　ギムレーは現時点でも、街の規模や人口はイアールンヴィズを上回っている。「輝きの野原イザヴエル」という大穀倉地帯も周囲には広がっている。広域を統すべる大氏族《鋼》の族都として、実にふさわしい都市と言えた。

「そんなに贅ぜい沢たくにしなくていいからなー。金もかかるし」

　ぽりぽりと後頭部を掻かきながら、勇斗は面倒くさげに言う。

　基本的には質しつ実じつ剛ごう健けんが信条の男である。

　そんな金があるなら、より国を富ませる方向に使いたかった。

「もちろん、必要以上に華か美びにするつもりはございませんが、さすがに現状だと、手て狭ぜますぎて日々の業務に支障をきたします。聖塔フリズスキヤールヴも、あまりに低いと《鋼》の威い信しんにかかわりますから」

「わかった、まあ、その辺は任せるわ」

　勇斗はひらひらっと手を振る。

　あのヨルゲンさえ上回る行政手しゆ腕わんを持つリネーアだ。その彼女が必要だと判断するなら、必要なのだろう。

　なまじ有能な人間は、人に任せることができず、全てを一人でこなそうとするが、小さな組織ならそれでよくても、規模が大きくなるにつれ破は綻たんする。

　適材適所、任せるべきところはきっちり任せる。

　派手さはなく実に地味といえば地味だが、そんな大組織の長おさに不可欠な資質を、勇斗はすでに身につけていた。

「ここでも携けい帯たい通じるんだよね？」

　心配そうに訊いてきたのは、美月である。

　両親と連れん絡らくを取り合っているのだから、彼女にとってそこは重要な点だろう。

　勇斗にとっても、すぐにネットにアクセスして情報を調べられるという環かん境きようは、文字通りの生命線として手放すわけにはいかないところだ。

「ああ、問題なかったぜ」

　半月ほど前、イアールンヴィズにある御ご神しん鏡きようを、ここギムレーの聖塔フリズスキヤールヴに持ち込んで実験したところ、普ふ通つうにネットも電話も繋つながった。

　やはり場所は関係なく、現代日本にある御神鏡の「対ついの鏡」があることが通信の決め手だったらしい。

「そっか。じゃあ今夜早さつ速そくあたしも試ためしてみる」

「おう、二人にもよろしく伝えておいてくれ」

「うん、仲良くやってるって伝えておく」

「……皮肉か？」

「え？　どうして？」

　きょとんとした顔で美月。

　素でわかっていないらしい。

　勇斗はははっと乾かわいた笑みをこぼしてから、

「いやこの一ヶ月、忙いそがしくてあんまかまってやれなかっただろ。ンで、明日からは《豹》征伐に向かわねえといけねえし。ほんとわりいなって思ってんだ」

「ううん、いいよぉ。今、勇くんが忙しいのはわかってるから」

　美月はケラケラと笑って、手を振る。

　本当にできた嫁よめである。

　勇斗のために、故郷を捨て、家族に別れを告げて、ついてきてもらったというのに、寂さびしい想おもいをさせて、申し訳なさすぎた。

　だから、意を決して言う。

「《豹》征伐から帰ったら……ちゃんと式をあげよう」

「へ？」

　再び、美月がきょとんとした顔になる。

　だが、すぐにその顔には喜色が満ちていき、

「うん！」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら、満面の笑えみで勇斗に抱き着いた。







《鋼》の結成式の翌日、ギムレーの城門前には兵六〇〇〇が集結し、出しゆつ撃げきの時を今か今かと待ち構えていた。

　フォールクヴァングで、さらに四〇〇〇が加わり、西の国境いにある都市ミュルクヴィズにてさらに三〇〇〇の兵が加わる予定である。

　ここ二ヶ月で少なくない損害を出しているにもかかわらず、先のガシナの戦いでの兵数をさらに上回る、実に総勢一三〇〇〇の大軍である。

　先の『第二次エーリヴァーガル川の戦い』で、虎心王ドールグスラシルを一ひと睨にらみで退けた事に加え、ケルムト川での歴史的大勝利は、人々の間で噂うわさに噂を呼び、瞬またたく間まに周辺氏族の間に『軍神スオウユウト』の健在ぶりを証明することとなった。

　先の失態を取り戻もどすため、勇斗の機き嫌げんを取るため、はたまた《鋼》内での地位向上のため、傘下氏族たちはこぞって兵を出したのである。

　また、《豹》征伐を大々的に喧けん伝でんしたことにより、それを聞きつけた一いつ攫かく千せん金きんや成り上がりを求めた流れ者たちも、周辺各氏族から勝ち馬に乗ろうと多数志願してきたことも大きかった。

　ほとんどは有う象ぞう無む象ぞうの者達であったが、中には、

「なんだ、貴様、生きていたのか」

「へへ、ジークルーネ様、ご無ぶ沙さ汰たっす。あの時のこたぁ反省してやすので許してくだせいや」

　かつてエーリューズニル山を根城にしていた山さん賊ぞくのエインヘリアルや、

「ザルツ村から来たヒルデガルドです！　こ、この春、アングルボダ様より《狼をまとうものウールヴヘジン》のルーンを賜たまわり、大宗主レギンアークスオウユウト様の下で力を振るうべく馳はせ参さんじました！」

　力に目覚めたばかりのエインヘリアルの少女など、将来有望な者も少なからずいた。

　志願する兵はまだなお引きも切らず、今後、兵数はさらに膨ふくらむ可能性が高い。せいぜい一万に届けば御おんの字じと勇斗は踏ふんでいただけに、嬉うれしい誤算である。

「父上の威い名めいあってこそです」

　とは、リネーアの弁である。

　国境警備には《狼》の新宗主ヨルゲンと、《角》の舎弟頭ラスムスにそれぞれ二〇〇〇の兵を預け当たらせ、ケルムトで捕ほ虜りよにした《豹》の騎き兵へいたちも二〇〇〇ほど雇やとい、遊軍として控える。

　昨日、ギンナルより伝でん書しよ鳩ばとにて《炎ほのお》が《雷いかずち》の国境周辺まで軍を動かしたとの報も受け取っている。

《雷》への備えも万ばん全ぜんだった。

　勇斗がいない間の国内の切り盛りも、リネーアとヨルゲンがいるので安心だ。

　勇斗は一いつ切さいの後顧の憂いなく、《豹》との戦いだけに専念できるというわけである。

「さて、と。じゃ、行ってくるわ」

　ちょっと出かけてくるという感じの軽い調子で、勇斗は手を挙げる。

　しかし一方の美月は、なんとも深刻な顔である。やはり心配なのだろう。勇斗としてもだからかるーく言ったのだが、効果はなかったらしい。

　美月は目に涙さえ滲にじませて、じっと勇斗を見上げてくる。

「気を、つけてね」

「ああ。安心しろ。俺はここでは……軍神、らしいぞ？」

　勇斗はニヤリと口くちの端はを吊つり上あげつつ片目をつぶり、外套を翻ひるがえした。

　そのまま登とう壇だんし、兵士たちを一望する。

　皆、気合充じゆう分ぶんである。負けるなどまったく思っていない。自分たちは勝利を掴つかみに行くんだ、そう顔に書いてある。

　勇斗は大きく息を吸い込み、声を張り上げた。

「《鋼》の精せい鋭えいたちよ！　俺は《鋼》宗主、周防勇斗である！」

「「「「「おおおおおおおっ!!」」」」」

　たちまちどっと歓かん声せいが巻き起こった。

　ビリビリと身体の芯しんにまで響ひびいてく振動を受け止めつつ、勇斗は左ひだり腕うでを上げ、手のひらだけ二度ほど下に落とす仕草をする。

　鎮しずまれ、の意である。

　すぐさまどよめきは収まり、それを確認してから、

「もはや俺たちに氏族の垣かき根ねはない。この《鋼》の名の下、俺たちは一つである！　これからはお互い協力し合い、一丸となってことにあたっていかねばならない。今回の戦いはその結束を深める絶好の機会である！　共に戦い、互いに背中を預け、我らの敵を一いつ掃そうするのだ！」

　そこで勇斗はいったん言葉を切り、すっと右手に持っていたガルムを象かたどった杖つえを掲げる。

　ついで、先せん端たんを前方へと突き出すように振ふり下おろし、溜ため込んだ肺の中の空気を全て吐き出さんばかりの勢いで叫さけぶ。

「全軍、出撃っ!!」







「も、申し上げます！　《狼》軍が西進を始めました！　フォールクヴァング、ミュルクヴィズにも兵が続々と集まっているとの報もあり、その数、優に一万を超こえるものと思われます！」

「いち……っ!?」

　夕食の最中に飛び込んできた急報に、フヴェズルングは手に持っていたスプーンを思わず取り落とした。

「ば、馬ば鹿かを言うな！　いったいどこからそれほどの兵を集めたというのだ!?」

《狼》は『ガシナの戦い』で大敗し、『第二次エーリヴァーガル川の戦い』でも敗走の憂うき目めにあったと聞いている。

《豹》討とう伐ばつ軍の総勢は六〇〇〇～七〇〇〇、どれだけ多かろうと絶対に八〇〇〇を上回ることはあるまいと見み越こしていただけに、予想の倍近くという数字にフヴェズルングは震しん撼かんする。

「ぬぅぅぅっ！」

　唸うなりつつ、フヴェズルングは苛いら立だちとともにガリガリと親指の爪を噛む。

　先のケルムト川の戦いで、《豹》は実に七〇〇〇の精鋭を失うという莫ばく大だいな損害を被こうむったのが大きかった。ミズガルズから援えん軍ぐんを呼び寄せたが、それでもやっと六〇〇〇騎きといったところである。

　この圧あつ倒とう的てきな兵力差に加え、敵にはさらに『荷車の壁かべ』に、新兵器『炎ほのおの蛇へび』まである。

　それほどの大軍ならば兵へい站たんの維い持じの問題があろう、と籠ろう城じよう戦せんを決め込もうにも、敵には虎の子の攻こう城じよう兵器『平衡錘投石機トレビユシエツト』がある。《角》西せい端たんの都市ミュルクヴィズは森林資源が豊富であり、材料には事欠かない。

　状じよう況きようは、はなはだ厳しいというしかなかった。

「なお先日、《狼》の宗主パトリアークスオウユウトは宗主の座を若頭かしらのヨルゲンに譲ゆずり……」

「なにっ!?」

　人間、あまりに突とつ拍ぴよう子しのないことを言われると、意味を理解できないものである。

　この時のフヴェズルングもまさにそれだった。

「自らの氏族《鋼》を立ち上げその宗主に就任、《狼》も含め、それまでの傘下氏族全てを子分として下に置いたとのことです」

「《鋼》、だと？」

　フヴェズルングは仮面の下で訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　確か日本刀の材料だったはずだ。

　鋼はまた彼かれがユグドラシルに来て初めて生み出したものであり、《狼》をここまで躍やく進しんさせてきた原動力でもある。

　なるほど、彼の氏族にこれほど相応ふさわしい名はないかもしれぬが……

「簒さん奪だつ者しやめ。いよいよ野心を露わにしてきたか」

　フヴェズルングは口くち惜おしげに吐き捨すてる。

《狼》は一〇〇年以上の歴史を誇ほこる、由ゆい緒しよ正しい名門氏族である。先代から受うけ継ついだその大切な名みよう跡せきを、ぽっと出の自分の名跡の下に置こうとは、なんたる傲ごう慢まんか。名めい誉よ心しんか知らぬが、あさましいにもほどがあった。

　そこまで専横を許すとは、ヨルゲンもスカーヴィズも落ちたものである。狼とは名ばかり、すっかり勇斗の飼い犬に成り下がったらしい。まったくもって嘆なげかわしい限りだ。

　だいたいシギュンが悪いのだ。預けておいた大切な精鋭七〇〇〇を丸ごと失いおって。おかげでこのザマだ。殺しても飽あきたらぬとはこのことである。

　次々と、フヴェズルングの心に怨えん嗟さが生まれ、対象を変えては呪じゆ詛そをかけていく。

　そうでもしないと、聞こえてしまうのだ。

《狼》の先代ファールヴァウティの選せん択たくは正しかった。

　お前ごときが勇斗に敵かなうわけがないだろう。器が違ちがう。

　そう頭のどこかで囁ささやく悪あく魔まの声が。

　それだけは認めるわけにはいかないのだ。

　それを認めてしまえば、今までの自分の全てを否定することになってしまう。

　だから憎悪で蓋をする。

　その双そう眸ぼうに狂きよう気きの炎を灯ともして、自らを奮い立たせるかのようにフヴェズルングは吼ほえる。

「いつまでも調子にのるなよ、ユウト。今度こそ返り討うちにしてくれる。そうして私は、私の正しさを証明するのだ！」







ACT 6







　ギムレーを出発してはや一〇日。

《鋼はがね》軍は、ミュルクヴィズに集まった兵三〇〇〇とも合流し、そのやや西の開けた台地に陣じんを張っていた。

　目の前には切り立った崖がけに挟はさまれた細い隘あい路ろが伸のびている。

　これまでは、この隘路が《狼おおかみ》と《豹ひよう》二つの勢力の緩かん衝しよう地帯となっていた。

　戦は基本的に数である。

　細い隘路では大部隊の進軍は思うようにいかず、出口あたりで敵に待ち構えられるとどうしても多勢に無勢となる。

　お互い決め手に欠き、攻せめあぐねていた状況だった。

「まあ、それも爆ばく竹ちくがあれば楽勝ですな！」

　いよいよ敵との遭そう遇ぐうが間近に迫せまり、今後の方針を決める軍議の場でそう気楽に言い放ったのは、《角つの》の若頭補佐ほさハウグスポリである。

「あー……」

　勇ゆう斗とも気持ちはわからないでもなかった。

　なにせ《豹》軍七〇〇〇を一いつ瞬しゆんにして混乱の渦うずへと落とし込み、空前絶後の大勝利へと導いた代物である。

　それを使えばもう勝ったも同然と、誰だれだって思うだろう。

　そこに水を差すのは少々気がひけた。だが、言わぬ訳にもいかない。

「あれはもうほとんどないぞ」

「へ？」

　ハウグスポリの口からなんとも間ま抜ぬけな声が漏もれた。

　すっかり当てにしていただけに、何を言われたのか一瞬わからなかったらしく、ポカーンとしている。

　一拍ぱく置いて、

「ええええええええええっ!?　な、なんでですかっ!?」

「あれはここで作ったヤツじゃなくて、日本、俺の故郷から持ち込んだものなんだよ。だから自おのずと数に限りがあってな。ケルムトでほとんど使い切っちまったよ」

　七〇〇〇もの兵を混乱させるとなれば、やはり相当量が必要だった。

　一応、三重に補強したポリ袋ぶくろにめいっぱい詰つめ込んで持ってきたが、あんまりちまちま使っていても敵が冷静さを取り戻す恐おそれもあったので、大おお盤ばん振ぶる舞まいした次第である。

「構造自体は簡単なんだが、《鋼》の領内じゃ竹が手に入らなくてなー」

「ちょっ、じゃあどうするんスか!?」

「心配するな、ちゃんと代わりのものを用意した。フェリシア」

「はい」

　勇斗が呼びかけると、副官の美女は心得たように、人の拳こぶしよりやや大きいぐらいの球体の土器をゆっくりと机に置く。

　球体の一箇か所しよだけ紙かみ粘ねん土どが詰つめてあり、そこから紐ひもが伸びている。

「竹が土器に変わっただけで、構造や用よう途とはほとんど爆竹と一いつ緒しよだな。てつはう、という」

　てつはう――

　鉄てつ炮はうとも書く。字じ面づらや漢字が似てはいるが、鉄てつ砲ぽうとは似て非なる兵器である。日本では元げん寇こうでモンゴル軍が用いたことで知られる。

　中国語では震しん天てん雷らい。

　直径二〇センチほどの球状の陶とう器きに黒色火薬をぎっしり詰め、鉄てつ片へんやガラス片なども混ぜ、導火線に火を点つけて敵に投げつける、一種の手しゆ榴りゆう弾だんである。

　基本的には、その爆ばく発はつ音おんで敵兵や馬を驚おどろかせ威い嚇かくするためのもので、殺傷力も決して高いとは言えないがちゃんとある恐るべき兵器だった。

　ちなみに、一ヶ月前のイアールンヴィズでの轟音騒動は、これの連鎖実験によるものである。

「材料には事欠かなかったからな。かなりの数準備できたぞ」

　火薬の材料は、木炭、硫い黄おう、硝しよう石せきだ。

　木炭と硫黄は山間氏族である《狼》には比ひ較かく的てき入手は容易だった。

　問題は硝石であったが、日本では戦国末期に考案された人工硝石生産法が、ユグドラシルではすでに知られており、普通に利用されていた。

　軟膏の材料として。

　硝石に、ミルク・ヘビの皮・カメの甲こう羅ら・カシア桂けい皮ひ・ギンバイカ・タイム・ヤナギ・イチジク・洋ナシ・モミ・ナツメヤシ・葡ぶ萄どう酒しゆなどを組み合わせて作るらしい。ビールに混ぜて薬として飲むこともあるのだとか。

　普通は人工硝石の生成には二年ほどはかかるのだが、おかげで今回の戦に間に合わせられた。まったく軟膏様々である。

「ふむぅ……しかし少々これは、重すぎやしませんか？」

　爆ばく発はつするのが怖こわいのだろう、おそるおそるといった体でハウグスポリはてつはうを片手で持ち上下に振って重さを確かめつつ言う。

「こんなもん投げて届く距きよ離りまで近づく間に、矢の雨が振りますぜ」

　爆ばく竹ちく程度であったなら軽いし、形状的にも矢の先に紐ひもでくくりつけて飛ばす事ができた。

　ハウグスポリの部隊は強ごう弓きゆうの使い手が多く、それでも相手に飛ひ距きよ離りで負けなかった。

　だが、さすがにこれはとても矢にくくりつけられそうにないし、よしんば取り付けられたところで、その重量で相手より相当飛距離が落ちること請うけ合あいだ。

「それ対策もすでに用意してある。そのためにてつはうを小型化したんだ。じゃないと乗らなくてな」

「乗る？　何にですか？」

　訝いぶかしげに問うハグスポリに、勇斗はニヤリと悪戯っぽく口の端を吊り上げた。

「もう一つの新兵器に、さ」







　軍議が終わるや、《鋼》軍は再び西進を開始した。

　全軍の先頭に立って隘路を進むのは、ジークルーネ率いる親衛騎団である。

　勇斗の読みでは《豹ひよう》の残存兵力は《鋼》の半分以下程度、クリスティーナの報告からもそれは裏付けられている。

　しかし、道みち幅はばが狭せまい場所での戦せん闘とうは、一度に戦える数が限られる。加えて、《豹》の騎兵は一いつ騎き当とう千せんの猛も者さ揃ぞろいである。ゆえに寡か兵へいで大軍と戦うにはこの隘路は絶好の立地だった。

「来ますかね？」

「来る」

　親衛騎団副長ベムブルの問いに、ジークルーネは端たん的てきに言い切った。

《豹》宗主パトリアークフヴェズルング――ロプトとは、幼おさな馴な染じみで悪友のフェリシアの実兄ということもあって、それなりに見知っている。

　飄ひよう々ひようととぼけたところはあったが、相手の弱点を見み極きわめるのが抜ばつ群ぐんに上う手まく、確実にそこを突いてくる男であった。

　この隘路を易やす々やすと素す通どおりさせてくれるほど甘くはないはずである。

「まあ、《鋼》の一番槍やりをつけられるのだ。これほど名めい誉よなことはあるまい」

　普ふ段だん無表情なジークルーネにしては珍めずらしく、頬ほおをかすかに紅潮させて言う。

「はぁ……そっすか」

　なんとも浮うかない顔で、ベムブルは溜ため息いきをつく。

　ベムブルはまだ三〇代半ばとのことだが、すでに髪かみの生はえ際ぎわは頭頂部あたりまで後退しており、身体にも締しまりがなく、見た目はいかにも冴さえない中年である。その風ふう体ていもあって随ずい分ぶんと哀あい愁しゆうが漂ただよう。

「なんだ、怖いのか？」

「ええ、怖いっすねぇ。あいつら、うちら以上に馬も弓もこなすじゃないですか」

　馬を寄せ、声を落とし、ジークルーネにだけ聞こえるような声でベムブルは言う。

「そうだな」

　ジークルーネもあっさり認める。

《狼》から《鋼》へと旗を替えても、自分たちこそがその中で最強という自負はある。実際、《豹》の精兵と真っ向から渡わたり合って勝負になるのは、《鋼》では自分たちだけであろう。

　だが、あくまで勝負になるだけだ。仮に《豹》の一いつ般ぱん兵と、親衛騎団ムスツペルの隊員が一いつ騎き打うちをしたとして、親衛騎団が取れるのは、五本中一本がせいぜいといったところだ。それほどの練度の差がある。

「だが、問題ない。我らにはコレがある」

　言って、ジークルーネが持ち上げて見せたのは、《狼》時代、しばしばお世話になった弩いしゆみである。

　だが、従来のものとはいくつか違いがあった。

　まずかなり大きい。

　加えて、これが一番の違いだが、弓ゆみ床どこに固定されているのは矢ではなく、小型化されたてつはうである。

「みな使えるようにはなっているな？」

「ええ、そりゃあまあ。そんな難しいもんでもなかったですし」

　ベムブルはこともなげに言ったものである。

　これほど大型のものとなれば、普通、弦つるを引くのはジークルーネでも相当手こずりそうなものだというのに、だ。

「作るのは難しかったらしいぞ。火薬よりむしろこれの開発に時間がかかっ……ッ！　総員、戦闘準備！　《豹》だ！」

　言いかけた言葉を打ち切ってジークルーネは叫ぶや、弩を構える。

　その視界では、数十ほどの騎き影えいがこちらに向けて、五列に並んで突っ込んでくるのが見えた。

　それだけの人数でこちらに勝てるとはあちらも思ってはいまい。

　機動力に優すぐれた馬で奇き襲しゆうを仕し掛かけ、敵の体勢が整う前に鮮あざやかに逃にげ去さる。追ってきた敵には振り返りながらの矢を射い掛かける。

　そんな腹づもりといったところか。騎き馬ば民族お得意の一いち撃げき離り脱だつ戦法だ。ジークルーネも《蹄ひづめ》との戦いでパターンＢモンゴルとして実じつ践せんしている。

「ふん、我らだけならともかく、父上相手にそんな使い古しがいつまでも通用すると思ったか。クレインクイン小隊！　着火ーっ！」

　号令をかけつつ、ジークルーネ自身もライターを使っててつはうの導火線のこよりに火を灯す。

　やがてジジジッと火種がこよりを焼き尽つくして、紙粘土に移る。

「撃てーっ！」

　叫ぶや、レバーを引くと、バンッ！　と弦を固定していたつっかえが下がり、てつはうを凄すさまじい勢いで吹き飛とばした。

　まだ明らかに敵の射しや程てい圏けん内ないではない。弓きゆう術じゆつに優れた《豹》の猛も者さたちでさえ届かぬ距離に、しかして、てつはうは易々と到とう達たつする。

　そして――

　パァン！

　激しい炸さく裂れつ音おんとともに弾はじけ飛ぶ。

　ヒン！　ヒヒヒン！　と馬の悲鳴が聞こえてきたかと思うと、数頭の馬が前足立ちをしたり、跳はね飛んだり、すっかり恐きよう慌こう状態に陥おちいっている。

　そこに一拍ぱく遅おくれて、配下の放ったてつはうも着ちやく弾だんし、被ひ害がいを一気に拡大させる。

　激しい音に加え、中に仕込んである鉄片やガラス片が身体にめり込むのだ。一瞬で死に至るほどのものではないが、それでも相当に痛いだろうし、馬も暴れ回ろうというものだった。

　馬術にかけてはユグドラシルで右に出る者なしの《豹》の精鋭たちとて、こうなってはとても制せい御ぎよなどできない。

「突っ込めーっ！」

　そんなところに、しっかりと統とう率そつされた親衛騎団の面々が勢いよく突とつ撃げきしてくるのである。

　もはや戦いになどなるはずもなかった。

　瞬く間にあらかたの敵を討ち取り、数騎がなんとか命からがら逃げ出していく。文句なしの大勝利である。

　だが、ジークルーネはニコリともせず言い放つ。

「気を抜くな。第二波、第三波と続けてくることもあり得る。てつはうを再装そう填てんしろ！」

　言って、ジークルーネも弩の弓床にてつはうを置く。

　ついで馬の背に括りつけた道具袋から取り出したるは、ギザギザの付いた鉄の円盤である。それを弩の尻しりのあたりに取り付けると、今度はギザギザの付いた細長い鉄の板を取り出し、弦に引っ掛けると同時に、先さき程ほどの円盤にくっつける。

　これで準備完了である。ジークルーネは円盤に取り付けられた取っ手を、石臼を回す要領でぐるぐるぐるぐると回していく。

　途と端たん、鉄の板が弦を易々と引き絞っていく。大の男でも引くことができなさそうな固い弦を、だ。

　クレインクイン・クロスボウ。

　西欧で一三世紀頃ごろから広く使用された兵器である。

　あのギザギザはいわば「ギア」である。噛み合わせることで、梃て子この原理も加えて、少ない力でも強い弦を引っ張ることができるようにしたのだ。

　その威力・飛距離は、単弓が基本のユグドラシルでは圧倒的だ。てつはうのように矢よりはるかに重量のあるものでも、相手を上回る飛距離を出せるほどに。

　ただ重大な欠陥もあって、一発打つのに五〇秒近くかかる。《豹》の弓の名手ならその間に一〇本は矢を射れるだろう。

　だが、戦いの前に初撃を装填しておくことができるので、敵の混乱目的のてつはうとはお互たがいの短所を補い合い、長所を引き立て合う、まさに最高の相性と言える。

　勇斗が《豹》対策にイングリットに用意させていたもう一つの秘密兵器であった。







「なるほど、な……」

　崖の上から一部始終を見下ろしつつ、フヴェズルングは苦々しげにつぶやいた。

　七〇〇〇の《豹》の騎き馬ば部隊を圧あつ倒とうしたという『火の蛇へび』、報告は受けていたがいまいち想像がつかず、ならばと兵士たちの中でも、上官の命令を無視しがちな問題児たちを捨て石代わりに使ってこうして確かく認にんしたのである。

「想像以上……の恐るべき兵器ですな」

　隣となりに立つナルヴィが、ごくっと唾つばを飲み込みつつ震ふるえた声で言う。冷静沈着を旨とする彼が、その端整な顔をありありと引き攣つらせている。

「ああ」

　遺憾ながら、フヴェズルングも認めざるを得なかった。

　伝え聞く限りにおいては、実に荒こう唐とう無む稽けいで恐きよう怖ふで話を盛っているのではないかという疑念が拭えずにいたが、目の当たりにすると、まさしくその通りの代しろ物ものであった。

　大地をのたうつ火の蛇、という表現だけがいまいち釈然としないが、この一ヶ月に更なる改良を加えたということだろう。

「い、いかが致いたしましょう？　あんなものを使われては我わが軍は戦うどころではございません」

「ぬぅっ」

　フヴェズルングの口から苦く悶もんの声が漏れる。

　相手の弱点をたちどころに見抜く観察眼を持つフヴェズルングだが、その彼の目をもってしても、現状、対策がまったく思い浮かばなかったのである。

　人間相手になら周知させることで混乱を抑おさえることはできなくはないだろう。だが、馬には人の言葉は通じない。訓練して慣れさせようにも、その実物がそもそもない。

　しかも、こちらの弓の射程のはるか外から放ほうり込んでくるのだ。はっきり言って手に負えないというしかない。

　この苦境をひっくり返せるとすれば、フヴェズルングの五分の兄弟分、常識はずれの化物、虎心王ドールグスラシルステインソールぐらいのものだが、南の《炎》が挙兵し、国境周辺に軍を展開したおかげで身動きがとれないらしい。

「援軍を出すと言っていたくせに、肝かん心じんな時に使えぬやつめ」

　忌いま々いましげに、フヴェズルングは吐き捨てた。

　鉄の供給に資金の援えん助じよと、さんざん《雷》の戦力増強に協力してやったというのに、なんと不義理な男だろうか。南の敵など知った事か。そんなもの無視して兄弟を助けに来るのが盃さかずきの道というものだろう!?

　身勝手に毒づいたものだが、それで状況が変わるわけでもない。

　このままでは、為なす術すべなく追い詰められるのを待つしかない。

　それだけは嫌いやだった。

　勇斗に手も足も出ずに惨ざん敗ぱいするなど、フヴェズルングの誇りが許さなかった。

　何か、何か手があるはずだ、と必死に思案を重ねて、

「っ！」

　不意に脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

　それはまさに、悪魔の囁きであった。

　畜生にももとる、最低最悪の戦略である。

　だが、彼は躊躇ためらわない。

　その仮面から覗く双そう眸ぼうにどす黒い狂気を漲みなぎらせて、その恐るべき考えを口にした。

「焼き払え」

「は？　な、何をでございましょう？」

　対象が指定されておらず、ナルヴィが問い返す。

　だが、その剣けん呑のんな声色に、尋じん常じようのなさを感じたのだろう。その声はわずかに震えていた。

　フヴェズルングの口元がニタァッと残ざん酷こくに笑えみを作っていく。

「領内の村も街も砦とりでも、一切合切を焼き払うのだ。人以外のすべてを、な！」







「なんとか越えられたか。これで一安心ってところだが、襲撃が一回しかなかったってのが逆に不気味だな」

　隘あい路ろを抜けほっと安あん堵どの吐と息いきをつくも、勇斗は訝しげに顔をしかめた。

　この細い隘路は、兵力に劣る《豹》にとって、自軍が有利に戦える絶好の地形だ。こうもあっさり通されると、何かあるのではないかと勘かん繰ぐってしまう。

「それだけてつはうが効果的だった、ということでは？」

「う～ん」

　フェリシアはそう言うが、勇斗は浮かぬ顔のままだ。

　ギムレーでの空くう城じよう計けい、ケルムトでの爆竹、南の大国《炎》との密約締結に、《鋼》の結成、《豹》討伐軍の編成、そして今回の隘路の危なげない通過と、全すべてがあまりに何事もなく上手く行きすぎている。

　悪い時には悪いことがいくつも重なるように、調子が良い時には、良いことが重なりまくるもの、人生とはそういうものだ。

　これまで苦境だったその反動が来ている、とも取れる。

　だが、どうにも嫌な予感を拭えずにいた。

　勇斗の経験上、調子の良い時ほど、思わぬ落とし穴が待っているものだ。そう、かつて調子に乗って他人への配慮を怠ったばかりに、嫉しつ妬とに狂ったロプトの暴走を引き起こした時のように。

　ザザッ！

　突とつ如じよ、トランシーバーが砂さ塵じん音おんをかきたてた。

「お父様、クリスティーナです」

「どうした!?」

　思わず勇斗は血相を変えて問い返す。

　クリスティーナの声が、わずかではあるが震えていたのだ。すなわち、いつも飄ひよう々ひようとして感情を読ませない彼かの女じよが、そんな状態に陥るほどの事態があった、ということだ。

「本日、屯とん留りゆうを予定していた村が、焼けているのです！」







「これは……っ！」

　目の前に広がる光景に、勇斗は二の句が継げず、ただ呆然と立ち尽くすことしか出来なかった。

「ひ、ひどい……兄さん、なんてことを……」

　フェリシアが口元を両手で覆い、目に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべて震えている。

　巨きよ大だいな炎が、肌はだを焦がす熱波とともにゆらめいていた。

　家一軒二軒の規模ではない。村全体が燃えている。

　それだけではない。村の周囲にある畑や森に至るまで、徹てつ底てい的てきに火がかけられている。

　荒れ狂う炎はまさにのたうつ竜のようにさえ見えた。

「ここだけではありません。この辺り一帯、全ての村が同様に焼き払われています」

　眉をひそめつつクリスティーナが報告してくる。

　さすがの彼女も、今や顔がん面めん蒼そう白はくである。

　彼女とて人間だ。こんな凄惨な光景を目の当たりにして、衝しよう撃げきを受けずにいられるわけがない。

「俺も一度、村を焼いてるから人のことは言えないんだが、それにしたって酷ひどいな」

「そんなっ！　『ヴァンの悲劇ヴアナルガンド』とはまったく違いますわ。お兄様は、その村の民たみを手厚く保護されたではありませぬか」

　言って、フェリシアが村から避難してきた人々へと、痛ましげな目を向ける。

　ある者は煤すすにまみれ、ある者は身体の各所に火傷を負い、赤ん坊を抱だき締しめた母親がともに泣いている。

　辺り一帯からうめき声とすすり泣く声が胸に響いてくる。これは当分、忘れられそうになかった。まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図である。

「敵地での略奪は、まだわからないでもない。だが、守らねばならぬ自国の民に、なにゆえこのようなことを……っ！」

　スカーヴィズも、声を怒いかりに震わせていた。

　何事も淡たん々たんと冷徹に処理する彼が、ここまで怒りを露あらわにするのを、勇斗は初めて見た気がする。

　民の安寧の為ため、法の執行者として嫌われ者さえ演じようという彼だ。また、フヴェズルング――ロプトの武芸の師でもある。それだけに許せぬことだったのだろう。

「ついに気が狂ったのか、奴やつは!?」

　ガンッ！　と憤ふん懣まんやるかたなしという風に、スカーヴィズが拳を地面に叩たたきつける。

　勇斗も彼ら同様に胸を痛めながらも、怒りよりもむしろぞっと寒気を覚えていた。

「いや、狂っちゃいない。むしろさすがだ。吐き気がするけどな。俺の弱点を見み抜ぬいて、きっちりそこを突ついてきやがった」

「どういう、意味ですか？」

　スカーヴィズの問いに、勇斗は胸むな糞くそ悪げに顔を歪ませ、

「この人たちにはこれで住む家もない。食べ物もない。畑も近くの森も焼き払われ、打つ手なしだ。他の村々もそうだろう。彼らを救えるのは、俺たちしかいない」

「っ！　それが目的ですか……」

　怒りで赤みを帯びていたスカーヴィズの顔から、一気に血の気が引いた。

「ああ、おそらくな」

　戦いくさに赴く際、いかに食糧を確保するか、は極きわめて重要な課題である。

　本国から敵地まで運びこむのは手間がかかる。敵地でも住民に迷めい惑わくはかけられないと勇斗は十分な食しよく糧りようを確保してから戦うが、ユグドラシルのほとんどでは侵しん攻こう作戦での食糧確保は現地調達が基本である。

　そう、それが基本だというのに、この民たちを救おうとすれば、手持ちの食糧を分けるしかなくなる。まったく真逆の行動だ。

「いちいち助けていたら、食糧がいくらあったって足りやしない」

　グッと下唇を噛み締め、勇斗は唸る。

　沙さ耶やの話を聞き、敵には一いつ切さいの容よう赦しやをしない、冷徹な修羅になる覚かく悟ごは定めてきた。

　しかし、家を失い食べるものさえない無む辜この民を、他国民とは言え見捨てるなどそれだけは流石さすがにできない。

　そこまでフヴェズルングは見抜いた上で、この暴挙に出たのだ。

「卑劣にも程がある。なりふり構わずですか」

「だが、有効だ」

　いわゆる焦土作戦というやつである。

　防ぼう御ぎよ側が、自国の街や村、田畑、森、井戸、食糧などなど、敵に利用価値のあるものを一切合切焼き払うことで、自国領土に侵攻してきた敵軍に食糧・燃料の補給・休養等の現地調達を不可能とする戦術である。

《鋼》軍は食糧こそ自前で持ってきてはいるが、さすがに薪たきぎなどは現地調達の予定だった。火が起こせなくては、せっかく持ってきた食糧も、食べることが出来ない。

　水も現地調達の予定だったが、この調子では井戸や川に毒が混入されている可能性も捨てきれない。

　家がなければ、ずっと野宿だ。日や雨からいくらか守ってくれる木々もなければ、兵士たちの疲労も格段に跳ね上がるだろう。

　そこに先程の避難民の救助である。おそらく進めば進むほど、敵は自国を焼き払い、難民は増えるだろう。

　その負担はどんどんと《鋼》の財政にのしかかってくるはずだ。進軍も遅々としたものになるに違いない。

「ふ～……は～……ふ～」

　勇斗は大きく深呼吸する。

　これまでの彼ならば、難民を連れて引き上げを決意していたであろう。だが、今の勇斗にはどうしても引けぬ理由がある。

「上等だ。あえて乗ってやるよ、兄貴。フェリシア、とりあえず、村人たちに食糧を与えて、ミュルクヴィズに向かうよう指示しろ。それからリネーアに伝でん書しよ鳩ばとを飛ばせ！　ガンガン食糧を送らせろ！」







「くくくっ、甘ちゃんめ」

《鋼》が難民に食糧を配っているとの報に、フヴェズルングは満足げにほくそ笑んだ。

　予想通りの展開である。

　人の上に立つ者は、時に冷徹な判断を下さなくてはならない。情にほだされ判断を誤れば、結果、救った人間の五倍一〇倍の人間を殺すことに繋つながるのだ。

　逆に、大勢から眉まゆをひそめられるような残虐な行こう為いであろうと、結果、それがより大勢の命を救うことになることもある。

　今回の焦土作戦にしたところで、いろいろ思案した結果、これが最も自軍の被害の少ない、ほぼ唯ゆい一いつ勝機があると見込める戦略だった。

　逆の立場にあったとしても、勇斗には逆立ちしても絶対に真ま似ねできぬ判断である。為す術なく立ち往生でもしていたことだろう。

　天の国からいくら知識を引っ張ってこようと、所詮それがあの男の限界なのだ。

「なお進んでくるか。それだけは少々意外だったな」

　フヴェズルングの知る勇斗ならば、これ以上進めば、民衆に多大な被害が出ることを気にして、兵を退いていただろう。

　まったく敵地の領民にまでお優やさしいことだ、と思うが、そういう男だった。

　それでもなお進んでくるとは、宗主パトリアークとして二年、多少は融通が利くようになったのかもしれない。

「まあ、こちらにとっては大いに好都合だ」

　くつくつとフヴェズルングは嗤わらう。

　このまま引き返されては、危機こそ去るものの、こちらの負け分が多すぎる。

　それなりのものは返してもらわねば、割が合わなかった。







　その後も《鋼》の進軍は続いた。

　そしてフヴェズルングは顔色一つ変えず淡々と、《鋼》の進軍ルートの村々を先回りして焼き払い続けた。

《鋼》軍も、難民を保護し続けた。

　それだけ食糧を配っても軍を維い持じできるというのだから、よほど兵へい站たんをしっかり整えて今回の征せい伐ばつに望んだらしい。

　間者の報告では、それを指揮したのは《角》の宗主にして、《鋼》の若頭かしらに就任したリネーアとかいう少女だという。

　この手のことは《狼おおかみ》ではヨルゲンが上手かったが、さすがの彼かれもたった一ヶ月でここまでは無理だったろう。

　まだ年若いというのに大したものだった。

　やがて《鋼》が、かつての《蹄ひづめ》の族都ノーアトゥーンまであと二日の距離にまで迫った頃、フヴェズルングの下に朗報が舞い込んでくる。

「潜ませた間者より報告です。本日、大量の補給物資を載せた荷駄隊がミュルクヴィズより出発したとのことです」

「ふん、来たか。さすがにそうポンポン配っていれば、持ってきた分などすぐさまなくなろうよ」

　ナルヴィの報告に、フヴェズルングは会心とばかりにグッと拳を握にぎり締しめる。難民に紛れて、こちらの間者を数人、《鋼》陣じん営えいに紛れ込ませていたのだ。

「……嬉しそうですね」

「ああ、これで《鋼》とやらを一網打尽にできる」

「？　物資が届けられれば、さらに踏ふみこまれるのでは？　このノーアトゥーンも焼き払うおつもりで？」

　そう問うナルヴィの表情は硬い。さすがに自国の領土を焼く主に、疑念を拭えないのだろう。

《豹》の人間の中ではなかなかに頭も切れるので重用していたが、所しよ詮せんはこの男もこの程度ということか。戦略というものがわからないらしい。

　しかし、この男でそうなら、《豹》軍の中にもフヴェズルングに疑念を持つ者が少なからず出てきていそうである。

　やはりそろそろかたをつける必要がありそうだった。

「焼き払う前にこの展開になってくれてほっとしているよ」

「よくわかりません。敵が食糧を補給することが、どうして《鋼》を一網打尽にすることに繋がるのです？」

「ふん。何のために戦いもせず、むざむざ敵を懐に招き寄せたのだと思っている？　奴らの補給線を伸ばすためよ」

　そう、全てはこのためだった。

　今回のことは、フヴェズルングの《豹》内の求心力の低下ももたらすだろう。だが、構わなかった。

　勇斗に一矢報いる。

　もはやフヴェズルングの頭にあるのはそれだけだった。

　フヴェズルングは机に広げた地図の一点を指さし、そのまま西へとなぞっていく。

「《豹》内で長く伸のびに伸びた補給線、砦や街などの中継地点もない。地の利もこちらにある。隙すきを突くなど造作もない」

「っ！　なるほど」

　ここでようやくナルヴィの顔に理解の色が浮かぶ。

　愚ぐ物ぶつが、とフヴェズルングは内心毒づいたものだが、彼を責めるのは酷だろう。

　フヴェズルングは知る由もないが、歴史上、初めて焦土作戦を実行したのは、紀元前六世紀、アケメネス朝ペルシア帝てい国こくのダレイオス一世の攻こう撃げきを受けたスキタイであったとされる。

　実に一〇〇〇年近く先の戦略を取り入れたフヴェズルングの先見の明こそがずば抜けているのだ。

「ここで我らに荷駄を奪うばわれれば、奴らは敵地で兵ひよう糧ろうもないまま孤立する。我らを圧倒する一万という大軍が、今度は奴ら自身の首を絞めるのだ！」

　人は食べねば、生きていけない。

　人の数が多ければ多いほど、食糧は必要になる。

　しかし、食糧が残りわずかとなればどうなる？

　まず間ま違ちがいなく取り合いが起こる。それはやがて暴動めいたものになり、統率が失われ、軍としての体裁を失うだろう。

　そこに攻め入れば、赤子の手を捻ひねるがごとく打ち破れよう。

　確かにまともにやりあえば、《鋼》には『荷車の壁かべ』に『火の蛇』と強力な武器があり、とても勝てそうにない。

　だが、一戦も交えることなく相手を弱らせる。そんな手もあるのだ。

「さぁ、ゆくぞ、ナルヴィ。奴らを生き地獄に叩き込んでやるのだ！」







「来たな」

　フヴェズルングは藪やぶにじっと身をかがめ、息をひそめてつぶやく。

　ここはすでに《鋼》の侵攻を受け、《鋼》の勢力圏の地ではあったが、一方で砦などもあらかた焼却しておいたおかげで、警備兵などもなく、少人数なら侵しん入にゆうするのはさほど難しくはなかった。

　この辺りは、騎き兵へい中心である《豹》の機動力あってこそである。現在、馬は少し離したところに留めてある。

　フヴェズルングの視線の先では、武装した兵士たちが整然と歩んでいく。

「あの先頭の男、見覚えがあります。ケルムトで《角》軍を率いていた男です。確かハウグスポリといったでしょうか」

　同じく藪に身を潜めつつ、じっと目を細めて彼らを見ていた男が報告してくる。

　フヴェズルングには全く判別が付かない。

　男はごくごく普ふ通つうの、取り立てて秀でたところもない《豹》の兵士だが、それでも生まれてからこのかたずっとずっと、草原で何千と地平線の彼方から昇る朝日と沈しずむ夕日を見てきたはずだ。

　その視力は、所詮街育ちのフヴェズルングが敵かなうものではない。その彼が断定するのだから、そうなのだろう。

「ほう、ならば当たりっぽいな」

　兵へい站たんの総指揮を執っているのが《角》の宗主だという情報を、フヴェズルングはすでに掴つかんでいる。その《角》の若頭補佐ほさである彼が補給部隊の警護を任されているという可能性は低くない。

　実際、見る限り、《角》旗下と思わしき兵士たちは、かなり周りを警けい戒かいしている様子だった。

「来ました。荷駄部隊です。かなりの数です！」

「そうか！　情報通りだな。よし、早さつ速そく、ナルヴィに伝令を飛ばせ！」

「はっ！」

　男が中ちゆう腰ごしのまま、素早く、それでいて静かに移動していく。

　フヴェズルングがそのまま息をひそめて様子をうかがっていると、しばらくして、

「敵てき襲しゆうー！　敵襲ーっ！」

《角》兵士たちの間に、ものものしい緊きん張ちようが疾る。

　彼らが弩いしゆみを構えた方向に目を向けると、砂さ塵じんを巻き上げ、数百騎きはあろうかという集団が突っ込んできていた。

　言うまでもなく先程指示を出したナルヴィ率いる部隊である。

「慌あわてるな！　もはや《豹》など物の数ではない。クレインクイン部隊、構え！　点火！」

　ハウグスポリの号令の下、兵士たちが手に持ったものをなにやら親指で押すと、ボッと火が点く。

　いったい何事かと思った。

　前回は《豹》兵の状態に着目していたために気づかなかったが、火種というものは、作るのに相応の道具と時間がいったはずだ。親指で押すだけで火が点くなど、もはや妖よう術じゆつの類たぐいである。

　間違いなく、これも勇斗が関係しているのだろう。

　俺にもあいつのように無限の知識を引き出せる道具があれば……。そう思わずにはいられない。嫉妬で気が狂いそうだった。

「撃てーっ！」

　兵士たちの弩から、次々と、球状の土器が放たれる。

　それは恐おそろしい飛ひ距きよ離りを弾き出して、はるか遠方にいるはずのナルヴィの部隊へと着弾する。

　そして――

　パァン！　パンパンパパパパパパン!!

　空気が張り裂けんばかりの凄まじい轟ごう音おんが轟とどろいてくる。

　距きよ離りがあってこれなのだから、間近で耳にした者たちは相当に違ちがいない。

　事実、ナルヴィたちの突撃が止まっていた。

　振ふり下ろされたり、あらぬ方向へ駆かけて行ったり、とても見ていられない。

「敵は混乱しているぞ！　白兵隊！　突っ込めーっ！」

「「「「「おおおおおっ!!」」」」」

　今度は雄お叫たけびとともに、歩兵たちが槍を構えて走り出す。ケルムトと隘あい路ろでの戦いはこれで為す術なくやられたが、すでに『火の蛇』で馬が使い物にならなくなることはわかっている。

　そして、『火の蛇』の殺傷力は致命傷を負うほど高くはないということも。

　それを周知させれば、馬に乗っている人までは混乱しない。

　ナルヴィ率いる《豹ひよう》部隊が、皆みなすかさず馬を降りるや、弓を構え射放つ。

　ヒュヒュヒュン！

「ぐあっ！　ぎゃあっ！」

　矢が刺さり、何人かの《角》兵士たちが悲鳴を上げる。

　だが、所詮は多勢に無勢であった。

《角》の護衛隊は一〇〇〇は下らない。一方の《豹》部隊は奇襲を仕掛けるため目立たないよう二〇〇程度と数を絞っている。

　降り注ぐ矢をものともせずに、《角》の兵士たちが突っ込んでいくと、《豹》の兵士たちは慌てて背を向けて逃げ出した。

「追え！　追えーっ！」

「やっちまえー！」

「ぶっ殺せー！」

《角》の兵士たちが威勢のよい叫声とともに追つい撃げきを始める。

　勝利に目がくらみ、逃げる敵はつい追いかけてしまう。戦場では極めてよくあることだった。

　全て手はず通りである。

　さすがは《豹》の兵士たちだ。馬に乗っておらずとも、一いち撃げき離り脱だつの妙というものをよく心得ている。

　いかにも敵の勢いに押おされて逃げ出したようにしか見えない。実に鮮やかなものだった。

「よし、頃ころ合あいだな！　ゆくぞ、皆の者！」

　バッと藪の中から立ち上がるや、フヴェズルングは叫び走り出す。

　ダッとその後ろに、選りに選りすぐった三〇〇の歩兵が続く。

　馬が使えないのなら、使わなければいいまでである。先程、見たとおり、馬が使えずとも、《豹》の兵士たちが熟練した精せい鋭えいであることには変わりはないのだ。

「くっ！　伏ふく兵へいだと!?　戻れ！　戻れーっ！」

　遠くハウグスポリの慌てたような叫びが響ひびいてくる。

　もう遅い。

　一度動き出した兵というものは勢いがついていて、そうそう止まれるものではない。しかも目の前に逃げる敵がいるのだ。追わずにはいられないのがサガというものだ。

「う、うわっ！」

「くっ、荷駄を守れーっ！」

　荷駄を守る兵士たちが慌てたように剣を構える。だが、ほとんどの者は先程のナルヴィ隊を追いかけて出で払はらっている。明らかに手薄である。

「ふはははっ！　邪じや魔まだ、どけいっ！」

　フヴェズルングはそれぞれ一刀の下に警備兵たちを斬り殺し、そのまま《豹》の奇き襲しゆう部隊とともに荷駄隊へと接近する。

　ついでに先程の弩兵も斬り下ろし、『火の蛇』を強奪する。持って帰って調べ、再現できればこちらのものだ。

「よし、火を起こせぃっ！」

　叫び、供の者に命ずる。

　これほどの量の物資を奪うのはさすがに骨である。持ち運んでいる内に、ハウグスポリたちが戻もどってきてしまうだろう。

　ならば燃やすしかない。食べ物が極めて貴重なユグドラシルにあって、それは神をも恐れぬ所業であったが、フヴェズルングは果断だった。

「ふはははっ！　もらったぞ、ユウト。俺の勝ちだ！」

　あとはこのまま火を点けて回れば、食糧を失った《鋼》は敵地の奥おく深くで立ち往生である。もはや自滅するのを待てばいいだけだ。

　供の者が火種を作るため棒に弓の弦つるを巻きつけ始める。それを守るように、フヴェズルングは周囲を警戒し、ふと寒気を覚える。

　それは幾いく多たの視線をくぐり抜けた者だけが持つ、第六感だった。

　慌てて殺気を感じた方向へと振り返る。

　バサッ！

　荷駄に掛けられていた布が宙を舞っていた。

　目に飛び込んできたのは、陽ひを浴びて鮮あざやかに輝く銀色の髪と、振り下ろされる銀光だった。

「ぬぅっ！」

　フヴェズルングは咄とつ嗟さに日本刀で受け止めるも、

「ぐあっ！」

「ぎゃあ」

　すぐそばで断末魔の声が響く。ジークルーネと同じく飛び出してきた親衛騎団の兵士たちに反応できず、その刃やいばにかかったのだ。

「読まれていた、のか!?」

　ギリギリと鍔つば迫ぜり合いを凌ぎつつ、フヴェズルングが憤怒に口元を歪ゆがめる。

「当然だ。父上はこう言っていたぞ。『フヴェズルングは弱点をたちどころに見抜き、確実にそこを突いてくる』とな」

「ぬぅぅぅぅっ！」

「さぁ！　前回の雪辱、晴らさせてもらおうか！」







『お父様の読み通り、《豹》が仕し掛かけてまいりました。現在、親衛騎団が交戦中です。仮面の男も確認。《豹》宗主フヴェズルングかと思われます！』

「そうか！　俺たちもそちらに急行する！」

　クリスティーナからのトランシーバーによる報告に、勇斗はグッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　なんとか罠わなにかかってくれたようである。

『利を以もつて之これを動かし、卒を以て之を待つ』

　先の『ケルムト川の戦い』でも用いた孫子の一節であり、勇斗が最も得意とする戦い方である。

　二年前、ロプトが凶行に及んだあの日、他人の気持ちを慮おもんぱかることの大切さを勇斗は身をもってつくづく痛感した。

　以来、常に他人の立場に立って物事を考える癖くせがついた。

　成長期の若い頃ころの悔かい恨こんは、ずっと心に「自戒」として残る。

　二年の間、たゆまぬ努力でそれを続けた結果、それは為政者としてのバランス感覚を鍛きたえるとともに、軍を指揮する者としても、相手の思考を読む力をも驚異的に育んでいた。

　焦土作戦を仕掛けられてなお踏み込んできた敵に打つ次なる手は、伸びた補給線を断ち切り、相手の補給を断つというのが歴史から見るセオリーだ。

　スキタイを攻めたダレイオス一世も、この戦術により兵力で敵を数十倍も圧あつ倒とうしながら撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされている。

　フヴェズルングの狙いもそこだろう、とすぐに勘かん付づいた。

　相手が何をしたく、何が欲ほしいのかわかれば、後は簡単である。孫子の教え通り、そこに罠を張って待ち構えればいい。

　今回、相手の奪取目標である兵糧を載せた荷駄に、ジークルーネたち親衛騎団を潜ませたように、だ。

　敵を騙だますにはまず味方から。難民と一いつ緒しよに紛れ込んでいるであろう間者の耳に入るよう、わざとらしくない程度にそれが本命の荷駄隊だと偽報も流して。

　上う手まく釣れたようで何よりである。

『しかし、こんな危険な任務に総大将自らとか、よくやりますね』

　クリスティーナが呆あきれたようにつぶやく。

　彼女の父は、実父、盃の父ともに宗主を務めるが、どちらも後ろにデンと構えて指示を出すタイプだ。

　彼女自身も、敵地に乗り込みはするが、危険と見ればすぐさま引き返すし、無理に潜入しようとはしない。

　そんな彼女には、今回のフヴェズルングの行動は、かなり無む謀ぼうに見えたのだろう。部下に任せればいいのに、と。

「自ら率そつ先せんして動くのも、大将の資質ではあるけどな。まあ、あの人の場合、最後の最後で他人を信用できないから、だが」

　そこもまた、勇斗とは対照的であった。

　勇斗はユグドラシルに来た当時、何も出来なかった。だから出来る他人に敬意を払い、他人を頼り任せることに抵てい抗こうがない。

　一方のフヴェズルングは、何でも出来る男だ。どんなことでも他人より上手にこなしてしまう。

　そのため、他人に任せるより自分がやったほうが確実、そういう考えが染み付いてしまい、重要な事ほど他人任せにせず自ら動かずにはいられない。

　かつて勇斗が宗主になることに激げき昂こうしたように。

　ナーストレンドでたかだか数十の手勢とともに自ら奇襲を仕掛けてきたように。

　先のケルムト川の戦いでも、川を渡わたり側面攻撃を仕掛け、フォールクヴァングに包囲戦を仕掛けたのは、フヴェズルング自身だった。

　ならば今回も――

「戦いの趨すう勢せいを決めるこの局面、必ず乗り込んでくると思っていた。さあ、チェックメイトだ、兄貴！」







「せいっ！」

「くっ！」

　袈け裟さ斬ぎりに振り下ろされる刀を、フヴェズルングはなんとか受け止める。

　手に痺しびれが疾はしる。

「はあああああああっ！」

「くおおおおっ！」

　つづいてジークルーネが繰り出したのは、銀光が幾多も残像を残すような連撃だった。

　なんとか防ぎつつも、フヴェズルングは動どう揺ようを隠せない。

　迅はやい。その上、一いち撃げき一撃が、重い。

　なにより、太刀筋に迷いがない。

　以前戦った時とはまるで別人である。

　幼少の頃、幾いく度どとなく剣けんの練習に付き合い、彼女の太刀筋も、特有の癖も、フヴェズルングは知り抜いている。

　にもかかわらず、押されているのはフヴェズルングであった。

　先のガシナでは、勇斗が強制送そう還かんされ、動揺激しい中での戦いだった。万ばん全ぜんの状態のジークルーネとは、ここまでの戦士に成長していたのか！

「ぬんっ！」

　フヴェズルングが力の力点をずらし、ジークルーネの太刀を滑らそうとするも、

「むっ！」

　ジークルーネは巧みに察知し、力の方向を変え、逆にこちらの体勢を崩そうとしてくる。

　柳やなぎの技法でいなそうにも、これだ。

「ちぃぃっ、小こ娘むすめが！　調子にのるな！」

　このまま受けに回っていてはいつか掴まると、フヴェズルングが攻勢に出る。

　怒ど濤とうの四連撃。

　一の太刀はスカーヴィズ。

　二の太刀は《豹》の猛もう将しようヴァーリ。

　三の太刀はヨルゲン。

　四の太刀は《豹》の良将ナルヴィ。

　一いち撃げきごとに太刀筋や癖を別人のそれへと変換することで、敵を惑わし虚を突く、フヴェズルングの奥義『千せん幻げんの太刀』である。

　一度見た技をことごとく盗める彼だからこそできる荒業だ。先の戦でも、ジークルーネ相手にこの技を仕掛け、手に負傷を負わせている。

　今回も、さすがのジークルーネといえど、一撃ごとに変化する太刀筋に対応しきれないようで、防ぐので精一杯で、あっけなく攻守を逆転する。

　だが、ここで時間はかけていられない。

　この状じよう況きようが敵の罠だというのなら、早々に離り脱だつせねばならない。悠ゆう長ちように戦っていられる余よ裕ゆうはなかった。

「とどめだ！　[image: ]」

《幻惑》の呪歌ガルドルとともに、渾こん身しんの突きを放つ。これでジークルーネには切っ先が二重にブレて見えるはずである。

　不意に、すぅっとジークルーネの目が細まるのが見えた。

　瞬しゆん間かん、フヴェズルングの全身の毛という毛が逆立った。

　ひょいっとジークルーネは、幻惑に惑わされることなく、フヴェズルングの必殺の太刀を首を傾げるだけであっさりとかわしてのけ、そのまま踏み込んでくる。

「くっ！」

　咄嗟にフヴェズルングは後ろに大きく飛び退いた。

　考えての行動ではない。

　先さき程ほどからフヴェズルングの第六感が発している最大級の警報に従ったまでである。

「はぁっ！」

　ジークルーネの手から神速の銀光がほとばしった。

　これまでのものとは、比べ物にもならぬ。

　さすがのフヴェズルングも、反応さえできない。

「……つっ!?」

　胸にかすかな痛みが疾る。

　だが、なんとかかすっただけのようだ。

　あとほんの少しでも後ろに飛ぶのが遅おくれていたら、自分は真っ二つにされていたことだろう。

　見れば、刀を振り抜いた姿勢のジークルーネが手首を返し、第二撃を放とうとしているではないか。

「ちぃっ！」

　恥はじも外聞もなく、フヴェズルングは踵きびすを返し走り出す。

　今のジークルーネは尋常ではない。

　まとう空気が、刃のように、否いな、鉄をも断ち切る日本刀のごとく研ぎ澄まされている。

　このままやりあえば、確実に負ける。

　確信として、それがわかった。

「っ！　待て！」

　ジークルーネが追いかけてくる。

　だが、待てと言われて待つ道理はない。そもそも今はジークルーネを討つことよりも、この場を離脱するほうが先決である。

「これは罠だ！　退け！　退けーっ！」

　叫びつつ、フヴェズルングは、目の前に立ち塞がった《角》兵を一刀の下に斬り伏ふせ、なお駆ける。

「逃がすかっ！」

　ジークルーネがものすごい速度で追ってくる。

　さすがは戦せん闘とう特化のエインヘリアルである。身体能力は明らかにフヴェズルングより上だった。

　このままではあっという間に追いつかれる。

　咄嗟にフヴェズルングは腰袋の中から『炎の蛇』を取り出す。先程、調べるために回収したものだ。

　そして振り向きざま投げつけた。

　冷静に考えれば、火を点けねばならないことを思い出すべきであったが、爆ばく発はつした時の印象が強すぎたのだろう。

　だが、運は彼に味方した。

　それがなんなのかジークルーネにもわかったのだろう、慌てて後ろに飛び離れた。彼かの女じよもまた、爆発の印象が鮮せん烈れつに脳のう裏りに焼き付いていたらしい。

　さらにフヴェズルングが幸運だったことは、ジークルーネ自身にではなく、彼女の足元に投げつけたことだった。

　それは単に急いでいたため、ろくすっぽ狙いもつけずに投げたせいだったが、

　パァン！

　勢いよく地面に叩たたきつけたことで、その衝しよう撃げきと摩擦熱で『火の蛇』が破は裂れつする。

　咄嗟に飛び離れたことでジークルーネには怪我はないようだが、それでも足止めには十分だった。

　フヴェズルングはその隙に馬を留めていた場所までなんとかたどり着き、命からがら戦場から離脱したのである。







「フヴェズルングは取り逃がしたか」

『はっ、申し訳ございません！　わたしが至らぬばかりに……』

　トランシーバーからは、ジークルーネの口惜しそうな声が聞こえてくる。

　どうやらフヴェズルングをあと一歩のところで討ち漏もらしたようだ。

　非常に残念ではあるが、一方でまだ予想の範囲内でもある。

「いや、いくらお前でもそう簡単に打ち取れるタマじゃない。気にするな」

『し、しかし……』

「安心しろ。必ず捕まえるさ。このまま帰したら、また街や村を焼きかねないからな」

　覚かく悟ごの炎を目に灯ともし、勇斗が底冷えする声で言う。

　その気迫が、トランシーバー越ごしにもジークルーネに伝わったのだろう、ゴクリと唾つばを飲み込む音が響いてくる。

「ルーネ、お前はそのまま親衛騎団とともにフヴェズルングの捜索を続けろ」

『はっ！　畏かしこまりました！』

　きびきびとした返事とともに、通信が切れる。

　勇斗はすぐさまフェリシアのほうを振り向き、

「フェリシア！　聞いての通りだ。ノーアトゥーンへの道を全て封ふう鎖ささせろ。捜索隊の編成も済んでいるな？　この辺り一帯虱しらみ潰つぶしに捜さがし尽つくさせるんだ。ここで終わらせるぞ！」







「フヴェズルングだ！　追え、追えーっ！」

「捕まえれば、恩賞は望みのままだぞ！」

「待ちやがれー！」

　後方から、怒ど号ごうが降ふってくる。

　ノーアトゥーンへ戻ろうとしたフヴェズルング一行だったが、《鋼》の一部隊と遭そう遇ぐうし、慌てて反転、来た道を駆け戻る羽目に陥おちいっていた。

　しかもすでに、これで敵に遭遇したのは五度目である。

　機動力に勝る騎き馬ばということで、なんとかかんとか逃げおおせているが、今や矢も尽き、連れてきた三〇〇の手勢も逃走する間に散り散りとなり、一〇分の一ほどにまで激減してしまっていた。

「あの男に、完全に踊おどらされたというわけか……ッ！」

　憤怒とともに、忌々しげにフヴェズルングは吐はき捨すてる。

　包囲網の構築がとにかく速い。

　明らかに、前もって準備されていたものだ。それはすなわち、フヴェズルングの思考を完全に読み切っていた、ということでもある。

　勇斗がフヴェズルングを上回るのは、あくまで天の国の知識のおかげ、そのはずだった。

　だというのに、フヴェズルングが上回っているはずの戦術面で、手のひらの上で転がされたのだ。

　その結果、自分は惨めに逃げ惑っている。

　これほどの屈辱はなかった。

「むっ！　見つけたぞ、フヴェズルング！」

「ちぃっ！　ジークルーネか！」

　向かい側から馬を駆って現れた銀髪の戦乙女いくさおとめに、フヴェズルングは即そく座ざに愛馬に回れ右をさせる。

　全力で馬を駆けさせるが、相手も負けじと追いすがってくる。

　今までは相手が徒歩だっただけに逃げ延びるのはそう難しくはなかったが、今回は相手も騎馬、同じ条件である。

　実に厄介な相手に見つかったものだった。

「くうう、まだだ！　まだ俺は敗けたわけではない！　この包囲を抜ければ、どうとでもなる！」

　そう自分に言い聞かせつつ、フヴェズルングは一心不乱に馬を駆けさせ続けた。







「ごくごくごくっ……ふう」

　フヴェズルングは流れる小川に顔を突っ込み喉のどを潤うるおすと、ぐいっと口元を拭う。

　ここに来てフヴェズルングがとった焦土作戦が裏目にでていた。飲み水を確保するのにえらく難儀したのだ。

　おかげで《鋼》の侵しん攻こうルートとは遠く離れたこの地まで、ほとんど飲まず食わずの強行軍を強しいられることとなったのである。

　ついで、フヴェズルングは最後に残していた干し肉二枚を平らげる。

「これでようやく一ひと心ごこ地ちついたな」

　パンッと腹を叩き、フヴェズルングは立ち上がる。

　すでに周りには、彼かれ以外、人ひと影かげはなかった。

　追手の姿も、そして《豹》の兵士たちの姿も。

　人が多いとどうしても目立つ。特に《豹》の人間は遊牧民独特の衣装なので尚なお更さらだ。なので逃にげるのには邪魔だと切り捨てたのである。

　馬も同様に、目立つからと捨ててきた。アールヴヘイムで馬に乗れる者などかなり限られる。足あし跡あとを残すようなものだった。

　仮面も今は外し、予備の仮面を部下に渡して囮おとりとして別方面に走らせた。

《豹》の宗主パトリアークとして、彼を彼たらしめるもの全てを捨て去ることで、ようやく逃げおおせたのだから、なんとも皮肉なことだった。

「さて、行くか」

　フヴェズルングは北東へと歩き出す。

　すでに西側、すなわち《豹》の拠点であるノーアトゥーン方面は封鎖されている。その隙をうかがおうとしても、そうしているうちに包囲が狭まり捕まるのがオチだ。

　だが、ノーアトゥーンとはまったく正反対の方向なら、まだ包囲の手は及んでいないに違いない。そう読んでの判断だった。

　実際、昨日から追手を見ていない。

　かなりの遠回りとなるが、なんとかこのままヒミンビョルグ山脈を越こえて《豹》に帰き還かんすることができそうだった。

　人の手のほとんど入っていない山越えはかなりの困難が伴うが、《狼おおかみ》の先代ファールヴァウティ殺害の件で追われた時にも経験している。何ほどのことではない。

「フ、フハハ！　ここまでは読めなかったようだな！　そうだ、所しよ詮せん、先のはまぐれ……」

　そこまで言いかけたところで、フヴェズルングは視線の先に人影を見つける。

　その男は、一言で言うなれば、不ふ吉きつという言葉がとにかく似合った。

　ひょろっとした長身痩躯で、頬ほおもこけ、顔色も悪い。なのに眼だけは鷹たかのように鋭するどくこちらを睨にらみつけている。

　まとう空気も剣呑であり、さながら死神が服を着て歩いているような男だった。

　フヴェズルングはその男を知っていた。

　そう、嫌いやというほどよく知っている。

　フヴェズルングに戦士としての基き礎そを叩き込んだのは、他でもないこの男なのだから。

　その強さに憧れ、目指した存在だったのだから。

「スカーヴィズ……」

　先代の『最も強き銀狼マーナガルム』、かつて《狼》最強と謳うたわれた男だった。
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「なぜ……ここがわかった？」

　フヴェズルングは懐から取り出した仮面を取り付けつつ、問う。

　正体を隠すつもりは、もちろんない。自分からバラしたほどだ。

　だが、この仮面は、勇斗を信じまんまと騙された道化かつての自分との決別の証あかしである。

　ロプトという名も、その顔も、とうに捨て去ったものだ。今さら人目に、よりにもよって《狼》の人間に晒すつもりはなかった。

「ここが最も確実に貴様が《豹》に帰還できそうな道だったから、だ」

「チッ、なるほど、な。さすがは我わが師といったところか」

　苦々しげに、フヴェズルングは舌打ちする。

　弟分として弟子として三年寝食を共にし、フヴェズルングが出世して頭角を表しだしてからは戦友として、共に《狼》の為ために互たがいに背中を預け戦い抜ぬいた仲だ。何を考えどう動くか、お互い知り尽くしている。

「相変わらず、顔に似合わず律儀だな。部下も連れずに一人とは、不肖の弟子の始末は自らの手で、といったところか？」

「そうだ。師としての責任を取り、貴様に引導を渡しにきた」

　言って、スカーヴィズはすーっと腰の刀を抜き放つ。

「ふん。あんたにできるかな？　ナーストレンドの時同様、返かえり討うちにしてくれるわ」

　フヴェズルングもハッと鼻で嗤わらうや、刀を抜いて構える。

　瞬またたく間まに、周囲に闘気が満ち、空気が重く張はり詰つめていく。

　剣呑な気配を感じ取ったのか、近くの森からバササッと一斉に鳥が羽ばたいた。

　それが合図となった。

　キィン！

　二本の銀光が交差する。

　その後も瞬く間さえないほどに、剣閃が二人の間を幾いく重えに飛とび交かう。

　しかし一〇合ほども打ち合うと、戦いの天秤は明らかに片方へと傾き始めた。

　優位の立ったのは、スカーヴィズである。

「ぐっ！　ぬううっ!?　なんだこの違和感は!?」

　劣れつ勢せいに追い込まれ、フヴェズルングの口から苦く悶もんの声が漏れる。

　わけがわからなかった。

　油断など一いつ切さいなく、敵に集中しているというのに、敵の初動を尽ことごとく見み逃のがしてしまう。

　おかげで相手の攻こう撃げきへの反応が遅れ、後手に回されてしまっている。

　だが――

「そういうことか！」

　さらに一〇合、打ち合ううちに正解へとたどり着く。さすがはフヴェズルングである。観察力において、彼の右に出る者はまずいない。

　戦闘の素人しろうとというものは、得てして相手の武器に視線を集中させがちだが、ある程度以上の域に達たつすると、それでは間に合わない。

　剣が動いてから反応していては、人間の反射神経では対応できないのだ。

　ゆえに、殺気、目線、呼吸、肩かたの動き、足運び、その他もろもろから、剣が動く前、その予備動作を捉とらえて対処する。

　それが熟練者の戦いというものである。

　驚おどろくべきことに、スカーヴィズの動きにはその予備動作がないのだ。

　いや、まったく完全にないわけではないのだが、極きわめて少ない。ゆえに初動を捉えきれないのだ。

　種がわかったからとて、対処のしようがない。まったく面めん倒どうな技である。

　実に面倒だから、使う価値がある。

「わかってしまえばこっちのものよ！」

　フヴェズルングはそう吼ほえるや、そっくりそのままスカーヴィズの太刀筋を真ま似ねて放つ。

　彼の持つルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》は、ありとあらゆる技をたちどころに盗む。

　これで条件は同じだ、とニヤリと口元を歪めたフヴェズルングだったが、その笑え顔がおはすぐさま凍りつくこととなる。

「ふっ！」

　スカーヴィズはフヴェズルングの渾こん身しんの一撃をあっさりと柳の技法で滑らせる。

　なんとか気づいて咄嗟に力を抜いて上体が流れるのを阻止するも、ついで飛んできた横薙なぎの一撃に心胆寒からしめられる。

　慌あわてて腰こしをかがめてやり過ごしたが、髪の毛数本持っていかれた。

「ならばこうか！」

　再び今のスカーヴィズの太刀筋を真似て、同じく刀を横薙ぎに一いつ閃せんするも、しかしやはりあっさりとかわされる。

　そしてその隙すきを突ついた反撃に遭あい、左肩に熱が疾はしる。

　かすった程度、戦闘には支障はないが、しかしフヴェズルングの心はまるで穏おだやかではなかった。

　そのフヴェズルングの心を読んだように、スカーヴィズがフッと鼻を鳴らす。

「いかな貴様とて、この業わざは盗めんよ」

「なにっ!?」

　フヴェズルングは鼻白むが、実際、フヴェズルングの攻撃はスカーヴィズに完全に見切られていた。

　完全に真似できているのなら、いかな業の担い手たるスカーヴィズとて、もう少し反応が遅れるぐらいはあっていいはずだ。それがまったくない。

「貴様も察したようだが、この業は予備動作を消しただけだ。貴様に敗れてからこの半年、ただひたすらに鏡の前で剣を振ふり、見つけては直し、見つけては直しを繰り返して、な」

　スカーヴィズはあっさりと言い放ったものだが、それは恐おそろしく根気のいる作業である。

　癖というものは、なかなか直せぬから癖なのだ。

　それを不断の努力で直したところで、それによりまた新たな癖も生まれる。

　そのイタチごっこだ。

　もちろん、少しずつ少しずついずれは減っていくのだろうが、やってもやっても終わらぬ、気の遠くなるような作業だ。

　この域に達するまで、一体何本、鏡の前で素す振ぶりを行ったのか、想像すらつかぬ。

「私の太刀筋は、あくまで私の身体に合わせたものだ。私と貴様とでは、体格も、筋肉のつき方もまるで違ちがう。同じ動きを真似したからとて予備動作は消せんよ。お前自身の理想の動きを見つけん限り、な」

　喝かつ破ぱし、スカーヴィズが正眼に刀を構える。

　二人は知る由もないが、この業こそ、日本の古流武術において、無む拍びよう子し、縮しゆく地ちなどの名めい称しようで伝承される、奥義中の奥義であった。

　基本の繰り返しにより到れる、基本の先にある業、ゆえにこそ奥義なのである。

「くっ！　ならばぁっ！」

　フヴェズルングが咆ほう哮こうとともに刀を振りかざす。

　追い詰められ、最後に頼るのはやはり最も得意とする技である。

　千幻の太刀。

　これまで盗んだありとあらゆる人間の太刀筋を繰り出すという、無拍子とはまったく逆の発想の技である。

　毎回毎回、どの太刀筋を出すかの順番は違う。

　まさに変幻自在、誰だれにもその攻撃は読めないはずだったが――

「ふん、まだ若く経験の足りないジークルーネなら惑わせられようが、俺がどれだけ死線を越えてきたか、お前も知っていよう。こんな小手先、通用せぬ」

　――その言葉通り、繰り出す攻撃のどれもが、あっさりと打ち払われる。

　弾かれる。

　受け流される。

　幻惑の太刀さえあっさり見破られ、ついに懐に入り込まれた。

　すでにスカーヴィズは腰を捻り、横薙ぎの一閃を放とうとしているところであった。

　これは死んだ。

　心の底からそう思った。

　しかし、なぜかスカーヴィズの攻撃は妙にゆっくりに見えた。

　視界もなぜか色が消え、全てが灰色になっていた。

　人は死に瀕ひんした時、全ての事象がゆっくりになると聞く。

　それかと思った。

　ほぼ同時に、好機だ、とも思った。

　このままでは死を待つのみだ。だが、このゆっくりした速度なら、どうとでもできそうである。

　試ためしにフヴェズルングは、スカーヴィズの刀の予測される軌道に自らの刀を滑りこませようとする。

　思ったように身体が動かない。

　まるで水の中を動いているような、鈍重な感覚である。

　だが、それでも明らかに、スカーヴィズの動きより迅はやかった。

　キィン！

　金属音とともに、二つの刀が弾かれる。

　フヴェズルングはなんとか九死に一生を得たようだった。

　しかしまだ危機は去っていない。

　スカーヴィズが弾かれた刀を握り直し、そのまま上段から振り下ろすのが見えた。

　フヴェズルングはゆっくりとその攻撃に自らの刀を合わせ、受け流す。

「っ!?」

　スカーヴィズが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。攻撃を見切っていなければ、出来ない芸当だからだ。

　先程までの余裕が、嘘うそのようである。

　彼のそんな顔を見るのは、実に愉快だった。胸の底から笑みがこみ上げてくる。

「くっくくっ、くははははははっ！　見える！　見えるぞ！　貴様の動きが手に取るようになぁ！」

　フヴェズルングの持つルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》は、ありとあらゆる技を盗む。

　それはまさしく、ジークルーネが至った『神速の境地』そのものであった。







「っ！」

　スカーヴィズが踏ふみ込むや、渾身の突きを撃うち放ってくる。

　改めて、大したものだと思った。

　突きはおろか、踏み込みの予備動作ですら、この状態でもほとんど見えない。

　だが、まったく問題ない。

　今ならば、刀が動いてから反応しても、余裕で間に合うからだ。

　身体を半身にして突きをやり過ごしつつ、相手の間合いへと大きく踏み込む。これもまた、相手の動きを見切っていなければ出来ない芸当だ。

「ふっ！」

　水のように重たい空気の中、刀を疾らせる。

　自らの動きが随ずい分ぶんと緩慢になったように錯さつ覚かくしてしまいそうだが、そんなことはない。

　実際にはこれまで生きてきた中で、間ま違ちがいなく最速の一撃である。

「くっ！」

　スカーヴィズが必死の形相で後ろに大きく飛ぶ。

　ついで、フヴェズルングは刀の切っ先に抵抗を感じた。だが、ほんのわずかだ。どうやら斬れたのは皮一枚といったところか。

　この状態のフヴェズルングの攻撃に反応するとは、やはり大したものである。『最も強き銀狼マーナガルム』の名は伊達ではなかったということか。

「突とつ然ぜん、反応も動きも跳はね上がった。チッ、なるほど、これがジークルーネの言っていた『神速の境地』というやつか」

　表情を強張らせたまま、スカーヴィズが舌打ちとともに吐き捨てる。

「ふむ」

　はたとフヴェズルングも納なつ得とくする。

　そういえば先日の戦いで、ジークルーネも突然、尋常じゃなく動きが冴え渡りだした。

　今思えば、この状態に至っていたのであろう。

　それをまさか無意識のうちに取り込んでいたとは、《千幻の道化師アルスイオーヴ》のルーンに感謝である。

「ふふっ、自分の才能が怖こわくなるわ」

「……そうだな、もっと怖れるべきだった」

「今さら遅いわぁっ！」

　ダッ！　と大きく踏み込むや、フヴェズルングは横薙ぎの一撃を放つ。

　だが、防ぐので精一杯、柳の技法を使う余裕さえないようだ。

　返しの刀で袈け裟さ斬ぎりに振り下ろす。

　それもスカーヴィズはなんとか紙一重で弾いた。

　腹ががら空きなのが見えたので、蹴りを打ち込む。

　スカーヴィズは咄嗟に肘ひじでガードするも、脚の力のほうが強い。勢いに押おされ、たたらを踏みながら、後ろによろめく。

　そこに再び横一閃の一撃を見舞う。

　刀を縦にしてそれをぎりぎり受け止めるスカーヴィズ。

「ふはは！　しぶといじゃないか！　だが、いつまでもつかな!?」

　哄こう笑しようしながらも、フヴェズルングは攻撃の手を止めない。

　大上段からの斬り下ろしに、横薙ぎの一撃。

　左斜め下からの斬り上げから、袈裟斬り。

　しかし、その疾しつ風ぷう怒ど濤とうの攻撃の嵐に晒されながら、スカーヴィズはフッと余裕げに嘲あざ笑わらってみせたのである。

「ふっ、お前こそいつまでもつかな？　ジークルーネから聞いているぞ。その動き、そう長い時間はもたんとな？」

「ぬぅっ!?」

　確かにあまりの興奮に気づかなかったが、剣を振る度、腕うでや腰に痛みが疾る。

　神速の動きに肉体のほうがついていけず、悲鳴をあげているのだ。

　どうやら早々に片をつけねばならないようだった。

「はああああっ！」

　咆哮とともに放つは、神速状態での千幻の太刀。

　壱！　弐！　参！

　肆！　伍！　陸！

　漆！　捌！　玖！

　その迅さはこれまでとは段だん違ちがい、まさしく全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぎ込んだ疾風怒濤の九連撃だ。

「っ！　ほっ、くっ、ぬっ、とっ」

　しかし、危なげではあるが、その全てをスカーヴィズは防ぎ切ってしまう。

「馬ば鹿かな!?」

　ありえない！

　奴やつは明らかに神速の領域には至っていない。

　なのになぜこちらの攻撃にここまで反応できる!?

「確かに今の貴様は迅い。が、それでも虎心王ドールグスラシルには及およばぬ」

　一度、とんでもない速度に慣れると、多少速くても大したことはないと感じるものだ。つまりはそういうことらしい。

　理屈はわからないでもないが、だからといって限度があろう。圧あつ倒とう的てきにこちらが迅いはずなのに、動きに遅い側がいつまでも受け切れるのは合点がいかなかった。

「さらに言えば、要領よく『虚』を突くのは抜ばつ群ぐんに上う手まいが、『実』がまるでなってない。身体の捌さばき、太刀筋、全てが甘あまいのだ。せっかくの迅さが台無し、それでは俺には届かん」

「ぐぬっ！」

「才ある者は得てして、簡単になんでもできるがゆえに基礎を疎かにしがちだ。貴様自身こそが、その才能を怖れるべきだったな」

「うるさいっ！」

　金切り声とともに、フヴェズルングが刀を振るう。

　だが、目も慣れてきたのか、あっさりかわされる。

「もっと脇わきを締めんか！」

「くぉっ！」

　ついでフヴェズルングは渾身の力を込めて振り下ろすも、

　キィン！

「足腰の鍛たん錬れんが足らん！　だから刀に力が乗らんのだ！」

「くぅっ！」

　岩にでも打ち付けたかのような感かん触しよくとともに弾はじき返かえされ、たたらを踏んでよろめく。

　この『神速の境地』をもってしても、この有様だ。

　この男には、どうあがいたところで届かぬのか。

　自分自身に、疑心が生まれる。

　こう言う時、己おのれを支えるのが日々の鍛錬だ。

　毎日どれだけ剣けんを振った、地道な体力づくりを行った、そういうものが寄る辺となる。

　だが、フヴェズルングにはそれがない。全て借り物だ。

　疑心はやがて迷いとなり、迷いは集中を乱す。

「っ!?」

　突とつ如じよ、フヴェズルングは全身が鉛なまりのように重くなるのを感じた。

『神速の境地』が解けたのだ。

　死を前にしての極限の集中力が、この境地への扉とびらを開く。迷いのある状態では、維い持じできるものではない。

「ぐっ、ぬっ」

　加速の代価が、激痛と脱力として一挙に襲おそってきた。膝ひざが笑い立っていられず、たまらずその場に片膝を突く。

　それでも耐たえ切れず、両腕で身体を支えることとなった。

　敵を前にして、この姿勢は危険などというものではない。立ち上がろうと力を込めるのだが、身体がまるで反応してくれない。

　さすがのフヴェズルングも理解した。もはやここまでのようだ、と。

「盗んで得た力など、所しよ詮せんはまがい物だった、ということか……」

　戦術のせの字も知らなかった勇斗に、たった二年であっさり追い抜かれ、剣でも徹底的に自分がここまで積み上げてきたものを全て打ち砕かれた。

　さすがのフヴェズルングも、事ここに至ってはそう思わざるを得なかった。

　スカーヴィズは小さく首を左右に振る。

「模倣が悪いわけではない。むしろ最初はそれが一番大事ですらある。だが、貴様はそこで満足した。それを取り込み糧として、自分自身の力を高めることを怠った。そこが御おや館かた様との差であり、貴様の敗因だ」

「ふん、今さら説教はいい。とっとと殺せ」

「……そうだな。ヴァルハラでまた会おうと言いたいところだが、貴様の所業では、ヴァルハラにも行けまい」

「はっ、言ってくれる」

　フヴェズルングが自じ嘲ちようするように鼻を鳴らす。

　そんな彼を見下ろしつつ、スカーヴィズは刀を天へと掲かかげていく。

「さらばだ、不肖の弟子よ」

　淡たん々たんとしたその言葉とともに、スカーヴィズは腕を振り下ろし――

　パンパン！

「はいはーい、そこまでーっ！」

　手を打ち鳴らす音とともに、なんとも場にそぐわない幼い声が響き渡る。

　スカーヴィズの刀が、フヴェズルングの眼前で止まっていた。

「クリスティーナか」

　その姿勢のまま、スカーヴィズがジロリと現れた幼い少女に視線を向ける。

　少女の後ろには、数十人からの兵士が立っている。

　どうやらフヴェズルングが山越えを選ぶことは、勇斗にも筒つつ抜ぬけだったらしい。まさしく完敗だった。

「『生死は問わない。だが、可能ならば、生かして俺の下に連れて来い』、それがお父様の命だったはずですよ？」

「……そう、だったな」

「法の門番たる貴方あなたが、お父様の命に背いては、いろいろ問題でしょう？」

「チッ」

　ピッと人差し指を立て言う少女に、スカーヴィズは舌打ちとともに刀を引く。その間ももちろん、フヴェズルングへの警けい戒かいはピリピリと感じる。

　この辺りの残心具合も、さすがだった。

「皆みなさん」

　少女がパチンと指を鳴らすや、後ろの兵士たちがわらわらとフヴェズルングに殺到する。

　乱暴に押さえつけられ、縛り上げられていく。

　もはや抵てい抗こうする力などないというのに、五人がかりとはご大層なことだった。

　そんな中、風が二人の声を運んでくる。

「一つ、貸しですからね？」

「……止めたことか？」

「いえ、一人で行くなんて無む茶ちやを見逃してあげたことです」

「そうだな、貸しにしといてくれ」







「おい、起きろ！」

　身体を乱暴に揺すられ、フヴェズルングは目ま蓋ぶたを開く。『神速の境地』で肉体を酷こく使ししたからだろうか、いつの間にか意識を失っていたようだ。

　どうやら自分は縛しばられたまま、馬車の荷台に転がされていたらしい。

《豹ひよう》の宗主パトリアークとして、絢けん爛らん豪ごう華かな装飾を施した寝しん台だいで寝ねていた自分が、たった数日でここまで落ちるとは、思わず自嘲するしかない。

「何を笑っている？　ほら、立てっ！」

「ぐっ」

　兵士に無理やり身体を起こされると、全身に激痛が疾はしった。これもまた『神速の境地』の後遺症のようだった。

　確かに戦せん闘とう能力は飛躍的に上昇するようだが、その対価はきっちり払わねばならないということか。

「降りろ。宗主様がお待ちだ」

　言われるままに、荷台の後方、縁へりがない場所から地面に脚を下ろす。

　睡眠を取ったからだろう、多少は身体が動くようになっていた。あくまで多少で、とても戦える状態ではなかったが。

　なにより、上半身を荒あら縄なわで何重にも縛り上げられている。周囲には《鋼》の兵士たちがあふれかえっていて、こちらに視線を向けてきている。

　この状態で抵抗する愚ぐがわからぬフヴェズルングではなかった。

　身体に巻かれた縄を引っ張られ、白い布で取り囲んだ天幕へと案内される。布の一つをくくりあげられ、中へ通されると、一いつ般ぱん兵とは明らかに違う、貫かん禄ろくのある男たちがずらっと並んでいた。

《鋼》軍の諸将といったところだろう。幾人か、フヴェズルングも見覚えのある顔があった。

　その先、最も奥おくで、黒くろ髪かみの少年が椅い子すに頬ほお杖づえを突き、じっとこちらを見つめていた。

　目が合った瞬しゆん間かん、フヴェズルングは思わずゾクッと身体を震ふるわせる。

　この場にいる誰よりも若いにもかかわらず、この場にいる誰よりも、貫禄と威い圧あつ感かんが漂っている。

　これが今の勇斗かと、正直、驚きを隠せない。

「貴様が、フヴェズルングか？」

　勇斗が、じっとフヴェズルングを見つめ底冷えする声で問うてくる。

　知らぬはずがなかろうに何を今いま更さらと思ったが、格の違いに圧あつ倒とうされ声が出ない。

　勇斗はやおら頬杖から身体を起こし、指を三本立てる。

「貴様は三つ、大罪を犯した。一つ、我が傘さん下かの《角》の領土を荒らしたこと。二つ、ガシナにて我が息子むすこオロフをはじめ、多くの家族の命を奪うばったこと。三つ、守るべき自らの領土を焼き払ったこと、だ」

　一つ一つ、勇斗は指折り数えていく。

　全すべての指を折りたたみ、フヴェズルングを冷淡な目で見下ろして勇斗は宣言する。

「その罪、万死に値する」

「っ！」

　勇斗の傍かたわらに控ひかえる金きん髪ぱつの美女が、青ざめた顔で息を呑む。

　フェリシア――フヴェズルングの血を分けた実の妹であった。さすがに自らの血けつ縁えんの死刑宣告に、衝しよう撃げきを受けているようだった。

　だが、覚かく悟ごはしていたようで、勇斗の決定に異議を唱えることなく、下唇を噛み締め、そっとフヴェズルングから顔を背ける。

　最後に見たのが悲しむ顔というのは残念だが、それでも死ぬ前に一目逢えて良かった。

　そうフヴェズルングが覚悟を定めたその時である。

「と、言いたいところだが、貴様には利用価値がある」

　ピンッと折りたたんだ人差し指を、再び立てる勇斗。

「ふんっ、昔なじみに情が湧いたか？　少しは成長したかと思ったが、やはり甘いな」

「昔なじみ？　何のことだ？」

　フヴェズルングの言葉をスルーして、勇斗は視線を右に移す。

「スカーヴィズ！」

「はっ！」

「よくぞ生け捕った。その褒ほう美びだ。これまでの忠勤にも報いよう。貴様に《豹》の名みよう跡せきをくれてやる」

「っ!?　俺を、《豹》の宗主に据すえる、と？」

　スカーヴィズ自身にもまだ打診もしていなかった話のようで、沈着冷静を絵に描いたようなこの男が、驚きに目を見開いている。

「そうだ。幸い、ここには《豹》の現宗主と、ギムレーには先代宗主がいる。正当な継けい承しよう権けんを主張するには十分だろう？」

　にやりと口くちの端はを吊つり上あげ、勇斗がなんとも悪どく嗤う。

　殺して名跡を奪えば、それは簒さん奪だつだ。正当性はなく、《豹》の者達もなかなか従いにくいだろう。

　しかし、生かした上で名跡を奪えば、それは禅ぜん譲じようだ。そんな力ずくの盃さかずきなど無効だと反発する者もいようが、殺して得るよりははるかに正当性がある。先代宗主まで《鋼》の手の内にあるのだから尚更である。

　勇斗はグッと自らの拳こぶしを固く握にぎり締しめる。

「俺には『力』が必要だ。このユグドラシルを統べるだけの力が、な。《豹》の騎き兵へいはそのためにもなんとしても手に入れておきたい」

「「「「「っ!!」」」」」

　周囲に衝撃とどよめきが疾る。

　さもありなん、今のは紛れもなく、天下に覇はを唱えるという宣言である。

「くっくくく、はははははははっ!!」

　たまらず、フヴェズルングは笑い出す。

　天幕の外にまで響き渡るような大たい笑しようである。

「貴様、何がおかしい!?」

　諸将の一人が咎とがめてくるが、これが笑わずにいられようか。

　大言壮語も甚だしいと思ったが、一方で、それができるという自負と、それに伴う困難と責任を背負う覚悟もひしひしと感じた。

　王者の風格と覇は者しやの気概を併せ持った「覇王」の貫禄があった。

　これがあの、役立たずで甘ったれだった少年だと言うのか。

　まるで別人ではないか。

　たった二年でここまで成長するとは、いったいどれだけ濃密な時間を過ごして、自らを鍛きたえ、磨き、高めてきたのだろうか。

　借り物の力を我が物として粋がっていた自分とは、モノが違う。

　今の今まで、小こ狡ずるい泥どろ棒ぼう猫ねこだと思っていた。いや、思い込もうとしていた。

　だが、どうやら妹が拾ってきた野良猫は、実は正真正銘の獅し子しだったらしい。

　遅まきながら、ようやくそれがストンと腹に落ちた。

　自分がどれだけ足掻いても、ついぞ敵わなかったこの少年が、この先、どこまで行けるのか見届けてやろう、そう思った。

「わかった、《豹》の名、くれてやろう。好きに使え」

　憑つき物ものが取れたように、さっぱりとした表情で、《豹》の宗主は言う。

　その口元には、涼やかで爽やかな、かつてロプトと呼ばれた青年の笑みが浮かんでいた。







EPILOGUE







《豹ひよう》宗主パトリアークフヴェズルング捕ほ縛ばく。そして《鋼はがね》が新たに《豹》宗主として、直参子分のスカーヴィズを擁立。

　この報は、瞬く間にアールヴヘイムを駆かけ巡った。

　これにより《豹》は二つに分裂することになる。

　ナルヴィを中心とする一派は新宗主スカーヴィズの下、《鋼》に恭きよう順じゆんの意を示し、もう一派は僭せん主しゆに従ういわれはない、と反発し故郷ミズガルズへと去っていった。

　かつての《蹄ひづめ》の族都ノーアトゥーンを無血開城し、これでとりあえず戦いも一段落ついたかと勇ゆう斗とが一息ついていると、

「御館様、俺の宗主の就任祝いに、一杯付き合っていただけませんか？」

　スカーヴィズがそんなことを言ってきた。

　さすがにこう言われては断れなかった。

「宗主就任おめでとさん。あんたにはいろいろ世話になったからな。ようやく報いることができてほっとしてるよ」

「ははっ、さすがに宗主を二年も続けると、面の皮がお厚うなりましたな。《豹》の荒あらくれ者ものどもをまとめるのは骨が折れそうです。それに焼けた村々の復興も大変そうだ」

「あんたならなんとか出来るさ。じゃなきゃ任せない」

「ヨルゲンも言ってましたが、口が上手くなりましたな」

「本心だよ」

「ところで、ロプトの監かん視しは、フェリシアの叔お母ば御に任せるそうですな？」

　世間話もそこそこに、どうやら本題に切り込んできたようである。

　勇斗はふうっと一つ嘆たん息そくした後、

「その名を口にするのは寄せ」

　ここは宗主の寝しん室しつで、今は二人以外誰もいないが、フヴェズルングがロプトであることはトップシークレットだ。

　用心するに越こしたことはない。

「……つまり、先代、失礼、《狼おおかみ》の先々代を殺めた罪は、問うつもりはない、と？」

　じっとスカーヴィズが勇斗の目を見つめてくる。

《狼》の先々代ファールヴァウティは勇斗が唯ゆい一いつ盃さかずきの親と仰いだ人物であり、そして、スカーヴィズにとってもかつての親だった存在だ。

　誓盃において、親殺しは最も許すべからざる大罪だ。それを黙認するなど、子の仁義に反することである。

　勇斗は肩をすくめる。

「罪には問わんでくれ。そう先代オヤジから直々に遺言を授かってたからな。故人の遺志を無視するわけにもいかないだろう？　まあ後……この三年、ずっとそばにいて、支えてくれた大事な副官が泣くのを見るのが嫌いやだったってのも多少はあるかな」

「ふっ、見ない間に随分と成長されたようですが、甘いところは相変わらずなようで、少々安心しました」

　フッとスカーヴィズが険を緩めて微び笑しようする。

　勇斗は思わず苦く笑しようして、

「安心したのか？」

「ええ、俺は貴方のそういう部分も、気に入っているんで」

「……一応、言っておくが、あくまで《豹》の騎兵が欲ほしかったってのが一番の理由だからな？　俺にはとにかく『力』が必要なんだ」

　すっとスカーヴィズから視線を外し、勇斗は遠くを見み据すえる。

　今、勇斗の脳のう裏りをよぎるのは、日本に戻もどっていた頃ころに沙さ耶やと交かわした会話――忘れようにも忘れられない、忌いまわしきユグドラシルの正体についての話だった。




　　　　　◇




「そんな……まさか……」

　沙耶の口から語られたユグドラシルの正体に、勇斗は信じられないというふうに声を震わせる。

　その名称は、勇斗も何度か耳にしたことがあった。

　そしてその結末も。

「証しよう拠こは!?　それが正しいっていう信しん憑ぴよう性のあるものはあるんですか!?」

　否定したくて、勇斗は問とい詰つめるように声を荒らげる。

　簡単に信じるわけにはいかなかった。否、信じたくなかった。

　沙耶の言うとおりならば、ユグドラシルは……

「まあ、貴方や美み月つきちゃんの証言からの推測だから、証拠と呼べるほどのものはほとんど皆無に等しいけど……」

「それじゃあ違う可能性も！」

「もちろん、その可能性も否定できないわ。ただ、この仮説なら色々と説明がついちゃうのよね。星座などから過去の地球であるはずなのに地形が一いつ致ちしない点とか、過去に貴方が持ち込んだ技術や知識が他の地域に全く伝来していない点とか、ね」

「…………」

　確かにそれは、勇斗としても気になっていた点ではあった。

　現代に戻った後、ユグドラシルに持ち込んだ技術に関して、ネットで発祥を追つい跡せきしてはみたのだ。

　結論から先に言えば、製鉄法に吹きガラス製法、ファランクスやあぶみ、ノーフォーク農法に平衡錘投石機トレビユシエツトなどなど、どれを調べても勇斗が以前、スマートフォンや電子書籍を用いて調べた時と変化はなかった。

　ユグドラシルが本当に地球の過去であるならば、勇斗が知識を持ち込んだ時点で歴史が改変されているはずなのに、だ。

　しかし、沙耶の仮説ならば、本人も言うとおり、その理由が説明できてしまう。現代で一致する地形がないことも含ふくめて。

「順を追って説明していくわね。前にあたしが貴方たちとお話し中、何かに気づいて店を出ていった時のこと、覚えてる？」

「え、ええ。確かアルプス山脈がどうとか話していた時に……」

「そう、そのアルプスがユグドラシルの謎なぞを解く重要な鍵だったの」

「？　どういうことです？」

　アルプス山脈の付近が、ユグドラシルではないことは地形的にも明らかだ。

　そして、沙耶の言うユグドラシルの正体とも、距きよ離り的てきにかけ離はなれている。もっと言えば、海をまたいでいる。

「アルプは、ケルト語で『山』を意味するわ。さて、実はユグドラシルにも、この単語から派生したと思しき単語があるの。近い音に覚えはない？」

「近い？　…………妖精アールヴ、ですか？」

　勇斗は少し考えて、自信なさげに言う。

　近いといえば近いが、遠いといえば遠い感じがしたからだ。だが、他に思いつく単語もなかった。

　沙耶はコクリと頷うなずき、

「正解。確か《妖精の銅アールヴキプフアー》は、『ユグドラシルの屋根』と称される三つの山脈からしか採ることができない希少金属、だったわよね？　そして、現代でもファンタジーゲームなんかではお馴な染じみの森の妖精アールヴエルフの語源も、一説にはアルプからではないか、と言われているわ。

　つまり元々は《妖精の銅アールヴキプフアー》と呼ばれていたものが、《山の銅》として他地域に誤って伝わった可能性は十分にあり得る」

「……誤って、伝わった？」

　オウム返しする勇斗に、沙耶はコクリと頷く。

「ええ、《妖精の銅アールヴキプフアー》なんてものには聞き覚えがないけれど、《山の銅》という意味の単語なら、古代ギリシャの書物のいくつかに記述が見られるの。オレイカルコスという名めい称しようで、ね」

「はあ」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ勇斗。どうにも専門的になりすぎて、そろそろついていけなくなりそうだった。オレイカルコスだとかいう名称にもまるで聞き覚えがなく、ピンとこない。

　しかし、次の沙耶の言葉で思わず目を剥むく。

「現代日本人にはこう言ったほうが耳に馴染みがいいかしら……オリハルコン」

「えっ!?」

　さすがにその名称には、勇斗も聞き覚えがあった。ファンタジーを舞台にしたゲームや小説、漫画などでは極きわめてメジャーな金属である。

　作中では強力にして希少、伝説の金属として登場することが多い。

「古代ギリシャの大哲学者プラトンは、その著作『クリティアス』の中で、

『今では名前を残すのみだが、当時は名前以上の存在であったものが、島のいたるところで採掘することができた。即ちオレイカルコスで、その頃知られていた金属の中では、金を除けば最も価値のあるものであった』

　と記述しているわ。そしてこの島のことを彼かれはこう呼んでいるの……」

　そこで沙耶はいったん言葉を切り、小さく息を吐く。

　ついで、じっと勇斗の目を見据えて厳おごそかにその名を告げる。

　はるか昔、天変地異によって一夜にして海に沈んだとされる伝説の島――

「アトランティス」








to be continued









あとがき







　さる一〇月二二日に、ＨＪノベルス様より拙著「魔王殺しの竜騎士」を上梓させていただきました。

　また「百錬の覇王と聖約の戦乙女」コミックス一巻も絶賛好評発売中ですので、まだ購入されてない方はもし宜しければお買い上げいただければ幸いです。

　多分、このあとがきの次あたりに宣伝ページがあると思いますので、詳細はそちらでご確認くださいませ。

　と、のっけからあざとく宣伝させていただきましたが、こんにちは。お久しぶりです。鷹山誠一です。

　この九巻は、自分で言うのもなんですが、色々見どころはあったと思うので、楽しんでいただければ幸いです。

　鷹山の中では、一～三巻が第一部、四巻からこの九巻までで第二部という区切りで、いよいよここまで来たか、という感じです。

　次巻からはついに第三部！

　こうご期待！　であります。







　さて、ページも少ないのでさくっと謝辞に入らせていただきます。

　新担当Ｕ様。とりあえず交代初回から、原稿遅れてすみませんでしたー！　……とか言わずに済んでよかったです。今後もよろしくお願い致します。

　ゆきさん先生、勇斗の新バージョン、ありがとうございました。めっさ格好いいです！

　この本を出すに辺り、お世話になった関係者各位に感謝を。

　なにより、この本を手にとって下さった読者様に最大級の感謝を。

　それでは一〇巻でお会いできることを祈って。





鷹山誠一
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